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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一花　出戻り姫君




「おまえは、仮かり妻づまにしない」

　そう告げると刀とう火かは、千せん樹じゆを突つき放すかのように背を向けて歩き出す。

　彼の真意が理解出来ずに、千樹は呆ぼう然ぜんとした。こんなわけのわからない事を言われれば、いつもであれば、襟えり首くびを摑つかまえてでも「どういう意味なの」と問い質ただす。

　しかしこの時はなぜか、声も出なかった。

　室の隅すみにわだかまっている闇やみが急に濃こさを増し、千樹の居場所を奪うばうように押し寄せてくる。

　蠟ろう燭そくの明かりすら闇に吞のみこまれ、刀火の後ろ姿も見えなくなる。

　真まっ暗くら闇やみに押しつぶされそうになっているのに、恐きよう怖ふよりも、胸の中に空気の塊かたまりを押しこまれたような苦しさがあって、その苦しさに、袿うちきの合わせを強く両手で握にぎりしめた。

　強く瞼まぶたを閉じる。苦しいし、それ以上になぜか切なくて、どうしようもない。

　──なんで、そんなこと言うの？　なんで行っちゃうの？　なんで？

　ふいに、眦まなじりから涙なみだがこぼれた。そのことに千樹自身、驚おどろいて目を開く。

　──わたし、泣いている!?







　目を開くと、このところ馴な染じんでいる白木の天てん井じよう板いたが見えた。

　夜が明けたらしく、千樹の肩かたのあたりには、蔀しとみの隙すき間まから射さしこむ光の筋が這はっていた。

　ここは曉あかつきの宮みやにある東の対たいの屋やだ。千樹が与あたえられている場所で、室の中には墨すみと絵の具の、辛からいような泥どろ臭くさいような香かおりが満ちている。

　体を起こすと、自分の頰ほおが濡ぬれている事に気がつく。

「……なにか、夢。見てた……？」

　どんな夢を見ていたのか思い出せない。ただ胸の奥に、鈍にぶい痛みが残っている。

　刀火との六夜が明けた、翌朝だった。

　昨夜、七夜を延期すると宣言した刀火は、一人で自分の寝しん所じよに入ってしまった。千樹はといえば、様々な疑問や思いが頭の中に渦うず巻まいて混乱してしまい、刀火の後を追って問い質す気力もなく、火ひ桶おけの側そばで膝ひざを抱かかえて朝を待った。

　そして夜明け前に、東の対屋へ戻もどった。

　太陽が昇のぼるまでのほんのひととき横になったが、昨夜一いつ睡すいもしていないせいで、短時間でも、夢を見るほどに寝ね込こんでしまったらしい。そのせいか体が怠だるい。

　しかし千樹が目覚めるのと同時に、侍じ女じよたちが東の対屋に姿を現し、蔀を開いて、中に光を取り込みはじめた。侍女たちがやってきては、いつまでも夜具にしがみついているわけにもいかないので、嫌いや々いやながらに立ちあがる。

　千樹の着き替がえを、侍女たちはいつものように、てきぱきとこなしてくれた。

　覇は気きのない千樹の表情を気にして、侍女たちは「なにかあったのか」と、あれこれ問いかけてくれたが、ろくに返事も出来なかった。

　そのまま黙だまり通し、朝あさ餉げの膳ぜんにもそっぽを向き、千樹は墨をすり、紙を広げて線せん描びよう筆を手にする。空腹を満たすより、馴染んだ作業をすることで、気持ちを落ち着けたかった。

　いつもなら紙を前に筆を手にすれば、無意識に、すいすいと落書きできる。そのうち描えがくことに意識は引き寄せられ、いつの間にか紙いっぱいに、無む秩ちつ序じよな絵を描き散らしている。

　描き散らしている間、頭は空っぽだ。ただ、ものの形を線で追い、白紙の上で形にすることが、面おも白しろくてたまらないだけだ。

　けれど線描筆を手にして紙の前に座っても、今は手が動かなかった。

　白紙の上に、昨夜の刀火の後ろ姿がちらつく。

　──あの人は、七夜を延期すると言った。でも再開するつもりなんかないって……。

　言外に「出て行け」と、言われたのは間ま違ちがいない。

　だが、なぜ彼が急にそんなことを言い出したのか理解出来ない。

　千樹を自分のものにしようかなどと、大おお噓うそをついたと思ったら、いきなり七夜の延期だ。

　刀火は千樹を便利な道具として、手元に置くことを望んでいたはずなのに。

　腹が立つとか驚くとかいうより、刀火の気持ちを理解出来ないことを、とてつもなく寂さびしく感じる。だから彼に問い質すような強気も起こらず、こうやってしょぼくれているだけだ。

　線描筆の筆先から、白紙の上にぽとりと、墨が丸く落ちたときだった。

「千樹姫ひめ！」

　目の前の御み簾すが突とつ然ぜん、乱暴にめくりあげられた。踏ふみこんできたのは刀火の側そば仕づかえ、高たか月つき雅まさ近ちかだ。いつもながらの派手な柄がらの狩かり衣ぎぬを身につけ、軽けい薄はくな雰ふん囲い気きだが、表情はひどく焦あせっている。雅近は、呆然と彼を見あげる千樹の前に膝をつく。

「あ……おはようございます。雅近様」

　寝ね不ぶ足そくのために頭も感情も鈍っていたが、とりあえず挨あい拶さつだけはできた。

　しかし雅近は挨拶を返すことなく、眉まゆをひそめていきなり問う。

「君は何をした、千樹姫。さっき曉宮様のところへ行ったら、君との七夜は延期する。再開する気はないから、君を、彩さい遊ゆうの元へ帰せといわれた」

　その言葉に、鼻の奥が急につんとする。

　──やっぱり、出て行けって？

　千樹は、魔ま性しようの門へ入ることを覚かく悟ごし、そこへ到いたる道を選ぶと決意した。そして魔性の道に踏みこむならば、そこで手に入れる力で、刀火を上じよう主しゆにする手伝いをするのだとも決意した。だから彼の側にいるために、彼の仮妻になることも甘んじて受けると、千樹は言ったのだ。

　しかしその千樹の決意を、刀火は一いつ切さい合切拒きよ否ひしたということだろう。

　ずっと、便利な道具扱あつかいされることが腹立たしかった。だが、便利な道具となる決意をした途と端たん、放ほうり出されるというのは、なんとも滑こつ稽けいで惨みじめだった。

　線描筆を硯すずりに置いて、手を膝の上に揃そろえて項うな垂だれる。

「追い出されるわけですね、わたし」

　語ご尾びがわずかに震ふるえ、消えそうに掠かすれた。自分でも信じられないことに、じわりと瞳ひとみの表面が熱くなった。

　──いやだ。なにこれ。

　なぜ自分が泣かなくてはならないのか、自分でもわからない。泣くよりも怒おこるほうが真っ当な反応だろうに、なぜかいつものように、刀火に対しての怒いかりが沸わきあがってこない。

「千樹姫!?　泣いてるのか、君!?」

　雅近が、犬に吠ほえつかれでもしたかのように、ぎょっと体を引く。

「泣いてません！　だれがあの人に出て行けと言われて、泣くんですか!?」

　そこのところはきっちりと反はん抗こうして、きっと顔をあげる。

　雅近は肩をすくめて、ため息をつく。

「泣いてるみたいだけどねぇ。その様子から察するに、君が曉宮様に向かって、何かを申し立てたから、宮様からそんな命令が出たわけじゃないな？」

「わたしは、あの人の仮妻になると言いました。でも、あの人は延期するって……」

　愛あい嬌きようのある雅近の垂れ目が、不可解な色になる。

「君がその気なら、問題ないだろう。宮様が、なにを考えておられるのか分からないが、とにかく、すぐに宮様の所へ行って、今夜の七夜は実行してもらうように話をつけようじゃないか。宮様があの状態だ。君に出て行かれては困る」

　手首を取られ、引きあげるように立たされた。

「でも、あの人は」

　立ちあがったものの、ためらいがあった。昨夜、刀火は夜通し、寝所から顔すら出さなかった。その徹てつ底ていした拒きよ絶ぜつの態度が、雅近の言葉でぶれるとは思えない。

「いいから、おいで」

　雅近は千樹の手を引いて歩き出したが、御簾を潜くぐって廂ひさしの間に出た途端に、驚いたように足を止めた。

　千樹の鼻先に、近ちか頃ごろすっかり馴染んだ香こうの薫かおりが流れてきた。

　雅近の背中越ごしに簀すの子こが見え、そこに刀火の姿があった。

　明るい朝日をきららかに反射する雪の庭を背景に、刀火の輪りん郭かくも仄ほのかに光る。相変わらず、光が慕したい寄っているのではないかと思えるほどの端たん麗れいな姿だった。緑を秘ひめた瞳の色も、片かた袖そで脱ぬぎで着き崩くずした衣ころもの衿えりや、首に連なる多た彩さいな珠たま。どれも彼に艶あでやかさを添そえる。

　しかしその上等な狩衣や珠の下に隠かくされた肌はだには、千樹が描いた、金色の蔓つるが蠢うごめいているはず。彼自身を縛いましめるものだ。

　刀火は、そんな危あやうさを微み塵じんも感じさせず、落ち着いた表情を崩くずさない。

　その落ち着き払はらった態度こそ、不自然なのだ。己おのれの身に起こっている現実に、心が乱れないわけはない。なのに、それを見せようとしない。そんなものがあることすらも、自分自身に対しても誤ご魔ま化かしているように、千樹は感じてしまう。

　──噓うそつき。本当に、この人は噓つき。

　睨にらみつけようとしたが、刀火の視線が流れてくると、目をそらしてしまった。自分の弱気が信じられず、千樹は歯がみする。

　自分はなぜ、こんなに弱虫になったのか。それが悔くやしい。

「おまえが慌あわてて東の対屋へ向かったから、こんなことだろうとは思った。わたしの命令を実行しているようには見えないが？　雅近。粛しゆく々しゆくと、その姫ひめ君ぎみをお送りしろと言ったはず」

　呆あきれたように言いながら、千樹を見やった刀火の無表情さに、千樹は俯うつむいてしまう。

　刀火はいつも冷れい淡たんで傲ごう慢まんだと思っていたが、あれは彼なりの打ち解けた態度だったに違ちがいない。今の彼に比べれば、温かみすらある。

　その姫君と呼んだ声も、眼まな差ざしも、心の底が寒くなるほどに冷たい。

　雅近は戸と惑まどったように、千樹と刀火を見比べる。いつも強気で、ぎゃんぎゃん喚わめいている千樹が、濡ぬれそぼった仔こ猫ねこみたいに、しょぼくれているのが信じられないのだろう。

　千樹だって信じられない。なぜ、刀火の視線や言葉にこれほど打ちのめされているのか、自分でもわからない。だが気持ちがしぼんでしまって、どうにもならない。

「曉宮様。千樹姫がどれほど宮様のお役に立つか、昨日、その身で感じられたはずでは？　その姫君をせっかく己のものとしてとどめ置くことが出来るのに、なぜあえて手放そうとなさいますか？　解げせません。そもそも今の宮様の状態では、千樹姫が近くにいないと不安です」

「己の身は、己でなんとかする。その姫君に頼たより続けるのも、逆に危うい話。早急に御ご法ほうと共に解決策を見いだすつもりだ」

「では解決するまで、千樹姫を留め置かれては？」

「不要だ。姫君を彩遊の屋や敷しきへ送れ」

「宮様！」

　怒ど気きさえはらんだ雅近の声に、刀火もまた鋭するどい視線を返す。

「逆らうな、雅近」

　低い声と視線の強さに、刀火の決意が覆くつがえらないことを感じたらしい雅近は、いきなりふっと微び笑しようして肩かたをすくめた。

「わかりましたよ、宮様。なにがご不満でそのようなことを仰おおせかはわかりませんが、なれば」

　と、言うが早いか、握にぎっていた千樹の手首を強く引いた。いきなりのことだったので、千樹が体の均きん衡こうを崩してよろけたところを、雅近の腕うでが抱だき留めた。そして、くるりと、懐ふところ深ふかくに抱だき込まれる。

「宮様が仮かり妻づまになさらないというならば、俺が妻にしましょう。そうすれば、とりあえず姫君は、宮様の手て駒ごまでいられる」

「ちょっと、待って！　雅近様。突然そんなこと、お気楽に言わないでください！」

　気持ちは弱っていたが、さすがに千樹も仰ぎよう天てんした。そしてあろう事か、雅近に抱きすくめられている事実にもやっと気がつき、むぐむぐともがく。しかし雅近はそれを押さえこむように、腰こしと肩を強く引き寄せる。

「なに言ってるの。君が曉宮様の仮妻じゃなければ、君は、ただの市し井せいの絵札売りじゃない？　俺が望めば、君が泣き喚こうが、俺には、君を妻にできる程度の立場と権力はあるんだよ？」

「なんて悪徳貴族めいたことを言うんですか！」

「俺は悪徳貴族だよ。知らなかった？」

　あっさりと、すました顔で雅近は認めると、千樹の腰に回した腕にさらに力をこめた。

「止やめよ、雅近」

　刀火が、きつい瞳で雅近を睨ねめつける。

「わたしのために、そのようなことをするというならば、断じて許さない」

「勘かん違ちがいしてますね、宮様。俺は、千樹姫ひめのことは、そこそこ気に入ってるんですよ」

　薄うすら笑うと、雅近は唇くちびるを千樹の耳に近づけた。そして、

「夜を共にしてみたいと思う程度には」

　耳に吹ふきこむように囁ささやく。千樹は首をすくめ、「うわっ！」と声をあげてしまった。

「なので宮様。今から姫君は、俺の妻になってもらいますので」

　肩で御み簾すを押して、雅近は千樹の体を強ごう引いんに引きずるようにして廂の方へ引き込もうとした。その間に彼の手が、千樹の帯の結び目にかかり、さらりと解いたので、冗じよう談だんではなくぞっとした。いつもの軽口か冗談かと思ったが、千樹を抱きすくめる彼の顔を見あげると、口元には微笑があるのに、目は笑っていない。本気の目だ。

「雅近様!?」

　恐おそろしさを感じて必死でもがくと、静かな声が、驚おどろくほど近くで聞こえた。

「止めよ」

　刀火が、千樹の帯にかかる雅近の手首を強く摑つかんでいた。

「止めよ、雅近。許さぬ」

　淡たん々たんとした声だった。しかし刀火の瞳ひとみの中に、凶きよう暴ぼうな影かげが差している。

「おまえの妻にすることは、ならない。この姫君とわたしの七夜は、延期されただけだ。中止ではない。おまえがその姫君に手を出せば、わたしの仮妻に手を出したのと同罪と見なされる」

[image: ]

「七夜のさなか、他ほかの男の仮妻になった、先々代の上主様の仮妻候補、八やつ束つか姫様という方がおいででしたが？　確か、八束姫様を奪うばったのは上主様の弟君で、罪には問われなかったはず」

「罪には問われなかったが、上主様の怒いかりに触ふれたことで、生しよう涯がい、八束姫と共に、北きた山やまの別べつ邸ていから出ることを許されなかった。失しつ脚きやくした。しかしそれは上主一族であればこそ、それで終わった。臣下が主あるじの仮妻を奪えば、命はないぞ」

「けれど宮様は、七夜を再開する気はないのでしょう？」

「再開する気はない。だが七夜は、ただの延期。中止ではない。よって、そこの姫君に手を出すことはならない」

「宮様。なぜ、そのようにしてまで、千樹姫を徹底的に追い払おうとなさいますか？」

　雅近は諦あきらめたようにため息をつくと、むぐむぐと抵てい抗こうする千樹をやっと解放してくれた。千樹は雅近から飛び退のき、廂の柱の陰かげに駆かけ込んで、柱にすがりついて二人を睨む。

「側そばに置く必要がない。それだけだ」

　摑んでいた雅近の手を突つき放すようにして、刀火が答えた。

「今の宮様の状態で、必要がないなどと、そんなわけはありません」

「必要か否いなかは、わたしが決める。この姫君を側に置く気はない。側に置きたいと思わない」

「なぜそれほど厭いとわれる!?」

　問い質ただす雅近の言葉が、胸に刺ささった。

　──厭われている？　嫌きらわれてるの、わたし？

「わたしには必要のない者だ」

　返す刀火の言葉は、千樹の胸に刺さった棘とげを、深くねじ込む。

　──必要ない。わたしは、この人にとって必要ない。

　腹は立たない。ただ、刀火に完全に拒きよ絶ぜつされていることが、どうしようもなく哀かなしくなった。

「わたしの命に従え、雅近。姫君を送れ」

「失礼ながら、お気は確かですか。千樹姫は」

「従え。不要な者は、目め障ざわりだ」

　冷たい刀火の言葉を聞き続けるのは、限界だった。千樹はすがりついていた柱に爪つめを立てて、怒ど鳴なった。

「なんなの！　もう、……もう、たくさん！　あなたなんか、大っ嫌い！」

　やっと刀火に向かって声が出たが、惨みじめさと寂さびしさと、哀しさと、苛いら立だちがごちゃごちゃで、怒鳴るしかなかった。

「お望みの通りにするわよ！　わたしは彩遊先生のところへ、帰る！　帰るんだから！」

　しょぼくれていた千樹がいきなり喚き散らしたので、雅近は目を丸くしていたが、刀火は冷静な表情のまま頷うなずく。

「そのようになされるが良いだろう、姫ひめ君ぎみ。雅近に送らせる」

　他た人にん行ぎよう儀ぎで丁てい寧ねいな物言いが、一層胸に突き刺さる。その態度に腹が立って、寂しくて哀しくて、かっとなる。

「わかりました！　じゃ、さようなら！　曉宮様！」

　柱の陰から怒鳴るように返事すると、刀火に背を向けて室の中へと駆け込んだ。







　すぐに曉宮の門前に牛ぎつ車しやが用意された。急ぎ仕立てられた牛車の話を聞きつけたらしく、千樹の七夜の世話をしていた侍じ女じよたちが集まっていた。彼女たちは遠巻きに牛車を眺ながめ、なにがあったのかと、気き遣づかわしげな表情で囁きあう。

　千樹は雅近に伴ともなわれ、東の対たいの屋やを出た。

「本当で帰る気かい？　千樹姫」

　踏ふみ固められた雪の道を牛車の側までやって来ると、雅近が念を押すように問う。千樹はむっつりと膨ふくれつつも打ちひしがれているという、なんとも惨めな状態で頷く。

「帰れと言われました。しかも雅近様の妻になるなんてごめんです。柚ゆず葉のはに、殴なぐり倒たおされます」

「柚葉は結構喜んで、『二人で仲良く雅近様に添そいましょう、姫様！』とか、言いそうだけど？」

「なおさら嫌いやです……」

　いざ牛車に乗りこもうと、踏み台に片足を載のせたときだった。

「千樹姫!?」

　背後から聞こえた驚きよう愕がくの声に、千樹は足を止めてふり返った。

　集まった侍女たちの横をすり抜ぬけ、厳しい顔つきでこちらに近づいてきたのは、常じよう宮ぐうお抱かかえの主しゆ一いち位い絵え師し。彩遊の兄弟で子しでもある、賢けん夕ゆうだ。

「どちらに行かれるのだ、このような時に。少しの間でも、宮様のお側そばを離はなれるとは」

　声には責める響ひびきがあった。

　昨日、絵師の選定がなされた時の一連の顚てん末まつを、賢夕は目まの当たりにしている。

　賢夕は刀火の状態も理解しているし、その刀火を抑えこんでいるのが、千樹の絵の力であるとも知っている。あの危あやうい状態の刀火を置いて、外出などとんでもないと言いたげだ。

「少しの間、離れるのではありません。彩遊先生のお屋や敷しきに帰ります。帰れと、曉宮様ご自身が、命じられましたから」

　賢夕の眉まゆ根ねに深い皺しわが寄る。厳しい顔が、一層厳しくなり、苦く悩のうの表情にも見て取れる。

「なぜだ？」

「わかりません。でも、賢夕先生は、なんでここに？」

「純じゆん鉄てつが曉宮様の絵師と決まったからには、今日、宮様のご都合の良いときに、挨あい拶さつによこさなくてはならん。宮様のご都合を確かく認にんに来たのだが……。まさか、君を追い出すとは。宮様は、なにをお考えなのだ。それで君は、帰ってしまうのか？　それで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　すると傍かたわらにいた雅近が、肩かたをすくめる。

「大丈夫なわけはない。だが俺がなんと言っても、宮様はお聞き入れにならない。賢夕殿どの、あなたが、宮様に進言してくれないか？　千樹姫ひめを手放すのは良くないと」

「高月様の言葉をお聞き入れにならないのに、わたしの言葉をお聞き頂けるとは、とても……」

　それはそうだろうと、千樹も思う。観念して、賢夕に頭をさげる。

「わたしは、帰れと言われたから帰るだけです。帰ります」

　それから、こちらを心配そうに見つめている侍女たちにも、軽く頭をさげて牛車に乗りこんだ。雅近も続いて乗りこみ、出入り口の御簾を下ろすと、牛車はゆっくりと出発した。

　賢夕が眉まゆをひそめ、先行きが心配そうな顔をしているのが御簾越ごしに見えた。

　──こんなに晴れない気持ちで、彩遊先生の元へ帰るなんて、思ってなかった。

　晴れた日の雪景色は、常よりも何倍も世界が光っている。常宮の杉すぎ木こ立だちの緑は鮮あざやかで、そして境さかい川がわの水の流れは、眩まぶしいほどに光る。




　　　　○




　雅近はやたらと、「なぜ」と、刀火に問いかけていた。当然だろう。道具として曉宮に召めし、仮妻にして宮に閉じこめ、便利に利用する算段だった千樹を、閉じこめるどころか、彩遊の元へ返してしまったのだから。

　曉宮の寝しん殿でんの階きざはしを下りると、刀火は東の対屋へ目を向けた。

　千樹が去った東の対屋は、以前と同様に無人になった。しかし昨日まで、そこでぎゃんぎゃんと喚わめいていた姫君一人がいなくなっただけで、東の方向だけが、いやに寒々と感じる。

　締しめきってある妻つま戸どが寂さみしげだ。

　常に人ひと払ばらいしてある曉宮が、以前と同じく、刀火と雅近だけの空間に戻もどったに過ぎない。以前と同じはずなのに、なぜか、ひどく静かに感じてしまう。

　昔、拾って可愛かわいがっていた仔こ猫ねこが成長し、ふいと姿を消してしまった日を思い出す。

　刀火は一日中、寝殿の階に腰こしを下ろし、猫が帰ってくるのを待っていた。一日経たち、二日経ち、そして七日目に諦めた。その時に感じた、なんともやるせない静けさだ。

　──わたし一人だな。

　あの時も、強くそう思った。あの時もこの場所で、自分が一人であるという孤こ独どく感が、まるで自身を縛いましめる縄なわのように、きつく肌はだに食い込んだ。

　妻戸から目をそらすと、刀火は雪ゆき沓ぐつで、寝殿から曉宮の正面、正せい宮ぐうの方へ歩いて行った。そして正宮の周囲をゆっくりと巡めぐりはじめる。

　雪沓は踝くるぶしまで雪に埋うまるが、踏みしめる感かん触しよくは柔やわらかく心ここ地ちよい。白い息を散らしつつ、刀火は正宮の高床ゆかの下を丹たん念ねんに覗のぞきこみ、確認する。

　天気が良く、雪に反射する光は眩しくて目が痛む。

　背後で一度、松の枝から雪が落ちる音がした。しかしその後、聞こえる音は刀火自身の足音だけ。いつもは側そばにいる雅近は、今、千樹を彩遊の元へ送り届けるために常宮を離れている。

　雅近は千樹を送り届けるのが、心底不満らしかった。

　──雅近の不ふ審しんも不満も当然。わたし自身も、己おのれの決断は利口でないと知っている。

　千樹は、自分は魔ま性しようの門へ入る覚かく悟ごをしたと言った。そして、自分が手にする力があれば、それを刀火のために使うとも。

　そんな覚悟を口にした千樹を前にした時、いいようもない熱を持った衝しよう動どうが、胸の奥底から沸わきあがった。少女らしいほっそりとした体をしていながら、誰だれもが怯ひるむような覚悟を語る姫君を、強くかき抱いだきたくなった。今まで知らなかった衝動だった。

　だが、その衝動を口にしたとき、千樹は「噓うそよね」と、確認した。

　その言葉に、はっとした。

　噓をつくこと。それは刀火自身が、己の心と身を守るために身につけたものだ。

　だから「噓よね」と確認されることで、冷静になれた。

　衝動のまま、千樹を仮かり妻づまとして己のものとして、宮に閉じこめる。そして便利に使う。それを千樹も、承しよう諾だくした。

　けれどそうなったとき、果たして千樹は幸福なのだろうか。

　千樹の姉姫ひめの阿あ樹じゆは、妹姫が、自由に気ままに生きることを願って、彼女を市し井せいに残した。阿樹が自由にと願って野に放した者を、自分が利用するために閉じこめて良いのか。そのことで千樹は、本来得られる幸せから遠ざかるのではないか。

　現実に千樹は、魔性の門へ入るというような、恐おそろしい決意までしてしまった。

　もし刀火が、桜の屛風びようぶ絵えの一件で彼女を常宮へ呼ばなければ、そんな決意をする事もなかった。彼女は幼い頃ころの傷を永遠に眠ねむらせたまま、市井の絵札売りとして、つましく幸せに生きたはず。

　これは罪だ。そう感じてしまった。

　だから咄とつ嗟さに、彼女はもう、自分に関かかわらせるべきではないと思った。

　七夜を中止にし、彼女と縁えんを切ることも出来た。だが巻きこんでしまった彼女に対して、それだけでは無責任だった。

　千樹の力が役に立つと思っているのは、雅近だけではない。幻げん繕ぜんもそうだ。そして綾あや峰みねも。

　それら様々なものからも彼女を遠ざけるためには、「仮妻の儀ぎ式しきの途と中ちゆう」という体てい裁さいにしておけば良かった。そうすれば、誰も滅めつ多たに手出しはできない。

　実際に雅近は「七夜が中止」となっていれば、千樹を強ごう引いんに、自分の妻にしたはず。刀火のためと思えば、雅近は刀火の命令など聞こえないふりをし、平気でそんなことをやりかねない。

　正宮の周囲を確認しおわると、雪沓を脱ぬいで正宮の階をのぼる。

　踏ふみ板は氷のように冷えている。と、ふいに背後に気配を感じた。

　階の途中で立ち止まり振ふり返ると、門と正宮のちょうど中間辺りで、戸と惑まどったように立ち止まっている少年の姿があった。門を潜くぐって入ってきたら、思いがけず刀火の姿を目にして、立ち止まったのだろう。

「何用だ？　純鉄」

　青い狩かり衣ぎぬの清すが々すがしさがよく似合う、野の狐ぎつねのような目をした少年絵師、純鉄だった。物慣れない様子で、焦あせりを隠かくすように両手を握にぎり合わせて刀火を見あげている。

　少し離れた松の陰かげには、賢夕の姿もある。しかし彼は軽く頭をさげたのみで、近寄ってくる気配はない。後見の立場で、この場にやってきたのだろう。

　今朝、千樹が出て行くのと前後して、賢夕がやってきた。彼は、正式に曉宮の絵師となった純鉄が、挨拶にくる許可を求めにきたのだ。いつでも良いと、刀火はいい加減に返事をしたので、この時間にやってきたらしい。

「あ……。あ、失礼をいたしました、曉宮様。俺、……いえ、わたしは。門番の衛え士じが、取り次ぎのお方は外出でいないから、そのまま入ってよいと……」

　純鉄は落ち着かない様子で、周囲を目で探さぐる。曉宮を前にして、ひれ伏ふさねばならないが、雪の上なので、どう対処すれば良いのかわからないのだろう。

「良い、純鉄。堅かた苦くるしい礼れい儀ぎは省け。わたしに用があるのならば、近くへ」

　ただの挨あい拶さつに、格式張った準備は不要だと刀火は思う。この場で済むならば、簡単でいい。

　階の下へ歩み寄ってきた純鉄は、一つ頭をさげ、再び刀火を見あげる。

　純鉄の目には怯おびえの色が強い。昨日、獣けもののように狂きよう乱らんする刀火を目まの当たりにしていれば、恐れるのも無理はない。だが同時にこうやって刀火の顔を見つめるのは、怯えながらも、見つめずにはおられない何かがあるのだろう。

　──千樹と似ている。

　なんでも真っ直すぐ見つめて、描えがき取ってやろうとする、絵師の性さがなのかもしれない。

　しかし決定的に違ちがうのは、刀火との距きよ離りか。

　純鉄は絵師としてあるべき節度と緊きん張ちよう感かんを持って、曉宮たる刀火と対たい峙じしている。千樹は、節度もへったくれもなかった。あの無礼さ加減というのは、なかなかお目にかかれない。

　刀火に向かって、化け物だの、魔ま物ものだのと言う輩やからは結構いた。しかし腐くされているだの、変態だのと言う者には、生まれてこの方、お目にかかったことがなかった。

　──果てしなく無礼な姫ひめ君ぎみだった。

　思い返すと、口元に微び苦く笑しようが浮うかぶ。

「ご、ご挨拶に参りました」

　緊張した声で言うと、純鉄は頭をさげる。

「今朝、祭さい司し寮りよう諸しよ事じ方がたより正式に、曉宮様にお仕えするようにと辞令を承うけたまわりました」

　純鉄の衣装が、直垂ひたたれから狩衣に替かわっているのは、正式に絵師として常宮に抱かかえられる立場になったからだろう。まだ板につかない狩衣姿だ。狩衣に着られている感が、半はん端ぱではない。

　賢夕が、愛まな弟で子しの後ろ姿を厳しい目で見つめている。不本意な形で、とんでもない主人に仕えることになったとしても、仕えるからには力を尽つくせと、厳しく命じるような眼まな差ざしだ。

「西の対たいの屋やで勤めよ」

　千樹を絵師として抱えるために段取りした結果、純鉄が、自分のお抱え絵師として曉宮に仕えることになった。本心から、絵師を抱えたいと思ってはじめたことではなかったので、特に感かん慨がいはない。ただの成り行きだ。だが、この少年が曉宮に出入りすることに関して、邪じや魔まになるとか、面めん倒どうだとか、そんな気持ちが起こらないのは不思議だ。

　それは、純鉄の描いた絵を見たせいかもしれない。

　絵師の選定の際、純鉄が描ききった絵を、刀火は受け取った。その絵は、特に奇きをてらったものではないが、魅み力りよく的で好ましかった。

「純鉄。選定の際に、なぜあのような絵を描いた？」

　顔をあげた純鉄の目を、見み据すえる。

　純鉄が描いたのは、雪原に立つ一いつ匹ぴきの牝め鹿じかだった。

　真っ白な世界に、月明かりを背に受けてすっくと立つ若い牝鹿の姿が、刀火には千樹とだぶって見えた。

「俺は……いえ、わたしは。動物を描くのが好きで、得意ですから。だから動物を描こうと思って、描きました。それで近ちか頃ごろ、面おも白しろい奴やつに会ったので、そいつが動物だったらこんな姿になるかと思って描いただけで。描きたいと思ったから、描いたんです」

　純鉄が誰の姿を思いながらあの牝鹿を描き出したのか、刀火にはわかる。あの絵を目にした時の、微ほほ笑えましいような気持ちを思い出すと、先刻目にした、寒々しい東の対屋が目に浮かぶ。

「純鉄。……もう一枚。あの牝鹿の絵を描け」

　思わず言っていた。

「もう一枚、あの絵が欲しい。あの牝鹿の絵だ。東の対屋の妻戸に描け」

　千樹が出て行った東の対屋は、以前と同じく空っぽになった。あったものが無くなると、どことなく肌はだ寒ざむい。そのかわりにあの牝鹿の絵があれば、肌寒さもやわらぐだろう。

「え、あ。はいっ！」

　緊張に強こわばっていた純鉄の表情が、明るくなる。期待に胸を膨ふくらませ、刀火への恐れが一いつ瞬しゆん薄うすらいだようだった。

「では、さっそく東の対屋へ行きます！　お許しを頂けますか!?」

「行くのは構わない。自由に出入りして描け。もう、あそこに姫君はいない。彩遊の屋や敷しきへ帰した。遠えん慮りよなく、出入りするがいい」

　その言葉に、明るさを取り戻もどしたと思った純鉄の顔が、いきなり曇くもる。

　純鉄の背後に立つ賢夕もまた、無意識にだろうが、眉まゆをひそめた。

「あ、あの。あの……」

　純鉄は何度か唇くちびるを湿しめらし、意を決したように訊きいた。

「そのことは今朝、賢夕先生から聞きました。でもなぜ千樹を、姫君を帰されたのですか!?」

　背後に立つ賢夕が、「馬ば鹿か者」と、声を出さずに口の中で呟つぶやく。

　今朝、千樹を彩遊の屋敷へ帰したことを、賢夕は知っていた。なぜ千樹を帰すのか、賢夕は刀火の真意を訊きたそうな素そ振ぶりをしていたが、刀火の、昨日の狂乱に話がおよぶ話題だ。遠慮して、結局なにも問わずじまいで、宮を出て行ったのだ。

　しかし純鉄は、師し匠しようがためらった質問をぶつけてきた。

「千樹は納なつ得とくしましたか!?　宮様のために、勝負を放ほうり出したのに」

「姫君は、帰ると言って帰った。納得しているかいないか、本人に訊いてみよ」

「納得しているはずは、ありません。俺との勝負を放り出すくらい、あいつは一いつ生しよう懸けん命めいだったんです。そのあいつが、納得して帰るなんてあり得ません。あいつは、そんないい加減な奴じゃないと思います！　宮様、もう一度あいつの話をお聞きになってください」

「納得しているしていないは、どうでもよい。わたしが必要ないと決めた」

「けれど、では宮様は、なぜあの牝鹿の絵をお求めになるのですか!?」

　一瞬だけ、純鉄は挑いどむように声を大きくした。

「俺があの絵の牝鹿を、誰だれを連想しながら描いたか、わかっておいでではないのですか!?」

「あの騒そう々ぞうしい姫君だろう。すぐにわかる。わからなかったのは本人くらいだ」

「ならば宮様はなぜ千樹が必要ないと!?　あいつを連想する絵姿をお求めになるのに」

「姫君を連想したからではない。気に入った絵だから、もの寂さびしい場所に描かせようと思ったまでだ。純鉄、この話は終わりにせよ。差し出がましい」

「で、ですが……。ですが、ならなぜ」

　刀火の厳しい声に怯ひるみながらも、純鉄はまだ言葉を続けようとした。しかし、

「これで挨拶は済んだ。さがれ」

　刀火は会話を打ち切ると、純鉄に背を向けて階を上った。

　純鉄は拳こぶしを握りしめ、なにやら決意を固めるように唇を嚙かんで頭をさげた。そして、刀火が簀すの子こから廂ひさしの間へと足を踏み入れたとみるや、回れ右をして、賢夕の側そばに駆かけ寄った。

　賢夕は何事か鋭するどく叱しつ責せきし、ぱかりと弟子の頭を殴なぐり、すぐに二人して門から出て行った。

　賢夕と純鉄が去ったのを確かく認にんし、廂の間から、室の中へと入り込む。

　ほとんどの蔀しとみが閉じられているので、正宮の中は薄うす暗ぐらかった。

　冷えた空気が頰ほおにあたる。そのなかに違い和わ感かんを感じ、刀火は足を止めた。腰こしの黒鞘さやの太た刀ちの柄つかに触ふれ、目をすがめ、暫しばし薄うす闇やみを凝ぎよう視しして問う。

「御法か？」

「左様」

　薄暗がりの中から、刀火の師である法術士・幻繕がゆっくりと姿を現した。にんまりと笑う、皺しわ深い目元には、刀火をからかう気配がある。しかし同時に目の奥底には、油断無く刀火を監かん視しする冷れい徹てつな気配がある。

「聞こえたぞ、宮よ。千樹姫ひめを彩遊の屋敷へ帰したと？　なぜにじゃ？　今の宮の有様では、姫君の描く魔ま力りよくがなければ、危あやうかろう。その肌はだに描かれたものが消えれば、またもや宮の中のものが暴れ出すぞ」

「その前に、鬼おにの腕うでを探す。自信がないか？　御法」

「答えになっておらんな、宮よ。なぜ姫君を帰した」

「千樹に頼たより続けることも、結局は危ういことだ。頼らずとも、なんとかするしかあるまい。その決意のためだ」

　首に連なる珠たま飾かざりを手に取ると、刀火はそれを両手でしごいて澄すんだ音を鳴らす。

「まこと、それだけか」

「他ほかに何が？　御法も手伝え。悠ゆう長ちように構えている場合ではない。ここにいるということは、御法もわたしと同じ目的で、ここに来たはずだ」

「そうじゃ」

　幻繕は、暗くら闇やみに溶とけ込んでいた自分の右みぎ腕うでをあげてみせる。そこには刀火と同じように、珠飾りが握にぎられていた。

　刀火の中にある魔ま王おうの種が制せい御ぎよ出来ないとなれば、幻繕はためらいなく、刀火を殺すはず。しかし制御できている間は、全力で協力してくれるのだ。一線を越こえるまでは、心強い味方。しかしその一線を越えてしまえば、敵。厄やつ介かいな師し弟てい関係だ。

「わたしに異変が生じたのは、この場所だ」

　刀火は室の中に踏ふみこむと、中央に立って見回す。

　幻繕も傍かたわらに寄ってくると、同じように周囲に目を向ける。

「宮の気配は徐じよ々じよに危うくなっておったが、あの時の変化は、急激すぎじゃ」

「それが怪あやしい。ここに、なにかがあるはず」

　子弟は静かに目配せしあうと、その場に向かいあわせで座る。同じ動作で珠飾りを両手に絡からめ、三度ほど鳴らす。そして「周しゆう・顕けん」と、若い声としわがれた声が重なり、鋭く唱える。

　二人は同時に懐ふところから紙を切り抜ぬいて作った紙人形、参さんを束にして摑つかみだし、宙へ向けて投げあげる。「参・索さく」と呪じゆを唱えると、薄闇の中で、参は一瞬だけ白い輝かがやきを発し、室内を乱らん舞ぶしはじめた。




　　　　○




「千樹ぅ。お帰り、お帰り、お帰り！　ささ、これをお飲み。お酒だよ。お芋いももあるよ」

　彩遊の屋敷に帰り着き、室の真ん中にぐったり座りこんだ千樹に、主人に甘える子犬よろしく、彩遊はやたらとまとわりつく。

　結局、雅近は刀火の意向を無視することは出来ず、渋しぶ々しぶ、千樹を彩遊の屋敷へ送ってくれた。彼はかなり不本意だったらしく、八つ当たりのように、道中、千樹に対して口をきかなかった。

　しかし千樹も同様。結局、刀火に完かん璧ぺきに拒きよ否ひされて追い出された。そのことにひどく落ちこんでいたので、顔をあげる事もしなかった。

　そんな千樹の精神状態を知るよしもない彩遊は、突とつ然ぜん、可愛かわいい弟で子しが帰ってきたことに大はしゃぎだった。屋敷に入るなり、ここに座れと、お客のように円座わろうだをすすめ、あれを食うかこれを吞のむかと、あちこち駆け回り、色々とかき集めてきた。

　かつて成る絵をものした天才絵師・彩遊は、三十男にしては珍めずらしいほどに子供っぽい。一人暮らしの屋敷に、弟子が帰宅してくれたことを単純に喜んだ。

　しかし、ひととおりはしゃいだ後に、彩遊は千樹の前に腰を下ろした。そして、

「さて、でも、なにがあったんだい、千樹。いきなり帰ってくるから驚おどろいたよ。高月様は『お暇ひまが出た』としか仰おつしやらないし。なにか、しでかしちゃったのかい？」

　と、訊いてくれた。どうやら、千樹が落ちこんでいるのには気がついていたらしい。

「なにがあったかって……」

　千樹はどう説明すればよいか分からずに、口ごもった。

　火ひ桶おけのおかげで、室内はほどよく暖まっている。部屋の隅すみに重ねられていた円座の上に、野良三み毛け猫ねこのぷくが、でんと構えて眠ねむっていたが、目を覚ましたらしく、のんびりと背せ伸のびをしてから、彩遊の膝ひざの辺りにすり寄ってくる。

　彩遊はぷくの喉のどを撫なでてやりながら、千樹を急せかす素振りはない。

　千樹も、ぷくの丸い背中に手を伸のばし、撫でてやりながら、ようやく落ち着いて答えられた。

「拒きよ絶ぜつされました。せっかくわたしが本気になって、決意したことを」

　ため息のようにこぼれた言葉に、彩遊は微び笑しようで問い返す。

「君は何を決意したんだい？　千樹」

「自分の行く先を、決心しました。わたしは成る絵を自在に操あやつる、絵師になりたいと」

　ぷくを撫でていた彩遊の手が止まり、眉み間けんにわずかな皺が寄る。千樹は続けた。

「先生も、ずっと昔に仰いました。一いつ花かを成しておくれ、と。わたしはそれを、自分の向かうべき所にしたいんです。絵の魔ま性しようを知りつくして、その絵の魔性を自在に操りたいんです」

　すると彩遊は、言いづらそうに口を開く。

「千樹。君は、その……絵の魔性を知りつくし、操る者になるということが、どんな者に成ることなのかわかっているのかい？」

「魔性に近い者、あるいは魔性そのものかもしれないとさえ思います。わたしの口にした、わたしの向かうべき一花を成すというのは、魔性の門へ入ることだと思っています」

　その答えに、彩遊は絶句した。動きを止めた彩遊の手の下から、するりとぷくがすり抜けて千樹の膝に上ったので、千樹はぷくを抱だき上げて胸に抱かかえた。

　ぷくの体はふにゃふにゃとして、ぽかぽかしていて、毛皮はふわふわで、猫臭くさい。それがなんとも、心ここ地ちいい。

　暫しばらくすると驚きよう愕がくから覚めたらしく、彩遊は焦あせったように身を乗り出す。

「理解した上で、一花を成すというのかい？　千樹。もしそれが、わたしへの罪の意識からならば、おやめ。あの時わたしは、一花を成してくれと口にしてしまった。けれどそれは、わたしの勝手な願望だった。わたしは描えがくことに取り憑つかれていたから、いつかそんなところへ到とう達たつ出来ればと願っていたから。だが今思えば、恐おそろしい願望だよ。その時は取り憑かれていたから、魔性だろうが、かまうものかと思っていた。だが君は」

「違ちがいます、違うんです。先生。先生への償つぐないの意味もあります。けれど自分の衝しよう動どうが強くて。でも償いや衝動だけで、そんな決意をすることはできなくて、二の足あしを踏んでいました。でもあの人……。曉宮である、あの人の姿を見ていたら、……わたしは、魔性の門へ入り、絵の魔性を操れるほどになって、それであの人の力になれるならばって……」

　口にしてようやく、千樹はぎくりとする。

　──そうだ。あの人に追い出されて、こんなに気持ちが寂さびしくなるのは……。

　すると彩遊が、こんがらかっている千樹の気持ちを解きほぐすように、言葉をくれた。

「千樹。君は曉宮様のために、魔性の門に入る決意をしたんだね？　そうなんだね？」

　そうなのだ。彩遊への償いとか、自分の衝動とか、様々な要因はあったが、結局そこへ向かおうと決断出来たのは、刀火を上主にしたいと強く思ったからだ。

　刀火のために、千樹は決意した。

　だから道具扱あつかいされようとも、彼の仮かり妻づまになろうとも、それで構わないと思えた。自分の道行きを、刀火のために決めてしまったのだ。

　なぜそんなことが出来たのか。こうして静かに彩遊と向き合うことで、自然と理解出来る。

　──あの人のために、決意した。それを拒絶された。それに腹が立つよりも、寂しくなって哀かなしくなったのは、わたしは、……あの人が好きだから……？

　するすると、たぐり寄せるように導き出された答えに、かっと耳が熱くなる。

　──好きなのっ!?

　思わずぷくを放ほうり出し、ばっと床ゆか板いたに顔を伏ふせてしまった。宙を舞まったぷくが、あわあわと手足をばたつかせて、どたりと無様に床に着地すると、恨うらめしげに千樹を見やった。しかし、ぷくの扱いを反省するどころではない。顔から火が出る思いで、突つっ伏ぷしていた。

　──ちょっと待って、好きだなんて……好きだなんて!?　そんなの噓うそ。噓だと思いたい。

　自ら導き出した答えを否定しようと試みるが、刀火の衣ころもの薫かおりや、眼まな差ざしを思い出すと、胸が絞しぼられるように甘く痛む。この胸むな苦ぐるしさは、誤ご魔ま化かせなかった。

　──あんなに意地悪の噓つきの鉄面皮を、好きになってしまったの？　屈くつ辱じよく。なんて、屈辱！

　動どう悸きが激しくて、どうにかなりそうだ。雪の中にでも埋うめて欲しい。

「でも、君がそうやって決意したのに、曉宮様は君に暇ひまを出した。それで落ちこんでるんだね。なぜ君に暇を出すのか、曉宮様は理由を仰ったのかい？」

　突っ伏したまま、千樹は首を振ふる。

「色々言っていましたが、意味が、わかりません。あの人は噓つきで、冗じよう談だんも本気も、噓も真実も、区別がつかなくて。わけがわからないんです。わたしのことを、自分のものにしようか、なんて言った後、いきなり放り出すし。意地悪だし。酷ひどい人なんです。嫌いやな人です」

「でも君は、その人のために魔性の門へ入る決意をした？」

　笑いを嚙かみ殺す彩遊の気配を感じ、千樹は真っ赤な顔でばっと顔をあげた。

「笑ってます!?　先生!?」

「ああ、ごめんね。けれど君が、あんまりにも曉宮様を好きそうだから、つい」

「わ、わたし、なにか言いましたか!?　文句しか言ってないはずですよ！」

「うん、そうだねぇ」

　と頷うなずきながらも、彩遊の口元はひくひくとして、千樹を気き遣づかう必要がないならば、爆ばく笑しようしたいように見える。それを目にして、千樹は恥はずかしさが倍増して、顔中口にして喚わめく。

「あの人は、本当に酷い人なんです！　わたしを勝手に仮妻にして、媚び薬やくなんか嗅かがせて！」

　あの時、灰まみれになって笑った刀火の顔を思い出し、ずきりと胸が痛んだ。

「わたしを餌えさにして、暗あん躍やくする人をおびき出そうとしたり！」

　東ひがし山やまの、綾峰の別べつ邸ていから帰る途と中ちゆう、淡たん々たんと、母親のことを語った刀火の美しい横顔を思い出し、胸が絞られるような苦しさを覚えた。

「挙げ句の果ては、あの人本人がとんでもないことになって、わたしはそれを、必死で止める羽目になって！」

　千樹の描いた棘とげ蔓つる紅べにの、金の蔓と赤い実を、肌はだの上に這はわせながら、刀火は冷然と、高貴な兇きよう賊ぞくめいた姿でその場にいた全すべての人間を見つめていた。屈辱的で、恐ろしい様になろうとも、けして無様にならなかった。

　──あの人は、そうやって振る舞うしかないから。

　するりと、眦まなじりから熱いものが落ちた。

　千樹は慌あわてて顔を伏せ、手の甲こうで目をこすった。すると彩遊が静かに膝を進め、柔やわらかく千樹の頭を抱だき寄せ、直垂ひたたれの胸の辺りにもたせかけてくれた。

「すまないね、千樹。布ふ巾きんは洗せん濯たくしそこねているから、ここで拭ふきなさい」

　彩遊の衣には、ぷくの毛皮の猫ねこくささと、竈かまどをたきつけた時の煤すすの匂においがする。

「いろいろ考えて、決めたんだね」

　諦あきらめたような容よう認にんの声で、彩遊が言った。

「本当なら君には、魔性の門に入るなんて恐ろしい決意はして欲しくない。今ふり返ってみると、かつての自分を恐ろしいと思うから、余計にそう思うんだよ。わたしは、君の師し匠しようだから。でもね、師匠だけれど……君にどうこうしろと言えるほど、立派な人間ではないから。君は、君の考えた道を歩けば良いと思うよ。それが君が選んで、後こう悔かいしないと思う道ならばね」

　遠えん慮りよなく、ごしごしと彩遊の直垂に涙なみだをこすりつけながら、千樹の心は素す直なおになれた。子供の頃ころから慣れ親しんだ彩遊の優やさしさが、千樹の気持ちを受け止めてくれる。

　彩遊は師匠だ。だが普ふ通つうの師匠とは、少し違うと思う。

　師匠ならば弟で子しを導き、厳しく律し育てる。だが彩遊は、大上段に構えて千樹を教え導こうとはしない。千樹の考えを尊重し、君が良いならそれで良いと、いつも言う。彼は自信のない、気の優しい、少年に見えるときすらある。彼自身もまた迷い続けているからなのだろうか。

　けれど、だからこそ千樹は彩遊が好きだ。彩遊といると、素直な気持ちに気づける。

「君も、人を好きになる年頃なんだね。ずっとわたしの弟子で、子供のままじゃあ、いてくれないんだね。君がそうやって道を決めて歩くのが、頼たのもしいような、心配なような気がする。どうしようか、わたしは。君が心配だよ。でもなにもできないから、こうやっているしかないね」

　すこし寂しそうに彩遊は笑い頭を撫なでてくれた。絵師の繊せん細さいな指が、やわやわと頭を撫でる。

　──好きだ。わたしは、あの噓つきの意地悪が、好きなんだ。

　千樹は認めた。認めると、涙と一いつ緒しよに、好きだ、という素直な感情があふれてくる。

　けれど今いま更さらこんなことを自覚したところで、千樹は刀火に拒きよ否ひされてしまったのだ。

　せっかく自覚した恋こい心ごころも、決意も、千樹の立場と同じ宙ぶらりんのまま。この宙ぶらりんの恋心と決意と立場を、千樹はどうすれば良いのかわからない。




　　　　○




　その人は連れと共に二人で、常宮内の雪道を、祭さい司し寮りように向かって歩いていた。晴天の雪景色は、酷く眩まぶしい。目を細め、さくさくと早足で歩む。

　連れは何事か考え続けているらしく、その人に注意を向ける気配はない。そのことで気が緩ゆるんだのかもしれない。

「曉宮で、牝め鹿じかを描えがく？」

　その人は、確かめるようにそっと口にした。

　その瞬しゆん間かん、右みぎ腕うでがぴりぴりと痺しびれ、わけのわからぬ歓かん喜きが胸に這い上がってくる。それはその人の意志とは関係なく、右腕のみが歓喜しているようだった。その歓喜に引きずられるように、その人の意識は一いつ瞬しゆんにして狭せまい場所に引き込まれ、押しこめられる。

　眩しかった晴天の光が消えた。そこは真まっ暗くら闇やみだ。

　押しこめられた自分の意識に代わり、自分の肉体に躍おどり出たのは、今、自分が押しこめられている場所にいたはずの、別の何か。

　──これに、利用されている。

　その自覚があった。しかし構わなかった。

　──ああ、ここは、暗い。けれど心ここ地ちいい。この場所では美しいものを追い求められる。たとえこれに、まがい物と言われようとも。

　その人の代わりに、その人の肉体に躍り出たものは、誰だれにも気取られぬよう、遠くへ視線を向け、口元だけをにやりと歪ゆがませる。

「魔ま王おうの側そばへ近寄る口実が、たくさんできるねぇ。上々。上々。嬉うれしいねぇ。さて、ねぇ。でもどうするか。あの姫ひめ君ぎみが、遠いねぇ。あの姫君が、欲しいねぇ。あの姫君が具現の道具。まがい物では具現は叶かなわぬ」

　聞きとがめられないように呟つぶやいたが、連れが、ふとこちらに視線を向けたような気がしたので、顔を背そむけて悪戯いたずらっぽく笑う。

「ああ、油断、油断。引っ込むか」

　すうっと、押し出されるように、その人の意識は、己おのれの肉体に復活した。

　いきなり明るさに刺し激げきされ、眩しさにわずかによろける。しかしそのまま、何食わぬ顔で歩き出す。連れは、よろけたことに気がつかなかったようだ。

「賢夕先生。俺は千樹の様子が気になるので、明日にでも彩遊の屋や敷しきへ行こうと思うのですが」

「そうか。ならば、わたしも行こう」

「え、でも。先生。邪じや道どうの絵師の屋敷へ先生が行かれるのは」

「邪道、邪道と呼ぶでない、純鉄」

　軽く注意され、純鉄は首をすくめた。

「けれど俺は、……先生が彩遊と同列にはなってほしくなくて」

「純鉄！　無礼だぞ！」

　賢夕が、厳しい声で叱しつ責せきした。怯ひるんだ表情ながら、純鉄は小さな声で続ける。

「すみません。けれど、先生が俺のために」

「純鉄。わたしは、宮様が姫君をおかえしになった真意が気にかかるのだ。姫君に問えば、何かわかるやもしれない。おまえは、曉宮にお仕えする身。宮様が普ふ段だん通りでなければ、おまえの身も気がかりだ。だが、おまえのためだけではない。わたしは姫君にはお目にかかりたいし、彩遊にも、久しぶりに会わねばならんと思うだけだ。ずっと不義理をして、顔すら見に行かなかったのだから、この機会にと思ったまでだ。おまえのため、だけではない」

「俺のためだけ、ではありませんよね。すみません」

　純鉄は、顔を伏ふせた。







　二花　迎え来る人




　竈の上でお釜かまは吹ふきこぼれ、木き蓋ぶたはごとごと持ち上がる。焦こげつく一歩手前のお釜のことなど忘れ、千樹は、右手に木の枝、左手には愛用のしゃもじを持って、竈の前にしゃがみ込んでいた。手にした木の枝で、地面にがりがりと絵を描き続ける。

「えい、くそ。この、意地悪」

　ぶつぶつ言いながら描いているのは、刀火の後ろ姿だ。

　地面の上なので、荒あらっぽい線で描いていたが、すっとした立ち姿は刀火の雰ふん囲い気きそのまま。髪かみを結ゆったうなじの後おくれ毛が、地面の上で軟やわらかく、ついと揺ゆれる。絵が成った。その瞬間ぱっと千樹の表情は明るくなったが、すぐに彼からの仕打ちを思い出し、苛いら立だちがぶり返す。

「知らない！」

　木の枝で、描いたばかりの絵を散らして消した。

　彩遊の直垂を容よう赦しやなく汚よごし、刀火への気持ちを自覚してしまった千樹だったが、昨夜は意外なほどぐっすり眠ねむった。こんがらがった気持ちがほぐれたおかげなのだろう。

　だが、ほぐれたところから飛び出した恋心を、今度はもてあましてしまう。

「こうやって現実が戻もどってくると、あの人は夢の中の人も同然か」

　しゃがみ込んだまま、千樹は膝ひざに顔をつけて嘆たん息そくした。

　目の前には、泡あわを吹くお釜と、赤くはぜる竈かまどの火。煤すすの臭においがいっぱい染しみついた、自分の水すい干かん。見あげると、天てん井じようの梁はりには蜘く蛛もの巣と、真っ黒い煤がこびりついている。庶しよ民みんの生活臭しゆうがぷんぷんする。

　昨日までいた曉宮とは天地の差。甘さのなかに爽さわやかさのある、香こうを焚たきしめた衣ころもの薫かおりも、手て触ざわりも。整えられた絹の夜具も、磨みがかれた簀すの子こも階きざはしも。そこは実は、自分とは別世界だったのだろうと、今更ながら強く感じる。

　刀火は、その別世界の住人の、そのまた雲の上の人。こんな場所にいては、顔すら拝めない。

　けれど千樹は未いまだに、七夜の途と中ちゆう。ただ、七夜は延期されているだけ。しかし再開の予定はないという、半はん端ぱな立場だ。

　宙ぶらりんの、恋心と決意と立場。

　──いっそ完かん璧ぺきに放ほうり出してくれればいい。中ちゆう途と半端じゃ、気持ちを思い切ることが……。

　そこまで考えて、ぎくりとする。

　──待ってよ!?　気持ちにけりをつけたって、七夜の途中という体てい裁さいだったら、わたしは永久に、誰とも婚こん姻いん出来ないんじゃない!?　そうよね!?

　雅近が千樹のことを妻にすると言ったとき、刀火は確かにそう言っていた。

　──放り出して、顔すら見られない人になった癖くせに、わたしの婚姻を将来にわたって邪じや魔まするの!?　なんて奴やつ、なんて奴!!

　苛立ちがこみあげて、力任せに、横の壁かべに向かってしゃもじを放る。

「とんだ極ごく悪あく人にんじゃないのっ！　馬ば鹿かっ！」

「うわあっ!!」

　突とつ然ぜんあがった悲鳴に、千樹の方が仰ぎよう天てんして飛びあがった。しゃもじを投げつけた方向を見ると、土間に尻しり餅もちをついて蒼そう白はくになっているのは、見覚えのある、青い狩かり衣ぎぬ姿の少年。

「純鉄!?」

「しゃもじで撲ぼく殺さつする気か!?　俺に負けたのがそんなに悔くやしいなら、あの時、異議を唱えれば良かったじゃないか!?」

　なにを勘かん違ちがいしたのか、純鉄が冷や汗あせをかきながら喚わめく。

「どうして、こんなところに？　そもそも撲殺する気ならば、しゃもじなんかじゃなくて、そこにある薪まきを使うし。撲殺にはうってつけの、重量と持ちやすさだもの。それを背後から、あるいは笑え顔がおで近づいて油断したところを……」

「待て、落ち着け！　なにがそんなに不満だ!?　殺意を抱いだくほど!?」

　千樹の物ぶつ騒そうな連想を断たち切ろうとするように、純鉄は、飛びあがって壁かべ際ぎわに退ひいた。

「あ、いや。もしもの話だから。本気で撲殺するつもり無いから」
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「良かった。もしもの話か」

「多分ね」

「多分ってなんだ!?」

　苛いら々いらが、物騒な想像を助長したらしい。そう自覚したものの、千樹はまるで反省する気はなかった。苛立ちが、胸に燻くすぶっていてどうにもならない。

　純鉄は恐おそる恐るの様子で壁から離はなれ、千樹に近づいてきた。

「純鉄がなんで、彩遊先生の屋敷の厨くりやなんかにいるの？　幻げん覚かくでも見ているのかと思ったわ」

　純鉄はふんぞり返って、腰こしに手を当てる。

「おまえが暇ひまを出されたと聞いて、来てやった。賢夕先生に話をしたら、先生も気になるから一いつ緒しよに行くと仰おつしやって。先生は今、彩遊と話をしている。でも、意外に元気そうじゃないか」

「そこそこね。それにしても……」

　千樹は、純鉄の狩衣姿を上から下までじっくり眺ながめてから、口元を押さえ、意地悪い目でぷっと吹き出す。

「狩衣、似合わない。なに、その偉えらそうな格好」

「これは賢夕先生がくださったんだぞ！　いつか俺が絵師として独り立ちするときのために、用意してくださっていたんだからな！　先生は祖ば母あさんが死んで行くあてのなかった俺を弟で子しにしてくれた上に、こうやって独り立ちの祝いまでしてくださるんだ」

　誇ほこらしげに胸を張った純鉄は、どうやら自分を誇りたいのではなく、賢夕を誇りたいのだろうと察せられ、思わず千樹は微ほほ笑えんでしまう。純鉄も千樹と同様、師し匠しようを敬愛している。その表現が素す直なおなだけに、なんとも微笑ましい。

「そうか、なるほど。だからね、本当に立派な狩衣」

「だろう？　まあ昨日、曉宮にご挨あい拶さつに伺うかがって仕事をもらったしな。でもその時に、おまえが彩遊の屋敷に帰ったと聞いて、驚おどろいた。なにがあったんだ？」

「別に、なにも」

　肩かたをすくめた千樹は、純鉄の足元に転がったしゃもじを拾い上げる。

「六夜の夜に、七夜は延期して再開するつもりはないって言われて。で、追い返されたの」

「宮様は、おまえの描えがく力に興味があるから、仮かり妻づまにしようとしたんだろう？　しかも、あの……あの有様を抑えたおまえは、宮様には絶対に必要なものだ。なぜ帰される？」

　あの有様と、憚はばかるように口にした純鉄の顔には、わずかに怯おびえが見て取れる。突とつ如じよ凶きよう暴ぼうになった刀火には、生き物の本能に訴うつたえるような、禍まが々まがしい殺気があるのだ。

「必要だと、わたしも思ってた。けれど、そうでもなかったのかも……。こんなところで、あの人の真意をあれこれ推測してみても始まらない」

　首を振ふって思い切るようにして、千樹はその話題を打ち切った。

「賢夕先生が、おいでなんでしょう？　お茶、出すから手伝ってよ純鉄。早くお茶を持って行かないと賢夕先生は、彩遊先生の心づくしで、黴かびのはえた芋いもや水で薄うすめたお酒で、もてなされちゃうわよ」

「なんだその大だい迷めい惑わくな、おもてなしはっ!?」

　大切な師匠が腹を下したら大変と思ったのか、純鉄は、千樹よりも手て際ぎわよく、てきぱきと茶さ菓かの準備を手伝ってくれた。







　純鉄と共に、茶菓の盆ぼんを持って簀子を巡めぐって、建物の表へまわる。室に近づくと、朗ほがらかな彩遊の声が聞こえた。

「よく来てくれましたね、賢夕さん。本当にお久しぶりです。十年ぶりくらいですか？」

「彩遊。目は……やはり、か」

　彩遊の朗らかさとは対照的に、賢夕の声は苦いものを嚙かんだようだ。

　その声を耳にした途と端たん、純鉄は足を止め、前を行く千樹の袖そでを強く引いた。ふり返ると、ちょっとここで待てと、目顔で言っている。

　確かに、賢夕の沈ちん痛つうな声を聞けば、ずかずかと割り込んでいい場面ではないかもしれない。

　彩遊は、照れたように答える。

「もう七年も前からですから、今いま更さらそんな声を出されても困りますよ、賢夕さん」

「すまない。噂うわさを耳にしながら、その時、君を訪ねなかった。不義理を許してくれ」

「そんなことで訪ねてこられて、渋しぶい顔をされたら、わたしの方が困っていましたよ。お気き遣づかい無く。けれど今回は、千樹のためにおいでくださったんですよね、ありがとうございます。あの子、なにがあって帰されたのですか？」

　問われると賢夕は、うむと、難しい声を出す。

「帰されるはずはないと思っていた。逆に、帰して良いはずはないのだ。曉宮様のお考えがわからぬから、なにがあったのか、詳くわしく千樹姫ひめに伺おうと思って来たのだが。その後、なにか心当たりになるようなことを思い出したかと」

「いいえ。あの子も、わけがわからないと言っています、ずっとね」

「やはり、そうなのか？　成る絵をものする姫君を手放すとは……あの有様で」

「あの有様？」

「いや」

　賢夕は誤ご魔ま化かし、急いで続けた。

「それで君の方は、絵はもう描けないのか？　本当に？」

「ええ、まったく。目はかすんでいて、はっきりとものが見えません」

「なにかの事故で視力が落ちても、長年かけて快復したものもいるぞ？」

「わたしは、さっぱりです」

「そうか……」

　落らく胆たんしたような賢夕の声に、彩遊がははっと笑う。

「でもこれで良いんです。昔、あなたにも言われましたよね、賢夕さん。成る絵をものする邪じや道どうなど、恐ろしいと。だからわたしはこうなって、良かったのでしょう」

「馬鹿なことを。良いわけはない」

　賢夕は即そく座ざに、強く否定した。

「確かに成る絵をものする邪道は恐ろしい。踏ふみこんではならぬ道だと、知っている。だが、それでも、わたしは君があれを描くことには、純じゆん粋すいに驚きよう嘆たんしていた」

　普ふ段だんの賢夕の、厳しいばかりの雰ふん囲い気きとは違ちがう。打ち解けた言葉の調子に、兄弟弟子同士ならではの、気の置けなさを感じる。二人は十年ぶりの対面だと言っていたのだから、積もる話もあるはず。彼らの弟子がのこのこと加わって、この場の雰囲気を壊こわしてはならない気がした。

　そう思って純鉄に目配せすると、純鉄も同じようなことを感じていたらしく、頷うなずくと、厨の方へ向かって引き返した。千樹も続く。

　厨に帰って、純鉄と一緒に土間の床しよう机ぎに腰こし掛かけた。茶菓の盆を挟はさんで、師匠達のために準備したお茶に口をつける。ぷすぷすと、お釜かまの蓋ふたは踊おどっている。はぜる竈かまどの火の熱が、頰ほおと膝ひざ頭がしらにあたって、ほんのり暖かい。

　彩遊と賢夕の会話には、自然な柔やわらかさがあった。十年も会っていないのに、あれほどお互たがいこだわり無く、するりと会話をかわせるということは、お互いを知りつくしているからのはず。二人は修しゆ業ぎよう時代、よほど親しかったのだろう。十年の隔へだたりなど、問題にならないほど。

「正道の賢夕先生と、邪道の彩遊先生だけど。お二人とも、お互い嫌きらいじゃないみたい」

　ぽそりと口にすると、純鉄が嫌いやな顔をした。

「あ、ごめん。純鉄は嫌よね、そんな風にいわれるの」

「いや。でも、実際。賢夕先生は、彩遊を嫌ってない……。でも俺は、彩遊が嫌いだ。彩遊は賢夕先生にとっては害毒だ」

「害毒？　彩遊先生が、なんで？　あれほど無害な人もいないわよ」

　さすがに師匠を害毒呼ばわりされては黙だまっていられず、千樹は目をきつくした。しかし純鉄は、敵意や憎ぞう悪およりも、むしろ不安げな表情で、両手で包んでいる湯飲みを見おろす。

「彩遊は、無害なんかじゃない。おまえだってそうだ。成る絵をものする絵師は、俺たちを、正道の絵師たろうとする者の心を乱すから……」

　そして、自分の考えに沈しずみ込んだような無表情で、ぽつりと呟つぶやく。

「成る絵は……邪道だ。邪道だけど……」

　──純鉄？

　その無表情が彼らしくない気がして、千樹はぽんと肩を叩たたく。

「純鉄、大だい丈じよう夫ぶ？」

　純鉄はひどく慌あわてたような顔になる。

「え、俺が、なんだ？」

「なんだかすごく、憂ゆう鬱うつそうな顔をしたから」

「なんでもない」

　純鉄は誤魔化すように、もう一度、茶に口をつけた。

　茶を飲み終わると、純鉄は立ちあがった。

「でも、おまえが元気そうで安心した」

「本当に、わたしの様子を見るためだけに来てくれたの？」

　一緒に立ちあがると、純鉄はまた胸を張る。狩かり衣ぎぬが嬉うれしくて仕方ないらしい。

「一番の目的は、この立派な狩衣を見せるためだった。おまえの様子見はついでだ。あとは、そうだな。教えておかなくちゃ、いけないことがあった」

「なにを？」

「曉宮様が俺にくださった仕事は、東の対たいの屋やの妻つま戸どに、牝め鹿じかの絵を描くことだ。俺が選定の時に描いたあの牝鹿を、描けってな。それを教えなくちゃいけないと思ったんだ。おまえが、追い返されたことに落ちこんでるかもしれないだろ？　ちょっと嬉しくないか？　あの牝鹿を、曉宮様が望んだことが」

「あの人、動物好き？　そんな無む駄だな知識が増えても、なんとも言えないけど。わたしがそれを聞いて、なんで元気になるの？」

「おまえ……。結構、わかってないな」

　純鉄は呆あきれたような、力が抜ぬけたような表情で肩かたを落とす。純鉄がなぜそんな妙みような情報を千樹に知らせようと思ったのかは謎なぞだが、なんにしても、追い出された千樹を気遣って来てくれたことには違いなく、それは嬉しかった。

「ま、なんでもいいけど。ありがとう、純鉄」

　素す直なおに礼を言うと、純鉄は頰を赤らめ、

「じゃ、帰る。見送りなんか、いいからな。来るなよ」

　と、怒おこったようにきびすを返した。それでも千樹は、

「まあまあ、送ってあげるわよ」

　と、嫌がらせ半分のにやにや顔で、純鉄の後にくっついて歩き出す。

「いいから、来るな！　なんだ、その顔」

「良いところあるじゃないと思ってね。わたしの心配してくれるなんて、嬉しいな」

「だからお礼なんか言うな！　気味悪いだろう」

　お礼を言えば言うほど、純鉄は照れて顔を赤くするので、呪まじないのように「ありがとう、嬉しい」を連発しながら、純鉄と共に雪に埋うもれた庭に出た。太陽が明るかったので、雪の庭でもさほど寒さを感じない。そこで暫しばらく、「ありがとう」「やめろ！」の応おう酬しゆうをしていると、彩遊と賢夕が庭に降りてきた。

　彩遊と賢夕が並んでいると、とても同じ、絵師を生業なりわいとしている者とは思えない。

　彩遊の、見るからにふわふわした頼たよりない様子と、厳いかめしく、苦く悩のうを嚙み殺しているような表情が染しみついた、賢夕。純白の雪の上に落ちる、日だまりと、影かげのようだ。

　賢夕は千樹の顔を見ると、眉み間けんの皺しわを深くした。

「千樹姫。君は、特に変わったところなどないのか」

　賢夕の顔は不ふ機き嫌げんにも見えるが、目の表情から、千樹の状じよう況きようを気き遣づかっているのだろうということが、なんとなくわかる。

「はい。特に。曉宮から追い出されたこと以外」

「まったく解げせん。わたしはそのことについて、曉宮様やその周囲に、探さぐりを入れてみるつもりだ。純鉄は、曉宮にお仕えすることになった。純鉄の立場や安全も、気遣ってやらねばならんからな」

　賢夕は、千樹と純鉄が競きそった選定の場で起こった、刀火の異変に関して口をつぐむことを決めた。だが刀火の異変を目まの当たりにしたのだから、口外しないと決めたところで、不安は尽つきないはず。むしろ口外せず、刀火を放置すると決めたからこそ、不安は大きいかもしれない。

「わたしのことはいいですけれど、純鉄のことは、それが良いかもしれないです。あの人は、あんな調子のままですから」

「気をつけておくことにしよう」

　そこで賢夕は、ちらりと彩遊をみやると、意を決したように千樹に向き直る。

「時に、姫君。わたしの屋や敷しきに来ないか？　わたしの弟で子しになるのは、どうだろうか」

「え？」

　意外な誘さそいにぽかんとしたのは、千樹も彩遊も同様だった。純鉄も驚おどろいた顔で、師し匠しようの顔を見やる。

「彩遊。すまない。君の弟子に、こんなことを言うのは失礼だとわかっている。しかしながら、姫君がこのまま市し井せいで埋もれるのは、惜おしい。わたしは今まで、才を惜しいと思うほどの弟子に、巡めぐり合ったことがない。成る絵をものする弟子というものを、あえてわたしの手で、正道の絵師となれるように指導してみたい」

　成る絵をものする弟子、という言葉を耳にした瞬しゆん間かん、純鉄は、賢夕から視線をそらして俯うつむいた。痛みを堪こらえるように眉まゆ根ねを寄せている。

　それに気がついた千樹は、賢夕の要求が、あまりにも純鉄に対して配はい慮りよを欠いているように思えた。純鉄は賢夕を尊敬し、彼に認められることを何よりも喜ぶ弟子なのだ。その彼を目の前にして、言うべき言葉ではない気がする。

　──どうして、こんなことを先生は仰おつしやるの？

　だが本来、師匠とはそんなものなのかもしれない。弟子の気持ちを慮おもんぱかってくれる彩遊のような師匠の方が、特別なのかもしれない。

「わたしのもとで、正道の絵師として修業をし直せば、必ず常宮絵師となれるはず。成る絵から遠ざかり、正道の絵のみを描えがくことができるはずだろうと、わたしは思う」

　千樹が彩遊をふり返ると、彼は、困ったような諦あきらめたような微び笑しようだった。その微笑は、「行きたいなら、行けばいいよ」と言っていた。

　邪じや道どうの絵師である千樹を、賢夕がそれなりに評価して、認めてくれたのは光栄だ。しかし。

「ありがとうございます、賢夕先生。でもわたしは、ここにいます。わたしは自分の進むべき場所を、決めたので。賢夕先生のように、正道の絵師になることが、わたしの向かうべき場所ではないです。でも、お気遣いは嬉しかったです。ありがとうございます」

　千樹には、千樹の進むべき道がある。これと決心したものは、千樹の中で容易に揺ゆるがなかった。賢夕の弟子になる方が、おそらく、人として幸福な道を歩けるだろうとわかっていても、自分の決心は変わらない。しかも純鉄の気持ちをかき乱すような真ま似ねは、絶対に嫌いやだ。

「……そうか。君の進むべき場所か」

　暫しばし沈ちん黙もくした賢夕だったが、気を取り直したように彩遊に向き直る。

「では帰ろうか。彩遊。弟子を大切にな。邪じや魔まをした」

「いつでも、おいでください。お芋いももお酒も、また準備しておきます」

　と、彩遊は明るい笑え顔がおで答えた。

　芋と酒という言葉に、賢夕は一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだように目を泳がせたが、

「ああ、まあ。また頼たのむ」

　と答えるときびすを返した。

　純鉄は彩遊にちらっと視線を向けたが、頭を下げようとはせず、そのまま背を見せる。

　──まあ、失礼。

　そう思ったので、

「純鉄、ありがとう。嬉しかったわ」

　と、なるたけ甘えるような声で言ってやった。すると純鉄はきっと振ふり向き、

「だから、礼を言うなって！　気味悪い！」

　怒ど鳴なり散らすと、早足に門へ向かった。門前に待たせてあった牛ぎつ車しやに乗りこみ、賢夕と純鉄は去った。彩遊と共に門まで出て、歩み去る牛車の後ろ姿を見送りながら、千樹は訊きいた。

「彩遊先生は、賢夕先生がわたしを弟子にしたいと言っても、怒ったりしないんですね」

　自分の弟子を横取りするような発言なのだから、いくら吞のん気き者の彩遊でも不快な表情くらいすると思った。だが彩遊は困ったような顔をしていたが、けして怒ってはいなかった。

「だって賢夕さんは、昔から絵のことばかり考えて、絵に取り憑つかれているからね。君を育ててみたいというのは、本当に、熱心のあまりに飛び出した言葉だろうから怒れないよ」

　彩遊は、遠くの方へ顔を向け、空の香かおりを嗅かぐような素そ振ぶりをする。空の香りに、懐なつかしい過去の香りを感じているかのようだ。

「わたしだって取り憑かれていたんだから、よくわかるよ。特に賢夕さんとは、ずっと一いつ緒しよに修しゆ業ぎようしたから。たくさんいた弟子の中で、わたしと同じように熱心だったのは、賢夕さんだけだった。わたしと賢夕さんは、弟子の中でも特に絵ばかり描いている変わり者と言われていたから、自然とお互たがいが近い存在に感じていたよ。でも、わたしは今は、憑き物が落ちてしまった。けれど賢夕さんは昔のままだから、それがわたしには、羨うらやましいような可か哀わい相そうなような気がする。取り憑かれているから、あんな真っ直すぐな気配の良い弟子を持っているのに、それに気がついていないような様子がね。なんとなく切ない」

「純鉄は、良い弟子です。純鉄の絵は綺き麗れいで、可愛かわいらしかったです。曉宮のあの人の気持ちすら、惹ひきつけましたから」

　なにかというと、純鉄は賢夕を自じ慢まんする。彼は心から賢夕を尊敬しているし、しかも絵の腕うで前まえもかなりのものだ。正道の絵師として、一流なのだ。

　千樹は、純鉄が描いた牝め鹿じかの絵を思い出していた。あれは雪中に立つ、若々しい牝鹿だった。

　純鉄の描いた牝鹿が羨ましい。刀火があの絵を気に入ったことが、悔くやしい。純鉄の絵は、刀火の心を捉とらえたということだ。

　千樹の描く力も、決意も、刀火から拒きよ否ひされたのに。

「純鉄は、いいなぁ」

　すると千樹の呟つぶやきを聞いた彩遊が、微笑する。

「純鉄君が羨ましいのかい？　千樹」

　図星を指され、ばつが悪くて慌あわてた。

「そんなことはないです！　でも、あの、いいなって言ったのは、純鉄は、曉宮のあの人に訊きたいことが訊けるからで！　そうだ、そうです！　わたしは今のままじゃ、将来好きな人ができても、婚こん姻いん出来ない立場にさせられちゃってるんですから！」

　ついさっき気がついた、大変な事実を言い訳に使うと、彩遊は目を瞬またたく。

「千樹は今、そんな立場なのかい？　それはやはり、曉宮様にお目にかかって、改めてお話しする必要があるんじゃないかい？」

「でも……答えてくれません。あの人は、絶対に」

「かもしれないね。でもね、訊いてみる価値はある。なぜ曉宮様が君を手放したのか、その理由がわからないと君は言ったね。そして、賢夕さんも疑問に思っている。二人ながらに不可解に感じている。それを聞くとね、君は曉宮様の真意を、確かめるべきだと思ったよ」

「どうしてですか？」

「だってね、誰だれもが君のことを、曉宮様にとって役に立つと認にん識しきしている。そのくらい、君は、曉宮様のお役に立っていたはずなんだ。どんなふうにお役に立っていたのか、わたしにはわからないけれど、役に立っていたのは間ま違ちがいないのだろうと思うよ。けれど、そんなに役立つ者をあえて手放す理由は、なんだと思う？」

「さあ、側そばに置きたくないくらい、嫌きらいになった、とか？　面めん倒どうになった、とかですか？」

「そんなことくらいで、役に立つ者を手放すような、お幸せなお育ちなのかい？　曉宮様は」

「まさか」

　身内に望まぬ魔ま性しようを抱かかえ、それを律するために生きている彼だ。嫌いだとか面倒だとか、そんな子供っぽい感情的な理由で、自分に役立つ者を手放せるほど、お気楽な人生ではなかったはず。役に立つと思えば、大嫌いな相手にも、愛していると囁ささやきかねない人だ。

　──そうだ。そうか。……じゃあ、なんで？

　冷静に問われれば、さらに刀火の真意がわからない。

　役に立つ千樹を手放した、彼らしい理由とはいったいなんだろう。

「君を側に置くことを、『してはならぬこと』と感じられた、とか？　あのお方の基準で、踏ふみ越こえてはならない基準が有りはしないかい？　あのお方の基準で、君を自分のために役立てることは、してはならないことだと思われたとは、考えられないかい？」

　刀火は、安易に他人の誇ほこりを踏みにじろうとしない。必要とあらば容よう赦しやはしないが、けして安易ではない。千樹に、絵師として仕える機会を与あたえてくれたのも、そのためだ。

　それと似たような基準が、刀火の中にあるのだろうか。

　──じゃあ、わたしは、あの人のなんの基準に触ふれたんだろう？

　嫌われたとか、面倒になったとか、そんな理由で拒きよ絶ぜつされたのではないかもしれない。だとすれば、千樹はそれほど落ちこむ必要はない。

　しかしどうすれば、刀火に会えるのだろうか。こうして常宮から出されれば、彼はもはや雲上人。常宮という貴人の住まいに、庶しよ民みんである千樹が、おいそれと入れてはもらえまい。

　──誰かに召めされない限り、常宮に踏み入ることすら出来ない。じゃ、いっそ忍び込む？

　そんなことを思って、自分の短たん絡らく思考に、自分でがっかりして独りごちる。

「常宮に忍び込んだりしたら、打ち首だわね、確実に」

　彩遊は微笑みながらも、寒そうに肩かたをすくめて身み震ぶるいし、

「まあ、捕つかまらないように、うまくやりなさいね。いずれ誰かと、結けつ婚こんもしたいだろうし。ああ、寒い！　冷えてしまった。ぷくは、どこかな？　ぷく、ぷくや」

　と、本気か冗じよう談だんかわからない事を言って、猫ねこを探しに、門の中へ駆かけ込んでいった。




　　　　○




　純鉄は牛車に揺ゆられながら、隣となりに座る師し匠しようの賢夕を盗ぬすみ見た。賢夕は目を閉じ、無表情で、何を考えているのか分からない。純鉄はその横顔を暫しばらく見つめていたが、視線をそらして俯うつむき、ぽつりと呟く。

「すみません。賢夕先生」

　賢夕は目を閉じたまま、何気ない調子で問い返す。

「何を謝る？」

「俺は先生の望むような、弟で子しではありません。俺に千樹のような才があれば」

　すると賢夕はやっと目を開き、すこし驚おどろいたような顔をして純鉄の横顔を見やる。

「おまえは、おまえだ。おまえは、おまえ以外の者にはなれないし、また、千樹姫ひめのようになれと期待してもいない。わたしが、わたしであり、彩遊でないのと同様だ。そのことについて、なんら謝罪する必要などないのだ」

　そこまで言うと、賢夕はふと、なにかを思い出したかのように眉まゆ根ねを寄せた。

「そうだ。謝る必要などないのだ」

「……はい」

　と、純鉄は答えたが、床ゆかに敷しかれた毛もう氈せんの緋ひ色いろを見つめたまま、表情は晴れなかった。

「でも俺は、先生に喜んでもらえる弟子になりたいです」

　細く細く、隣に座る賢夕にも聞こえないような声で、純鉄は呟く。




　　　　○




　千樹が彩遊の屋や敷しきに帰った日の午前から、刀火と幻繕は、曉宮の正宮の中に座り続けていた。

　日が高くなり、日が陰かげり、夜になる。そして朝が来て、太陽は冬の終わりらしく、空の低い位置を滑すべるように移動して、再び夜になる。

　千樹を彩遊の屋敷へ送ってから雅近は帰ってきたが、座り続ける刀火と幻繕を見つけると、目を白黒させた。だが声をかけることもなく立ち去った。それから正宮に近づくこともなかったが、自分の屋敷に帰ったりはしていないだろう。おそらく西の対たいの屋やで控ひかえているはず。

　正宮の内部は、異様な光景と気配だ。

　向かい合って座り目を半眼に閉じた刀火と幻繕は、手元でずっと、珠たま飾かざりの珠を繰くり続けている。その指先と、肩に流れる髪かみの先は、ほんのりと薄うす紫むらさきの蛍ほたる火びのように輝かがやいている。

　そして正宮内部には、参が乱らん舞ぶしている。空間を満たすように乱舞する参。そしてさらに、天てん井じよう、床、壁へき面めん。それらを滑るようにして這はい回る参もある。

　法術のなす不可思議な光景には、雅近ならずとも、近寄りがたい。

　──索。索。索。

　乱舞する、あるいは這い回る無数の参すべてが、刀火自身の目であり、指であるように感じながら探さぐっている。無数の目と、無数の指。それは気を抜ぬけば、精神が散り散りになって崩ほう壊かいしてしまいそうなほど、緊きん張ちようを強しいられる技わざだ。

　幻繕も同様の技を使っている。

　この場所で刀火は、突とつ然ぜんの狂きよう乱らん状態となった。それまでも、何度か危あやうい己おのれの衝しよう動どうを感じることはあったが、あの時は突然すぎだ。

　突とつ如じよの異変には、必ず、なんらかの理由があるはず。

　この場所に、隠かくされているはずなのだ。刀火の中にある魔ま王おうの種に囁きかける、なにかが。

　無数の目が、空間を凝ぎよう視ししていた。

　無数の指で、冷たい床ゆか板いたや、御み簾すの目に触ふれる。几き帳ちようの布に触れる。同じ場所を、もう幾いく度ど触れたか、凝視したか。それでもなにも見つからないのに、絶対になにかがあるはずだという己の中にある確信だけを頼たよりに、繰り返す探たん索さくだ。

　参が、廂ひさしの間に投げ出してあった、緋ひの毛もう氈せんの上を滑る。

　絵師選定の際に持ち込まれた、絵師が紙を載のせて描えがくための毛氈だ。千樹の持ちものか、純鉄の持ちものかはわからない。あの混乱の中で散らかってしまった絵の道具は、そのまま片付けられずに残されている。それもこれも、刀火の指示だった。原因を探るには、あの時のまま一いつ切さい手を触れずに保存しておく必要があった。

　何百枚もの参が、何千回と滑り続けた緋毛氈。その手て触ざわりに突如、刀火は、異様なものを感じた。何百枚もの参で何千回と撫なでこすられ続けていた緋毛氈は、毛け羽ば立だち、薄うすくなっている。その毛氈の繊せん維いの隙すき間まから、異様な気配が吹ふき出している。

　突然。左胸から肩にかけて、体の内側が強く脈打った。思わず呻うめき、刀火は前まえ屈かがみになって左胸を押さえ込んだ。

　刀火の珠を操る手が止まった瞬しゆん間かん、乱舞する参が半分ほど、ぴたりと動きを止めて、ぱらぱらと床に落ちた。

「宮!?　如何いかがした!?」

　幻繕が目を見開き、こちらも珠を繰る手を止めると、全すべての参がばらりと床に落ちた。

「御法。緋毛氈だ！　廂にある！　確認しろ！　中に、何かがある！」

　刀火の言葉に、幻繕はぱっと立ちあがり廂の間へ向けて駆けた。そこにうち捨てられている緋毛氈を手に取ると、蔀しとみを開き、月明かりを中に入れる。そして月明かりに照らされる中で、顔の前に緋毛氈を持ち上げて近づける。と、かっと目を見開く。

「二枚合わせじゃ！」

　言うが早いか、両手で、毛氈の両面を握にぎりしめ、左右に引き裂さく。毛氈は、糸が引きちぎれる音と共に、薄い二枚の毛氈に分かれた。そしてその二枚の毛氈の間から、ひらりと紙が落ちる。幻繕の足元に落ちたそれを、幻繕は飛び退のきながら見おろし、呻く。

「これか！」

　刀火は胸を押さえつけながら立つと、幻繕の傍かたわらに駆け寄った。その足元、月光の落ちる床の上にぺたりと貼はりついているのは、一枚の紙。その紙に描かれているのは、鋼はがねの輝きのある、刃やいばのように鋭するどい爪つめがある、鬼おにの右みぎ腕うで。その右腕はぴくぴくと、以前、千樹が描いた時と同様の動きで、蠢うごめいている。

　刀火は身をかがめると、床に落ちていた参を一枚拾い上げ、鬼の腕の絵に向かって投げ打った。「参・燃ねん」と鋭く唱えると、絵の上に貼りついた参が、朱しゆ色いろの炎ほのおを上げ燃え上がり、絵も巻き添ぞえにして、一気に灰になる。

　白い煙けむりが、細く立ちのぼる。

　床に残った、丸い焼け焦こげの跡あとと灰を見おろし、幻繕は呻く。

　ふいに体の芯しんが軟やわらかくなったような感じがして、刀火は膝ひざをつき、項うな垂だれた。疲ひ労ろうと安あん堵どのために、長い息をつく。

　──ようやくこれで、わたしの中の魔王の種が鎮しずまるか。

　脱だつ力りよく感で、しばし動けなかった。

　刀火の中にある魔王の種に強く働きかけていたのは、あの絵に違ちがいない。あの絵から吹き出してくる鬼の気配が、刀火の中にあるものを小こ躍おどりさせ、暴れさせたのだ。

　一日半にもおよぶ法術に消しよう耗もうしきっていた。さらに、千樹の絵によって抑おさえこまれている魔王の種が、これで鎮まってくれるだろうという安堵感も強かった。そのために刀火は少しの間、何も考えられなかった。ただゆっくりと、呼吸を整え目を閉じる。

「成る絵……か。誰だれが描いたものじゃ？」

　幻繕が低く呟つぶやく。

「自在に成る絵を描ける者は、一人しかおらぬな？　宮よ。しかも姫ひめ君ぎみは一度、鬼の腕の絵を描かれたことがあるの」

　顔をあげた刀火は、馬ば鹿かげていると思い、くすっと笑った。

「まさか。千樹だとでも？」

「他ほかに誰がおる？　自在に、成る絵を描ける者。あの姫君しかおらぬが故ゆえに、宮は、桜の屛風びようぶ絵えを千樹姫に任せたのであろう」

「だが彼女ではない」

　断言すると、立ちあがった。

「なぜ言い切れる？　この緋毛氈は絵師が使う。純鉄、もしくは千樹姫。どちらかが使っていたものに違いない。まあ、賢夕もあの場にはおったのじゃから、賢夕にも機会はあったか。しかし……成る絵を描けるのは、姫君しかおるまい」

「千樹がそんなものを描いて、ここに持ち込んで、なんの得がある？」

「宮を陥おとしいれ、再び斬ざん首しゆの危機にさらす算段か。あるいは、宮を陥れ、それを鎮めて己の力を示し、曉宮のお心に深く入り込む手段か」

「だから訊きいている。その目的は？」

　馬鹿な推測だと思い、不ふ機き嫌げんな横目で睨にらむ。

　その時、

「終わりましたか？」

　階きざはしを上って、雅近が廂の間に入ってきた。

「蔀が開いたので、もしやと思いましたが。なにかが見つかりましたか」

「太だ政じよう大だい臣じんの嫡ちやく子し。よいところへ参った。すぐに、千樹姫ひめを捕とらえる用意をした方がよいぞ」

「千樹姫を？」

　訝いぶかしげな雅近に、刀火は鋭い目を向ける。

「不要だ、雅近。御法の命を聞く必要は無い」

「しかし御法のお言葉は、どういう意味ですか」

「宮を狂乱させたのは、絵師が使う緋毛氈の中に隠された、鬼の腕の絵が原因じゃ。ここに緋毛氈を持ち込んだのは、賢夕か、純鉄か千樹姫、いずれかであろうとな。じゃがその鬼の腕の絵は、成っておった。成る絵を描けるのは、姫君しかおるまい」

「まさか」

　雅近は絶句するが、刀火は馬鹿馬鹿しいと、二人に背を見せ、簀すの子こへ出る。その背中を雅近の声が追ってくる。

「待ってください、宮様。千樹姫がまさかとは思いますが、一応、捕らえる算段をしましょう。とりあえずは、安全のために」

「必要ない。千樹が描くはずはない」

「しかし千樹姫以外に、成る絵を描ける者などいないはずですよ。そこまであの姫君を信用してもよいのですか？」

「彼女の功績を忘れたか？　我々は、助けられた」

「謀ぼう略りやくあって、我々を助けた可能性は？　あるいは、俺のように操あやつられている可能性は？」

「操られている可能性は、なきにしもあらず。だが操られている者が、絵師が心血を注いで描いてこそ成る絵を、描けるとも思えない。千樹ではなく、千樹の他に、成る絵を描く者がいるのだろう。そうとしか考えられない」

「そんなに簡単に、描けるものではないでしょう。成る絵というものは!?　宮様！」

　雅近の指し摘てきはもっともで、確かに、簡単に描けるものではない。

　事実として成る絵がそこにあった。しかし千樹が描いたとは、刀火にはどうしても思えなかった。となると、他に成る絵を描く者がいるとしか、考えられない。

　刀火は、雅近と幻繕を無視し、階を下りる。すると、

「宮様！　どうなさるおつもりで!?」

　焦じれたように雅近の声が追いかけてくると、無礼にも、背後から肘ひじを摑つかまれる。

「くどい！　千樹ではないと言っている！」

　肘をふり払はらった刀火の怒いかりの表情に、雅近が心底驚おどろいたように目を見開く。

「宮様。なぜ、そのように庇かばわれるのですか、姫君を」

　雅近の驚きよう愕がくで、刀火は自分が、頑かたくなに、千樹を庇おうとしていることに気がついた。そのことに自分自身も、ぎくりとする。

　──なぜわたしは、これほど。

　己おのれの心の動きの不可解さを認にん識しきすると、怒りに似た苛いら立だちが引く。軽く息をつく。

「雅近……湯ゆ浴あみをして、肌はだを清める。手伝え。さすがに、わたしも疲つかれているらしい。千樹を捕ほ縛ばくするか否いなか、彼女への嫌けん疑ぎを議論するのは、少し休んでからだ」

　千樹であるはずはない。刀火はそう信じていたが、その根こん拠きよを問われると、己でも曖あい昧まいだ。共に過ごした中で感じた、彼女の人間性への信しん頼らい、とでも言おうか。だがそれも怪あやしいもので、彼女が刀火に偽いつわりの姿を見せていないとも限らない。

　だが千樹ではないと、刀火は思う。

　──いや、違う。

　刀火の理性は、すぐさま冷静に己の心を見つめた。

　──千樹ではないと、信じたがっているだけだ。愚おろかな。

　千樹ではないと断言した己を、内心罵ば倒とうした。

　月光の下に立った刀火は、雅近に気づかれないように嘆たん息そくした。疲れているのかもしれない。

　湯浴みをして肌を清め、彼女の描えがいた縛いましめを綺き麗れいに洗い流し、墜つい落らくするような睡すい眠みんに一晩浸つかってしまえば、また冷静な判断が蘇よみがえるかもしれないことを期待した。

　──一晩眠ねむれば、千樹を疑えるようになるはず。……おそらく。




　　　　○




　真っ暗な天てん井じようを見あげ、千樹は夜具の中でため息をこぼす。おそらく、真夜中過ぎだろう。千樹は何度も寝ね返がえりを打ったが、睡すい魔まはやってこない。

　──あの人の基準って、なんだろう。それがわかって、その基準を超こえられれば、わたしはあの人の側そばに仕えることを許されるの？

　刀火に会って彼の真意を問い質ただしたい。その思いが胸の中でむくむくとふくれ、千樹を圧あつ迫ぱくする。しかし再び刀火に会うための算段を考えてみたが、忍しのび込む以上の妙みよう案あんは出てこない。

　──いっそ、本当に、忍び込んじゃおうかしら？

　やけっぱちで、そんなことを思ってしまう。

　外は、月が明るいらしい。蔀しとみの隙すき間まから、月明かりが細く廂ひさしの間に落ちている。

　もはや眠ることを諦あきらめた方がよいのだろうかと、ぼんやりと、板目の上に落ちている細い月明かりを見やっていると、

「姫様……。姫様」

　聞き覚えのある細い声が、蔀の向こう側から聞こえた。

　まさかと思って、飛び起きた。夜具を抜ぬけ出し、妻つま戸どにまわって、そこから簀子に出る。

　と、庭に降りる階の上に、山やま吹ぶき色の袿うちき姿の少女が月明かりを背に受けて、ぽつんと立っているのが目に入る。

「柚葉!?」

　庭を埋うめる雪に月光は反射し、周囲は、松の枝葉の色がわかるほどに明るい。その中で見み間ま違ちがえるはずはなかったが、こんな場所にいるはずのない少女である。

　白い息を散らしながら、嬉うれしげな笑え顔がおで、柚葉は身軽に簀子に駆かけあがってきた。

「どうしたの、柚葉」

　柚葉の肩かたに手を置くと、袿はほんのり温かい。雪中を一人で歩いて、常宮からここまで来たわけではなく、牛ぎつ車しやでやって来たに違ちがいない。

「お迎むかえに上がりました、姫様を」

　瞬しゆん間かん、刀火が迎えをよこしてくれたのかと思ったが、すぐにそんなはずはないと理性が否定した。そもそも刀火は、柚葉を遣つかいによこしたりしないはず。彼女は今、綾峰に仕えているのだ。そのことを思い出し、眉まゆをひそめる。

「迎えって、誰だれからのご命令なの？　しかもこんな夜よ更ふけに？」

「わたしです、千樹姫」

　松の陰かげから、雪面に黒々と細い影を落とし、歩み出てきたのは品のよい顔立ち。凝こった刺し繡しゆうが鮮あざやかな、美しい狩かり衣ぎぬを身に纏まとった上主の二に之の御み子こ、綾峰だった。

「このような夜更けに、申し訳ありません。けれど、あなたが彩遊の屋や敷しきへ帰ったと侍じ女じよたちの噂うわさ話ばなしで知ったのが、今日の夕暮れでした。それを聞いてすぐに準備に取りかかりましたが、あなたをお迎えするための室や衣ころもを調ととのえさせていたら、こんな時間に」

　千樹は身構えた。柚葉の肩に置いた手に、わずかに力がこもる。

「わたしを迎えにとは、どういう意味ですか？　綾峰様」

「言葉通り、あなたを、わたしの宮みや裏うらにお迎えしようと思い参りました。宮裏には、あなたのための室を用意しました。衣も調え、侍女をつける用意が整っています」

　見つめてくる瞳ひとみは、真っ直すぐだった。落ち着いているし、強ごう引いんなことをする気配もない。当然、自分が迎えに来るべきだと確信しているかのような、落ち着きぶり。

　綾峰は千樹のことを、慕したわしいと言った。いずれ、わたしのものにしたい、とも。

　綾峰の、意外すぎる告白は、とんだ気まぐれだと千樹は思う。だが気まぐれにしろ、気の迷いにしろ、彼が千樹に興味を持っているのは確か。

　刀火が千樹を追い返したことを知り、これ幸いとやって来たのだろうか。

　慕わしいと、素す直なおに口にした言葉が、厭いとわしいわけではない。あの時は、ほんのすこし、どきりともした。だが今までのあれこれを考えると、素直に、その愛情の言葉を、嬉しいと受け止めることは、千樹には出来ない。

「わたしは曉宮から帰されました。ですが曉宮様との七夜は、延期されているだけです。まだ途と中ちゆうです。そのことは、御ご存ぞん知じですか？」

　自分の宙ぶらりんの立場が、この時はありがたい。宙ぶらりんの立場を盾たてにして、相手を撥はねつける権利が与あたえられているのだ。しかし、

「存じ上げています。ですから、わたしと浮うわ気きをして頂きたい」

　と綾峰は落ち着いた表情で、とんでもないことを言った。

「曉宮様の仮かり妻づま候補が浮気をすれば、相手の男は死罪でしょう。しかしわたしは二之御子で、身分的に兄君と大差がない。兄君の怒りに触ふれても、命までは取られる心配がないのです。それはかつて、八束姫ひめと呼ばれる、浮気者の姫君の前例があるので、確かです」

　八束姫とは、雅近が千樹を妻にすると言ったとき、刀火と雅近の会話の中で出てきた名前だ。しかし確か、八束姫と結ばれた上主の弟御子は失しつ脚きやくしたと言っていた。

「失脚覚かく悟ごですか？」

　問うと綾峰は、口元に微び苦く笑しようを浮うかべる。

「あなたとともに蟄ちつ居きよを命じられるならば、悪くはないでしょう。それを覚悟で、わたしはあなたを誘さそうのです。浮気をいたしましょうと」

　驚きに言葉がなかった。恋こいのために失脚までも覚悟するとは、刀火ならば絶対にしないような覚悟だ。しかしそれは覚悟に変わりなく、綾峰の本気が分かった。綾峰は簀すの子こに近づき、欄らん干かんに手をかけ、千樹を慕わしげに見あげた。

「浮気いたしましょう。姫君」

　だが本気だと分かったからこそ、安易に応こたえられなかった。

「姫様、ここは、寂さびしくて、寒うございます。わたしは姫様が常宮にお戻もどりくださると、とても嬉しいです。常宮に帰ってもよいと、仰おつしやってください。姫様」

　柚葉が、千樹の手を包むように握にぎってくれた。ほんのり温かい彼女の手の温ぬくもりで、自分の体が冷え切っていることを自覚する。千樹は寝ね間ま着きがわりの単衣ひとえ、一枚きりの姿なのだ。

　──浮気って……。

　言葉が刺し激げき的すぎて、恥はずかしさに頰ほおが赤らむ。

　しかしこの誘いは、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会かもしれない。綾峰の誘いに乗って常宮へ帰ることは、刀火の近くに帰ることだ。

　──ここにいては、あの人の顔さえ見られない。ここと常宮は、別世界。けれど常宮に帰れば、顔を見られる。話をする機会だって作れるはず。

　なぜ自分が刀火から拒きよ絶ぜつされたのか、その理由を知りたい。嫌きらわれたのでなければ、他ほかのどんな理由、基準で、彼は千樹を遠ざけたのか。それを知らない限りは、今夜のように、気になって夜も眠れない。

　──遠ざけられた理由がわかれば、それを乗り越こえてやればいい。そうすれば、あの人の側に仕えることを許されるはず。

　ようやく、すこし、いつもらしい強気の心を取り戻せた気がした。

　──同じしょぼくれ続けるなら、もう一度近くへ行って、問い質す。それでさらに落ちこんでしまう結果になっても、今よりはいい。しかも七夜を正式に中止にしてもらえなければ、わたしは、これから先お嫁よめに行けないんだし。そうだ、お嫁に行けないのよ、わたし！

　前に進もうとしたって、今のままでは一歩も動けないのだ。自分を宙ぶらりんの立場にしてしまった刀火に挑いどむ気力が湧わいてくる。これは自分の将来にわたる大問題なのだ。

　柚葉の手を、千樹は握り返した。

「綾峰様。わたしは、曉宮のあの人に、訊きくべきことがあります。でなければ、気持ち的に一歩も動けません。ですからわたしは、今、綾峰様のお誘いを受けて常宮へ行きたいです。でも、浮気するつもりはありません。ただ常宮へ行き、もう一度あの人の真意を訊きたい。そのためにあなた様とともに行く。それでもよいと仰るならば、参ります。共に。あなた様の宮裏へ」

　わずかに、落らく胆たんしたような色が綾峰の目に現れた。

「あなたらしいな。素直に、わたしを利用したいと言う。でもそれが、わたしには好ましいです、何よりも。いいでしょう、あなたのその気持ちを全すべて承知で、あなたを常宮に連れて行きましょう。けれどわたしは、浮気を誘う男です。そのことは忘れてもらっては困ります。あなたの気持ちを承知するのだから、わたしの気持ちも承知してください」

　要するに、千樹に隙すきがあれば、なにがあっても知らないと言いたいのだろうか。

　とんでもない条件だったが、自分も、綾峰に対してひどい条件をつけている。おあいこだ。

　千樹は油断せず、それでも綾峰を利用する必要がある。このままでは気持ちにけりがつかないし、将来誰かと結けつ婚こんも出来ない。

「わかりました。常宮へ参ります」

　千樹が重々しく頷うなずくと、柚葉が目を輝かがやかせた。

「では、お支し度たくを、姫様！　お手伝いいたします」

「ありがとう。でも、たいした準備はないけれど。綾峰様、少しお待ち頂けますか？　師し匠しように一言挨あい拶さつしてから、参りますので」

　結構ですと答えた綾峰は、牛車の中で待っていると言って、門の方へと歩いて行った。

　千樹もきびすを返し、室の中に戻りつつ、どうにも気持ちが浮うわついて仕方がなかった。

　刀火の衣の薫かおりを思い出す。いつも薫っていたあの薫りが、今は慕わしい。

　──常宮へ行ったら、曉宮へ。そして聞くんだ、あの人の言葉を。誤ご魔ま化かさず、噓うそをつかずに、真実を告げて欲しいとお願いして、聞きたい。







　三花　粗惣なる告白




「宮裏ですから、袿うちきでなければなりませんわよね！」

　綾峰が住まいする宮裏の建物に到とう着ちやくするなり、柚葉は嬉うれしそうな顔をして言った。そしていきなり、千樹の身につけている水すい干かんを脱ぬがしにかかった。

　上かみの東とう国ごくを統すべる上主が住まいする、常宮。

　杉すぎの巨きよ木ぼくが林立する森。その中に点在する、役所である寮りよう、衛え士じ府ふ、衛え門もん府ふ。さらに、上主一族が住まいする宮と呼ばれる建物。それらをひっくるめて、常宮と呼ぶ。

　上主は常宮の中心部にある、新しん宮みやと呼ばれる巨きよ大だいな宮に住まいする。

　新宮の最も格式の高い、政務を執とり行う場所が、新宮の正宮。

　そして正宮の背後には、上主の個人的な住まいである寝しん殿でんが、東西の対たいの屋やを従えて建っている。さらにその背後に、上主の仮妻や、御み子こや姫ひめ御み子こが住まう、宮裏と呼ばれる建物群がある。

　宮裏の建物群は渡わた殿どので繫つながれているが、独立しており、低い生け垣がきで仕切られている。

　正宮と、その背後の寝殿と東西の対屋。さらにその背後に広がる宮裏群を白板いた垣がきで囲い、巨大な新宮が形成されているのだ。

　ということは、宮裏とは、上主の住まいの一部という位置づけ。

「わかった！　ここは宮裏だものね。上主様のお目に触れないとも限らないものね。水干姿でうろついちゃ失礼なのは当然よね。わかってる！　でも着き替がえは一人でするから！」

　七年間庶しよ民みん暮らしをしていた千樹にとっては、着替えを、他人の手でさせられるというのは、どうにも慣れない。七夜の衣装は特別な着付けであったので、仕方なく侍じ女じよの手にゆだねた。だが袿ならば、千樹一人でも着替えは可能だ。

　几き帳ちようの陰かげで押し問答していると、最後には柚葉が、うるうると目を潤うるませた。

「まあ、なんてことを姫様。姫様が侍女の手も借りずに、下々のようにさっさと着替えをなさるなんて！　駄だ目めです、駄目。そんなこと仰ったら、わたし困ります」

　黒目がちな目で、すがりつくように見あげられると、怯ひるんでしまう。

「でも柚葉にそんなことさせるのが、なんだか悪いような、申し訳ないような」

「悪くなんかありません。これが侍女のおつとめですもの。さあ、着替えましょう、姫様！」

　くるりとご機き嫌げんな笑え顔がおになって、柚葉はいそいそと千樹を着替えさせる。

　侍女というのは、気に入りの主人に、気に入りの袿を着せるのが何よりも楽しいのかもしれない。お人形遊びの延長なのだろうか、とも思う。

　襲かさねの色目は雪の下の、白と紅。表着うわぎには、八角の中に雪の結けつ晶しようを模した文様がちりばめられている。華はなやかで若々しく、季節感もあり洗練されている。髪かみ帯も、表着にあわせたものをつけてくれた。

　そうやって姫ひめ君ぎみらしい姿になった千樹を、柚葉は床ゆかに座って見あげ、心底満足げだった。

「完かん璧ぺきです、姫様」

　なかなか馴な染じめない袿の袖そでを、ひらひらと振ふりながら、千樹は訊く。

「ところで柚葉。今夜は、雅近様とお約束はあるの？」

「いえ、特には。けれど雅近様は、お知らせもなく、ふらりと、いらっしゃることも多くて」

　恥はじらうように、柚葉は頰を染める。

「雅近様、宮裏まで忍しのんでくるの!?」

「はい、あ、でも。このことは綾峰様には内ない緒しよで」

　それはそうだろう。長年の仇きゆう敵てきともいうべき刀火の側そば仕づかえが、綾峰の住まいに忍び込んでいるというのはまずい。雅近の大だい胆たんさに呆あきれかえる。

「ねぇ、もし今夜、雅近様が来て、あなたと雅近様の逢おう瀬せが終わったら、わたしを呼んでくれない？　わたしが曉宮を訪問出来るように段取りしてくださるか、訊きたいの」

「それは構いませんが……。でも、姫様」

　ためらうように答えると、柚葉は床の上に座ったまま、千樹の両手を握にぎりしめる。

「姫様は、曉宮様のところにお戻もどりにならない方が、いいと思います。曉宮様は、恐おそろしい魔ま王おうの種を宿していらっしゃる。何が起こっても不思議はない、危あやうい感じがします。しかも、……変態ですし」

　柚葉は一いつ瞬しゆん、愛らしい容姿に似合わない程ほどに、ぎらりと目を光らせる。刀火がもし同等の身分の者であったなら、冷や水をぶっかけるくらいは、やりそうな気配だ。

　千樹は、口元が引きつる。ここまで真しん剣けんに柚葉が信じているとなると、悪ふざけにしてもやり過ぎた感がある。

「その曉宮変態説については、わたしにも責任が……」

「綾峰様では、だめなのでしょうか？」

　意外なことを言われ、千樹は目を瞬またたく。

「綾峰様は二之御子様です。しかも阿樹様が亡なくなられて、暇ひまを出されるしかなかった阿樹様付きの侍女のわたしたちを、宮裏に留とどまれるようにと、ご自分の侍女としてこちらの宮裏に入れてくださいました。皆みな、感謝しています。よい御子様です。しかも綾峰様は、姫様のことをお気に召めしているご様子です。綾峰様は、魔王の種などという、恐ろしげなものも抱かかえてないし、国を背負う責任もない。責任はないけれど、それなりに地位はある。ある意味、これほど夫となさるのに条件のよいお方が、他においででしょうか？」

　几帳の陰かげに立った千樹の姿を、室の隅すみに置かれた蠟ろう燭そくの明かりが丸く照らす。ゆらゆらと蠟燭の炎ほのおが揺ゆれ、柚葉の、濃こい睫まつげの影かげが一層くっきりと濃く見える。その睫に縁ふち取どられた目は、真剣に、千樹の行く先を案じ、憂うれうようだ。

「綾峰様が、理想の夫。まあ、そうかもね」

　綾峰は今、同じ建物の別室にいる。彼は節度を保ち、千樹専用に、この室を準備してくれていた。この待たい遇ぐうを見れば、柚葉ならずとも、綾峰が千樹を丁てい重ちように扱あつかっているのだとわかる。

「綾峰様は理想的かもしれない。わたしを好きだと言ってくれてる。丁重に扱ってくれている。でも理想的な人で、大切にされてるからって、好きと思えないの」

　自分でも、綾峰を好きになればどれほど気楽だろうと思う。でも残念なことにそんな気持ちになれないのだ。

「姫様……」

　千樹の残念そうな口ぶりに、柚葉もまた、がっかりしたような顔をする。

　刀火は、節度もへったくれもなかった。出会ったその日に、夜具がないから同どう衾きんしろと命じるし、勝手に仮かり妻づま扱いにはするし。

　しかし、千樹の誇ほこりを安易に踏ふみにじろうとしなかった。

　誰だれもが傅かしずく身分でありながら、人を遠ざけ、けして打ち解けず、本心を見せない。千樹が心底感かん嘆たんしたほど、心が強い。

　そんな刀火を好きだと自覚してしまった瞬しゆん間かんから、彼のことばかりが気になる。

「冷静に、計算尽くで、誰の妻になるのが得かなんて考えられないの。そもそも損得で、婚こん姻いんしようとも考えられない。婚姻そのものに、今は興味がないの。わたしは別に、曉宮様の仮妻になりたいわけじゃない」

　真夜中を過ぎていることもあり、閉じた蔀しとみの向こうは静かだ。

　しかしその静せい寂じやくを破る声がした。

「俺の可愛かわいい人は、そこにいるかい？」

　閉じた蔀の向こう側から、簀すの子この上に膝ひざをつき、囁ささやきかけているような声だ。聞き覚えのあるその声は、雅近だ。

　あっと声をあげて、柚葉が飛びあがる。狼狽うろたえながら答える。

「駄目です、駄目。今は。お帰りになってください」

「つれないね」

　声の方向が動いた。と、いきなり妻つま戸どが開き、するりと背の高い影が忍び込んできた。暗がりで顔はよく見えないが、

「どうした、柚葉」

　と甘く囁いた声は間ま違ちがいなく、高月雅近。しかし彼の声は驚おどろいたように途と切ぎれ、暗がりで、息を吞のんで立ち止まった。柚葉はおろおろと、千樹を庇かばうように前に立っていたが、千樹は、その両りよう肩かたに手を置き、彼女を落ち着かせる。

「こんばんは、雅近様。一日半ぶりですね」

　千樹が挨あい拶さつすると、雅近は驚きよう愕がくから覚めたらしい。彼は暗がりから出て、蠟燭の明かりが届く範はん囲いに現れた。その目が、底光りするほど鋭するどい。そしてなぜか、腰こしにある黒鞘さやの太た刀ちの柄つかを摑つかんでいる。抜ぬきそうな気配がした。

「なぜ君が綾峰様の宮裏にいるんだ？　千樹姫」

　雅近の剣けん吞のんさの原因がわからないまま、千樹は答えた。

「迎むかえに来てもらいました。先ほど綾峰様に」

「君は……もしや、綾峰様と結けつ託たくしているのか？　そうか……。やはりあの鬼おにの腕うでの絵は、君が描えがいたのか。いつからだ、いったい」

　雅近の声が低い。身を低くして、獲え物ものに襲おそいかかろうとする獣けものの唸うなり声のようで、柚葉は蒼そう白はくになり、震ふるえ声で問う。

「雅近様？　どうなされましたの？」

　千樹もまた、背筋が冷える。紛まぎれもない殺気を向けられている。いつもは軽けい薄はくな言動ばかりしている彼だが、その本ほん性しようは、刀火よりも冷れい酷こくで残ざん酷こくなのだろうと思わせる暗い冷たさがその目の奥にある。うわべの愛あい想そのよさを脱ぬぎ捨てると、それが顕あらわになり、ぞっとする。敵対する者に対しては、獣のような恐ろしい目を向ける。

　千樹は、なぜこれほどの敵意を向けられているのだろうか。綾峰の宮裏に千樹がやって来たことに、雅近がこれほどの不快感、ならぬ、憎ぞう悪おを見せるとは思っていなかった。しかも彼は、千樹が綾峰と結託して、なにやらしたと言いたげだ。

「雅近様。わたしがなにかしたと、仰おつしやりたいのですか？」

　今にも刀をぬきそうな雅近の手元に視線を注ぎ、緊きん張ちようしながらも問うと、雅近は短く答えた。

「鬼の腕の、成る絵。君は、描いたな？」

「あの、墨すみをぶちまけて消した絵のことですか？　七夜の初はつ夜やに描いた？」

「もう一枚だ。しらばっくれるのか、千樹姫」

「もう一枚？　もう一枚、鬼の腕を描いた成る絵があるんですか!?」

　そんなはずはない。上東国で成る絵をものする絵師は、かつては、彩遊のみ。そして今は、千樹だけだ。千樹の他ほかに、成る絵を描ける者があるはずはない。

　しかしもし、自分が描いた覚えのない成る絵があるとするならば、それは千樹とは別に、成る絵をものする絵師がいるという証しよう拠こだ。

　雅近の眉まゆ根ねが、訝いぶかしげに寄る。

「その驚きようは、芝しば居いか？　本気か？」

「雅近様、もしかして、あの人が絵師選定の時に異変を起こしたのは、今仰った、成る絵が影えい響きようしてのことなんですか!?」

　七夜の初夜に、千樹が描いた鬼の腕が成ったとき、刀火の中にある魔王の種が暴れ出した。

　もしあれと同じものが、絵師選定の時に、刀火の近くに持ち込まれたとするならば。彼の中にある魔王の種が、突とつ然ぜん暴れ出したのも頷うなずける。

　──わたしとは別に、成る絵を描く者がいるの？

　成る絵をものする絵師が、もう一人。そんなことは、あるはずない。しかし。

　──絶対にいない、とも言い切れない。そしてその絵師が、曉宮に害なす者だったら？

　そう考えると、いても立ってもいられない。

　自分が、どこまで役に立つのかはわからない。だが敵が同じ絵師であれば、自分がなんとか手を打てるのではないか。

「雅近様、あの人に。曉宮のあの人に、会わせてください。わたし、あの人に訊ききたいことがあるんです。もし会えて、あの人が許せば、わたしはあの人の役に立てるかも！」

　おろおろと、千樹と雅近を見比べる柚葉の体をどかし、一歩踏み出して訴うつたえた。が、雅近は一歩、背後に下がる。そして顔が室の暗がりに溶とけ込む。

「断る」

「なぜですか!?　成る絵があの人に悪影響を与あたえているなら、わたしは役に立つかも。雅近様だって、わたしが追い返されるときに、わたしは役に立つって仰いましたよね!?」

「ああ、役に立つ。同時に、敵に回れば、最も厄やつ介かいな者だよ、君は。厄介な敵かもしれない君を、曉宮様に近づけるわけにはいかないな。俺は、君が味方だと、今は確証が持てない。成る絵を描けるのは、君だけだ」

「でもわたしは、あの人に害なすような絵なんか、描いてません！」

「証明出来るかい？」

　そんなもの、出来るわけはない。絶句してしまう。

「証明出来ないのならば、信用するわけにはいかない。俺は宮様を守る。……柚葉。今日は帰る。またの機会に会おう」

　その言葉だけ残し、雅近は入ってきたときと同じように、するりと妻戸から出て行った。

　雅近が去った暗くら闇やみを、千樹は啞あ然ぜんと見つめていた。

「成る絵が、あの人に影響した……成る絵が……」

　柚葉が労いたわるように、千樹の傍かたわらにすり寄ってくれるが、身動き出来なかった。

「そしてわたしが……、成る絵を描いたと、疑われているんだ……」

　自分が、刀火に害意を持って成る絵を描いたと疑われている、事実。

　そしてさらに、千樹の他に、おそらく成る絵をものする絵師がいるという、事実。

　その二つの事実に驚愕し、呆ぼう然ぜんとした。

　──成る絵をものする絵師が、いる。わたし以外に。

　もしや、千樹が刀火に対して害意あると見なされたために、遠ざけられたのかもしれないと、一いつ瞬しゆんだけ思う。だが、それはありえない。千樹が追い返されたときにはまだ、刀火の異変がなんによるものなのか、わかっていなかったのだから。

　千樹が彩遊の屋や敷しきに帰った後に、成る絵が発見され、それが刀火に影響を及およぼしていたと判明したのだろう。

　そして千樹が疑われた。

　しかも千樹は、今まで散々刀火を目の敵にしてきた綾峰の導きで、常宮に舞まい戻もどってしまった。怪あやしまれても当然。間の悪いことだ。

　このまま言い訳一つできずにいるのは、我が慢まんできない。

　だが雅近のあの様子では、彼に頼たのんでもすがっても、刀火に近づくことを許してくれないはず。

　──とにかく、あの人に会う算段をしなきゃ。雅近様に頼めないなら、どうすればいい？

「姫ひめ様？　怖こわいお顔」

　我知らず、唇くちびるを嚙かんで、雅近が去った方向を睨にらみつけていたので、柚葉がなだめるように、おずおずと千樹の肩かたに触ふれる。だが柚葉の気き遣づかいにも応じられないほど、必死に考えていた。

　──曉宮に、出入りが許可されている人。しかも、わたしのお願いを聞いてくれそうな人。幻繕御法は、雅近様と同じでわたしを疑っているはず。純鉄は出入りの絵師だから、お願いなんか聞ける立場じゃない。その他に、曉宮に出入りしているのは決まった侍じ女じよと……。

　そこで、はっと思い出す。

　──あのお方も、出入りを許可されているじゃない！　しかも上主様のお墨すみ付つきで。

　拳こぶしを握にぎると、千樹は柚葉をふり返った。

「綾峰様は、表の室にいらっしゃるの？」

　不意に問われ、柚葉は意外そうに目を瞬まばたかせたが、頷く。

「はい。夜よ更ふけにはご自分の室から滅めつ多たに出られませんから。今も、おいでだと思います」

「行ってくるわ、綾峰様の所へ。一人で行くから。先に休んでいて」

　柚葉が一いつ緒しよでは、出来ない話もあるだろう。ことは、刀火の異変に関することなのだ。

　──でも、浮うわ気きを誘さそわれてる……。

　それを忘れるなと、綾峰は釘くぎを刺さしていた。それを承知で彼の元へ行くのは利口ではないが、ためらっている場合ではなかった。千樹は刀火と会うために、利口者ならば避さけて通るようなことでも、やってみなくてはならない。

　御み簾すを潜くぐって、妻つま戸どから簀すの子こへ出ると、冷え切って、ぴんと凍こおったように冷たい板目を踏ふんで、綾峰の休んでいる室へ向かった。




　　　　○




　肌はだを清め、絹の単衣ひとえに袖そでを通すと、刀火は脇きよう息そくにもたれかかって体を休めた。寝しん所じよに入って横になればいいのだろうが、立ちあがって、寝所まで歩くのが億おつ劫くうだ。それほどに疲つかれていた。

　瞼まぶたの上を、誰だれかの指で押さえつけられるように、目を開けていられなくなる。滑すべり込むように眠ねむりに入ろうとした瞬しゆん間かんだった。

『魔ま王おう』

　耳に息を吹ふきこむように生々しい声が呼んだ。ぎくりとして目を開くと、背筋に悪お寒かんが走る。

『魔王。魔王』

　くすぐるような声が、断続的に聞こえ続ける。すると背筋の悪寒が、徐じよ々じよに、喜びの震ふるえに似た感かん触しよくになってくる。まずいと感じる。

　天てん井じようを見あげると、幻繕が残していった見張りの参は、天井板に貼はりついて鎮しずまっている。さすがの幻繕も刀火と同様、一日半も法術を駆く使ししたおかげで、法力が弱まるほどに疲ひ労ろうしているのだろう。刀火の異変に、反応出来ない様子だ。

　しかし刀火とて、この疲労状態では、鬼おにの囁ささやきを散らすのは難しい。去れと心の中で命じても、声はしつこく耳にまとわりつく。

『疲れたのだろう？　魔王。癒いやそうぞ、その疲れ。我が。のう、近くで。おいで。おいで』

　はっきりと聞こえた言葉に、刀火の心臓がどくりと強く鳴った。心が、喜びに跳はねる。

　──ならぬ！

　身を起こし、首の珠たま飾かざりを両手に絡からめる。さらに片かた膝ひざをつき、己おのれの胸に珠飾りを押し当てて鋭するどく叫さけんだ。

「去れ！」

　発する己の声と言葉の気き迫はくの力を、珠飾りの輝かがやきで増ぞう幅ふくさせると、さっと、怪しげな声が遠のいたのを感じる。

　深い息をつき、再び脇息を引き寄せてもたれかかる。疲労を見過ごさず、誘いかけてくる鬼の声には、さすがに参る。

　疲労の極限なのか、頭の芯しんが痛む。額に手を添そえ、頭痛を堪こらえる。

　刀火に囁きかけているのは、桜の屛風びようぶ絵えの向こう側にいるはずの鬼。春しゆん鬼きだ。

　完かん璧ぺきに封ふうじられたはずの鬼が、こうやって刀火に声を聞かせられるというのは、間違いなく、鬼の右みぎ腕うでの力だろう。

　斬きり落としたあの時は、なんの力もなかった鬼の右腕。

　それがどうして、これほどに力を増したか。

　そしてその力を増した鬼の腕は、どうやって気配を完璧に殺しながらも、強い力を持っていられるのか。

　そして誰が、あの鬼の腕の成る絵を描えがき、持ち込んだのか。

　解決の糸口すらみえず、刀火自身も、この危あやうさだ。

　──まずは誰が、あの鬼の腕を描き持ち込んだか。その犯人さえわかれば、おそらく鬼の片腕の所在がわかる。あの絵を描いた者は、必ず鬼の右腕を目にしているのだから。

　鬼の右腕の成った絵を目にし、幻繕も雅近も、真っ先に千樹を疑った。刀火も、可能性としてはあり得ると思う。

　だがまだ、千樹を疑えない。一ひと眠ねむりしなければ冷静な思考が戻ってこないとわかっていても、それでも考えを巡めぐらせてしまう。

　──もし千樹でなければ？　成る絵を描ける可能性があるのは、誰だ？　彩遊か？　彩遊は目を患わずらっているが……患っているというのも、彼自身にしかわからないこと。もし本当は、患っていないとするならば、描ける。あとは賢夕か。主一位絵師の腕があれば、いつか、成る絵を描けるほどに技わざが冴さえる可能性もある。あとは、純鉄。賢夕が認める腕うで前まえの絵師ならば、不可能ではないのかもしれない。あとは常宮絵師たち……。そこまで考えては、きりがない。

　軽く目を閉じると、嘆たん息そくした。

　──ただあの時、あの場所に、あの絵を持ち込めたのは、千樹、賢夕、純鉄の三人のみ。持ち込んだのは、その三者の、誰かか。

　そこまで考え至ったとき、

「曉宮様」

　廂ひさしの間から、雅近の声がした。刀火は目を閉じたまま、身動きもせずに声だけを返した。

「休むと言ったはず。邪じや魔まをするなと」

「急ぎ、お知らせしなければならないことがあります。お叱しかりを承知で来ましたよ」

　室の中に踏みこんでくると、雅近が、刀火の正面に座った気配がした。嫌いや々いやながら目を開けると、雅近の瞳ひとみが、妙みように暗くて底光りしているのを刀火は認めた。

「宮様。千樹姫が、常宮に舞い戻られていますよ。しかも綾峰様の宮裏においでです」

「綾峰の宮裏？」

　思わず身を起こすと、雅近が重々しく頷うなずく。

「今夜、綾峰様が直々に、彩遊の屋敷に迎むかえに行かれた模様です」

　綾峰が「あなたが、慕したわしい」と、千樹に向けて発した言葉を思い出す。

　綾峰は、千樹が帰されたことを聞きつけ、我が物とするために、彼女を迎えに行ったのだろうか。しかし千樹は未いまだ、刀火との七夜の途と中ちゆう。延期になっているだけなのだと突つっぱねれば、千樹が無む理り矢や理り、綾峰に連れて行かれることはないはず。

　──ということは、納なつ得とくしてのことか？　千樹が？　あのじゃじゃ馬が？

　まさか、綾峰の思いを受け入れる気にでもなったのだろうか。

　急に、胸の辺りが寒くなる。

　──千樹を帰したのだから、千樹があれこれ、自分の自由にするのは当然か。

　笑ってしまった。縛しばりつけていさえすれば、こんなことにはならないのだろう。だが刀火はそれをよしとせず、彼女を帰したのだから、当然の結果か。

「笑っている場合ではありません、宮様。千樹姫ひめがなぜ綾峰様の宮裏にいるのか、その意味を考えなくては。宮様の異変は、成る絵の影えい響きようだった。そして成る絵を描けるのは、千樹姫のみ。そしてその姫君は、綾峰様と結けつ託たくしている」

「確かに、怪あやしげだな」

　と、同意しつつも、千樹に対する疑念が湧わいてこない。この状じよう況きようになってもまだ、刀火の心は、千樹と過ごした中で感じた、彼女の人間性を信じようとしている。

　しかし理性は、愚おろかだ、と言う。

「宮様。千樹姫を、捕とらえましょう。捕らえて、口を割らせましょう。鬼の腕の在りか、千樹姫ならば知っているかもしれません」

　当然のように雅近は口にするが、彼の口にしている事は、実は恐おそろしい。か弱い少女を捕らえ、責せめ苛さいなもうというのだ。その行こう為いへの嫌けん悪おに、刀火は眉まゆをひそめる。

「ならぬ。雅近、勝手は許さない」

「悠ゆう長ちように構えている場合ですか？　御法に相談すれば、俺に賛成してくれると思いますが」

「決するのは、わたしだ。必要であれば、そうする。だが確証もなく、無む慈じ悲ひな真ま似ねは出来ない。それほど無慈悲な真似をする前に、別の可能性を考えよ」

「別の可能性とは？」

「千樹の他ほかに、成る絵をものする絵師がいるという、可能性だ」

「それは、ありえないでしょう。成る絵をものする絵師は、そう簡単には現れない。だからこそ、我々は千樹姫を必要としたのですから」

「それでも、可能性は考えよ。下がれ。わたしは休む」

　追い散らすように、腕を振ふった。

　暫しばし、雅近は不満げに押し黙だまって座っていたが、ゆっくりと立ちあがり外へ出た。

　──雅近が、勝手な真似をしなければいいが。

　雅近の背中に危うさを感じ、刀火は、頭痛がさらに強くなってくる。

　──雅近も御法も、おそらく千樹に強い疑いを向けている。だが、他の可能性も、排はい除じよしてはならないはず。千樹。賢夕。純鉄。三者を、探さぐらねば……。

　考えなければならないことは、多い。だが胸の奥でしりじりと、奇き妙みような苛いら立だちのようなものが燻くすぶって、そのきな臭くささが気になって仕方ない。きな臭さの原因は、千樹だ。彼女が今、綾峰の元にいるということが、なぜだか、どうしてか、気に入らない。

　──なんのつもりで綾峰と？　本気で、あれの思いに応こたえる気になったか？

『あなたが、慕わしい』と告げた綾峰の声を聞いたとき、千樹が頰ほおを染めた様子を思い出す。恥はじらいを誤ご魔ま化かすように、いつもの態度で取り繕つくろおうとしていた。

　──気に入らない……。

　理由はわからないが、頰を染める千樹の様子は気に入らなかった。

　目を閉じると、暗くら闇やみに墜つい落らくするように眠ねむりに落ちた。気を失ったのに近い眠りだった。




　　　　○




　蔀しとみの隙すき間まから、揺ゆれる蠟ろう燭そくの明かりが漏もれていたので、中にいる綾峰は起きているとわかった。千樹は、妻つま戸どから廂の間に入る。と、御み簾すで仕切られた室の中に、揺れる蠟燭の明かりと、その側そばで文ふ机づくえに向かっている綾峰の姿が見えた。糸で綴とじられた書物を読んでいる。

　背中がぴんと伸のび、いかにも躾しつけの行き届いた青年の佇たたずまいだ。

「綾峰様」

　廂の間に端たん座ざし、御簾越ごしに声をかけると、驚おどろいた顔で綾峰がふり返る。

「千樹姫？」

　すぐさま立ちあがり御簾をまくり上げ、千樹の姿を確かく認にんする。と、その表情がみるみる明るくなる。隠かくしきれない嬉うれしさにだろう、口元がほころぶ。

「あなたの方から来て頂けるとは、思っていなかった。美しいですね、袿うちき姿」

「誤解しないでください。浮うわ気きをしようとか、そんな意図で来たわけではないです」

　警けい戒かい心しんをむき出して告げると、綾峰の喜びの表情が消え、そして諦あきらめたように頷く。

「そうでしょうね。なにか、わたしに用事が？　とりあえず中へ、そこは寒いです」

　促うながされるので、身構えながらも室の中に踏ふみこむ。

　文机を見ると、『神しん殿でん事じ儀ぎ』と表書きされた糸綴じ本が置いてあった。上主の御み子ことして身につけるべき教養のための、勉強だろう。室の中も整っており、生き真ま面じ目めさが感じられる。

　刀火の、丁てい寧ねいで端たん正せいでありながらも、一方どこか気け怠だるげな空気が漂ただよう室とは違ちがう。

　正しい御子の姿がどちらかと問われれば、おそらく、綾峰のような躾られて品のよい、生真面目な姿が、あるべき姿なのだろう。

　綾峰は落ち着かない様子で、視線を泳がせながらも几き帳ちようの前に座る。

　千樹は、彼の前に置かれた円座わろうだに端座した。

「お礼を申しあげます。常宮に連れて来てくれて、ありがとうございます。この袿も」

　深々と頭をさげると、綾峰は鷹おう揚ように微ほほ笑えむ。

「礼を言われるとは、思いませんでしたよ。千樹姫」

「さっそくですが、お願いがあります。曉宮へ入れるように、手引きをお願い出来ないでしょうか」

「それが目的だと仰おつしやっていましたよね。いいでしょう。わたしが兄君の宮に出入りすることは、認められていますから、一いつ緒しよに参りましょう。そうですね、明日にでも」

「ありがとうございます」

　今一度頭をさげると、綾峰は首を傾かしげる。

「姫君、いったいあなたは、兄君に何を確認したいのですか？　便べん宜ぎを図はかるのだから、それくらいは教えて頂けないですか？」

「別にたいしたことを、訊ききたいわけじゃありません。どうして、わたしを彩遊先生の屋や敷しきに帰したのか、その意図を訊きたいだけです」

「なぜそう気になさるのです？　あなたは自由の身になった。それで結構じゃないですか？　あなたの言葉を聞いていると、まるで、また兄君に捕らえられたいように聞こえる。そのための理由を探しているような」

　鋭するどいと、千樹は内心怯ひるむ。綾峰は小心だ。だからこそ、人の心の機き微びに聡さといのだろうか。

　──わたしは、捕らわれたいと願っている。馬ば鹿かみたい。

　そんなことを思う自分が、心底恥ずかしい。散々文句を言って、大だい嫌きらいだと罵ののしった相手だ。そして彼の方もまた、千樹をお人形かなにかのように思っていて、綾峰に譲ゆずるだの、必要ないだのと、失礼なことを口にする。そして、ぽんと千樹を放ほうり出す。

　そんな酷ひどい人に捕らわれたいと願っている自分が、恥ずかしい。

　恥ずかしさに俯うつむき、頰が染まる。悔くやしさと羞しゆう恥ち心しんが入り交じった、なんとも言えない、いたたまれなさだ。

「兄君のことが、お好きですか？」

　問われて、耳が熱くなる。さらに深く俯き、唇くちびるを嚙かむ。初めての恋こいだ。初めてのことに戸と惑まどうばかりで、気持ちを上手に隠かくせない。

　こんな自分の様子では、違うと否定したところで、滑こつ稽けいなだけだ。

「哀あわれな、馬鹿者とお思いでしょう？」

　ようやく絞しぼり出した声は、細く掠かすれた。

「道具扱あつかいされているくせに、その相手を好きになるなんて、とんだ馬鹿者です。道具扱いされて、結局簡単に放り出されて。それでも未練がましく、理由を訊たずねたいなんて。媚び薬やくのせいでこうなったと、言えるものなら言いたいくらい……」

「馬鹿者ならば、わたしも同類ですよ」

　思わぬ近さで綾峰の声がして、千樹は顔をあげた。綾峰が千樹の目の前に膝ひざをつき、千樹を労いたわるように覗のぞきこんでいる。

「兄君の仮かり妻づまのあなたを、慕したわしいと思ってしまった。あなたはわたしなど、歯し牙がにもかけていないのに。そしてそうやって、兄君を慕っているのに。わたしは、あなたを……」

「綾峰」

　突とつ然ぜん、簀すの子この方から声がすると、遠えん慮りよなく御簾が巻き上げられて誰だれかが踏みこんできた。

　千樹がその闖ちん入にゆう者の顔を確認する前に、いきなり綾峰に抱だきすくめられる。

「綾峰様!?」

　思ってもみない行動に驚き、声が掠れたが、綾峰は耳元で鋭く囁ささやく。

「少しだけ！　今だけです、我が慢まんして！」

　自分が千樹を抱きしめているはずなのに、まるですがりつくような声で、綾峰は言った。

　もがいたが逆に、綾峰の腕うでの力は一層強くなり、千樹の姿を隠そうとするように抱き込んだ。

「これは」

　綾峰に抱きすくめられているので、その人の姿は確認出来なかったが、室の入り口で立ち止まったらしいその声は年配の女性のものだ。その女性の背後でも、床ゆかを滑すべる衣ころもの音がする。その年配の女性の、側そば仕づかえの侍じ女じよがいるらしい。

「このような夜よ更ふけになんの御ご用ようですか、母君」

　綾峰の言葉で、踏みこんできた女性が綾峰の母親とわかり、驚きで、もがく動きが止まった。すると母君が、軽けい蔑べつするような声で答える。

「おまえが、何ど処こぞの姫ひめ君ぎみを迎むかえ入れる支し度たくをしていると耳にして、急ぎ参りました。わたしの見知らぬ姫を迎え入れるのですか？　その姫君の出自を教えなさい。そしてその顔をお見せ」

　その要求に、千樹は青くなった。上主に目通りしたことのある千樹の顔を、母君は知っているはずだ。そして千樹が刀火のために働いたことも知っている。その千樹がこうやって綾峰のところにいるのを目にしたら、この母君はどうするだろうか。

　千樹を嫌きらい、密ひそかに放り出すか。あるいは、刀火の仮妻候補の姫君を綾峰が匿かくまっていると知れば、綾峰の失しつ脚きやくを恐おそれ、千樹を密かに殺そうと思いかねない。

　綾峰は、一層強く千樹を抱きしめた。彼の体も、緊きん張ちようのためか硬かたくなっている。
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「お断りします。母君」

　答えた声は強こわばっていたが、迷いがなく、強い意志があった。

「なんですって？」

　不ふ愉ゆ快かいげな返答に怯む気配はなく、綾峰は一層厳しい声を出す。

「お断りしますと、申しあげました。いえ。それどころか、このような夜更けにわたしの室に、無断で踏みこまれるなど、我が母君でも許されるとお思いですか？」

「何を生意気なことをそなたは」

「わたしは二之御子で、あなたはただ父上主様の仮妻に過ぎません！　わたしは母君、あなたに命じることができる立場です。お引き取りください！」

「綾峰、そなた」

「お引き取りを、母君。お引き取り願えないならば、側仕えを呼んで、引きずり出すことになります」

　暫しばし、沈ちん黙もくが流れた。沈黙には、驚きよう愕がくと戸と惑まどいが含ふくまれている。息子むすこである綾峰に口ごたえされることに、慣れていないのだろう。

　綾峰は千樹の顔をさらさないように、さらに深く、袖そでの陰かげに千樹の姿を隠す。その時になってようやく千樹は、綾峰の行動の意味が分かった。

　──庇かばってくれている？

　浮気をしようと誘さそいかけ、どうなっても知らないと釘くぎを刺さしつつ連れてきて、それでも、本当に千樹に危害を及およぼす危険がある者からは、隠してくれている。

　──この人は、優やさしい……。

　その発見に驚き、不安ばかりだった胸の内が仄ほのかに温かくなるような気がした。

「わかりました。明日にでも、きちんと説明なさい」

　それでも強気に母君は言い捨てると、きびすを返したようだ。衣きぬ擦ずれの音が遠ざかる。

　母君の気配が遠のくと、綾峰の腕の力が緩ゆるんだ。ほっとして逃のがれようとした瞬しゆん間かん、再び、強く抱きしめられた。そしてそのまま、押し倒たおそうとするかのように肩かたに手をかけられる。

「綾峰様!?」

　声をあげると、綾峰ははっとしたような表情になり、腕の力を緩めた。

　千樹は背後に、這はうようにして逃れた。庇ってくれたのは分かっていたが、再度、抱きしめられたことに驚おどろいてしまった。綾峰は顔を背そむけ、体のどこかが痛むように顔を歪ゆがめていた。

「申し訳ありません。姫君。無礼を働きました」

　千樹が慌あわてて立ちあがり背を向けると、その背中に、綾峰の声が当たった。

「千樹姫！　明日、曉宮へ行くと言いましたが、今から参りましょう。お連れします、曉宮へ」

　苦痛を堪こらえ決断する声に、千樹は目を瞬またたく。

「昼間であれば、兄君はわたしの訪問を拒きよ否ひする可能性もある。夜間、籠こもっておられる間に、不意打ちでお訪ねするのが、最も兄君と対面出来る可能性が高い。兄君はやはり、わたしのことなど信用もされていないし、相手にもしていないのですから。ですから今、行きましょう。その方が確実です。母君も明日になれば、あなたのことをあれこれ詮せん索さくしはじめる。しかも、あなたがわたしの側にいると、わたしは今夜……あなたに無礼を働きそうだ」

　立ちあがった綾峰は、千樹の方を見ないようにしながら、千樹の横を通り過ぎて外へ出た。







　曉宮の門は夜間、表門と裏門、双そう方ほうとも閉じられる。そして表門の前には必ず篝かがり火びが焚たかれ、衛え士じが二人立ち番をする。

　閉じられた門の扉とびらは、篝火の、橙だいだい色いろの光を反射していた。直立して門を守る衛士の烏え帽ぼ子しと頰ほおも、炎ほのおの色の橙色に染まっている。篝火の熱で、寒さから守られている。

　千樹は綾峰の背を追って、新宮の宮裏から、曉宮までやってきた。曉宮の門が見える頃ころには、手指はすっかりかじかんでいた。

　綾峰が門へ近づくと、衛士は門の脇わきにある潜くぐり戸を開けてくれた。いかに曉宮からの人ひと払ばらいを命じてあるからと言っても、二に之の御み子こたる綾峰を、衛士たちは追い返すことはできないのだ。

　六夜の夜、綾峰が一人、すんなりと曉宮に入れたのも当然だ。綾峰の立場であれば、堂々と振ふる舞まっていれば刀火の傍かたわらに近づくことは容た易やすいのだ。

　綾峰と共に門の中に入ると、正宮を回りこんで寝しん殿でんへ向かった。寝殿の階きざはしの下に到とう着ちやくすると、綾峰が足を止めてふり返った。

「わたしは、ここまでで帰ります」

　彼は千樹の視線を避さけるように、背後に立つ松の枝の方を見やる。月光が、凍こごえた松葉の色を鮮あざやかに見せている。

「姫君一人で、兄君の元へ行ってください。お二人が何をお話しになるのか、わたしは聞きたくありませんし、興味もありません。では」

　言うと彼は雪を踏ふんで、門の方へ引き返していった。

　綾峰は、気弱な優しさを、不器用にしか表現出来ない。しかし気弱な優しさを確かに感じ、それは胸に染しみた。心からの感謝で、

「ありがとうございました。綾峰様」

　礼を言って深く頭を下げたが、綾峰はふり返らなかった。

　頭を上げると、千樹は再び寝殿の階に向かい、閉じられた蔀しとみを睨にらみつける。

　たった一日半離はなれていただけなのに、十日も離れていたような気がする。それほど常宮というものは、庶しよ民みんにとっては、縁えん遠どおい場所だ。一度放ほうり出されれば、戻もどってくるのに一苦労だ。

　階を上り、簀子を巡めぐって妻つま戸どを開く。細く開いた妻戸にそっと身を滑り込ませる。

　薄うす闇やみには、刀火の衣に焚きしめてある香こうの薫かおりが満ちている。

　廂ひさしから室へ向けて、二重に垂れている御み簾すの向こうが、蠟ろう燭そくの明かりでほんのり明るい。

　刀火は起きているのだろうか、眠ねむっているのだろうか。物音一つしないところを見ると、眠っているのかもしれないが、蠟燭の明かりが灯ともっているのは不可解だ。

　御簾を持ち上げ、そっと室へと近づく。

　二枚目の御簾を持ち上げると、正面に刀火の姿を認めて息を吞のむ。

　几き帳ちようの前で、横向きに、倒れるようにして眠っている。脇きよう息そくは頭の上の方へ押しやられており、片手は力なく床ゆかの上に投げ出されていた。

　うたた寝ねと呼ぶには、あまりにもぐったりしていて、顔色は青白い。頰に落ちる睫まつげの影が濃こくて、一いつ瞬しゆん、死んでいるのかと思ってしまう。しかし肩が、ゆっくりと上下して呼吸しているのが見て取れてほっとする。

　──こんな様子、初めて見る。

　刀火は眠っていても、すこしの気配や物音で敏びん感かんに目を覚ます。そういう習性なのだろうが、今は、千樹が御簾を持ち上げて、のこのこ顔を出したのに、起きる気配がない。

　眠っているというよりは、意識を失っているのに近い。ひどく疲つかれているのだろう。

　何度か呼吸を整え、意を決して近づく。ぎりぎり、刀火の体に膝ひざが触ふれるほど近くに端たん座ざする。しかし彼は、ぴくりとも反応しない。咳せき払ばらいしてみたが、目覚める気配がない。

「……………………。どうしよう」

　意を決して来たのに、相手は眠りこけているという、このしまらなさ。

「あの、ねぇ。ちょっと。悪いけど、起きて」

　膝立ちになり、肩を揺ゆする。はだけた衿えりから鎖さ骨こつの辺りの肌はだが垣かい間ま見みえた。汚よごれのない滑なめらかな肌に気がつき、千樹は思わず顔を寄せて覗のぞきこむ。

　千樹が描えがいた棘とげ蔓つる紅べにの絵を守るために、肌に巻いていた晒さらしがなくなっている。肌が清められていた。それは、狂きよう乱らんしていた刀火の中にある魔ま王おうの種が落ち着いているという証あかしで、そのことにほっとする。

　刀火に影えい響きようを及ぼしていた成る絵が、処分されたのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶみたいね、安心……」

　と呟つぶやいた時、刀火の肩にかかっていた千樹の右手首が、いきなり強く摑つかまれた。あっと思う間もなく、引き寄せられ、危あやうく刀火の体にぶつかりそうになったので、左手を床について自分の体を支えた。

　寝そべった刀火の上へ、千樹は覆おおい被かぶさるようにして、彼の顔を正面に見おろしていた。

「……ここにいたのか？　わたしの姫ひめ君ぎみ……」

　千樹の右手首を握にぎっているのは、刀火の手だ。彼は身を返して仰あお向むけになって、目を開いていた。だが緑を秘ひめた瞳ひとみは、どこかぼんやりとして夢うつつの様子だ。

「わたしは、姫君に……寝込みを襲おそわれる夢を見ているのか……？」

「襲う!?　誰だれが、誰を襲うですって!?」

　とんでもない誤解に赤面する。と、千樹の顔をぼんやり見あげていた刀火の瞳が、徐じよ々じよに焦しよう点てんを結び覚かく醒せいしてくる。

「千樹？」

　目を瞬き、刀火は、己おのれの目にしているものが信じられないように、じっと千樹を見つめる。

　わずかに、ほんの瞬きの瞬間、刀火の口元に微び笑しようが見えた気がした。しかしそれはすぐに消え、刀火は不ふ審しんげな表情で、握っていた千樹の手首を押し放し、身を起こす。

「なぜ、ここに？　誰の手引きだ」

「綾峰様よ」

　すると、刀火の唇くちびるに、冷たい微笑が浮うかぶ。

「綾峰の宮裏に入ったと雅近からは聞いたが？　綾峰の宮裏に入った姫君が、わたしになんの用だ？　わたしとの七夜は延期ではなく中止にして、きちんと綾峰の元へ入れるようにしたいと、願いにでも来たか？」

「誤解していない？　わたしは、綾峰様の仮かり妻づまになるために、綾峰様の誘さそいに乗って常宮へ来たわけじゃない。あなたに会うためには、常宮へ入らなくちゃならない。そのために、綾峰様の誘いに乗ったのよ。宮裏に入ったのは、あなたのせいよ」

「言いがかりめいて聞こえるが？」

「そうね、言いがかりよ。あなたに会いたかったのは、わたしだもの」

　素す直なおに認め、千樹は息をつく。

「とりあえずあなたに、話を聞きたいと思って来た。けれど、変な疑ぎ惑わくを抱いだかれているみたいだから、先にそれを否定しておくわ。二日前の絵師選定の場に、成った鬼おにの右みぎ腕うでの絵を持ち込んだのは、わたしじゃない。わたしは、そんなもの描いていない」

「雅近から聞いたか？　描いてない、か。なるほど、言いたいことも、様々にあるわけか」

　言いつつも刀火は、乱れた髪かみを搔かき上げ、妻戸の方向へ視線を走らせる。

「しかし生あい憎にくだが、姫君と直接話をする気はない。わたしに言いたいことや、要望があるならば、文ふみをよこせ。返事はしてやろう。ここから、出て行くがいい」

「いやよ。なんのために、わざわざここまで来たと思ってるの？　文ですむことじゃないから、来たのよ」

「話をする気はない。出て行く気がないなら、つまみ出す。雅近を呼ぶぞ。雅近につまみ出されたくないなら、自分で立ち去れ」

「いやよ」

　睨ねめつけながら、言い張る。刀火の眉まゆ根ねが寄る。

「強ごう情じよう者もの」

　呆あきれたように吐はき捨てて、刀火が雅近を呼ぶためにだろう、立ちあがろうとした。千樹は咄とつ嗟さに、彼の袖そでにしがみついた。

「呼ばないで！　わたしの話を聞いて、答えて！」

「帰れ。聞く気はない。聞くいわれもない」

　拒きよ絶ぜつの言葉にかっとするが、負けてなるものかと、さらに食いさがる。

「あなたには、わたしの話を聞く理由はあるわよ！」

「どこにある、そんなものが！」

　責められた刀火の眦まなじりが、吊つり上がる。

「だって、あなたが悪いのだもの！」

　さらに千樹は、声を荒あらげた。

「わたしの話を聞く理由は、あなたが悪いからよ！　あなたが、わたしに、あなたを好きにさせたんだからっ！　わたしのことなんか、桜の屛風びようぶ絵えを封ふうじた後に、放り出して見向きもしなければよかったのに、またここに呼んだりするから！　だからこんな、妙みようなことになってしまったんじゃない!?　だから、話くらい聞いてくれてもいいじゃない！」

　自分でも、自分の言っていることは、徹てつ頭とう徹てつ尾び言いがかりで、めちゃくちゃだとわかっていた。だがそれでも、やっとここまで来たのだから、彼の言葉を聞かない限りは絶対に引き下がれなかった。理由もわからず、二度も追い出されるなどごめんだ。どうせ追い出される二度目なら、理由だけは刀火の口から聞きたい。

「言いがかりも甚はなはだしい！　わたしがなぜ悪い……!?」

　千樹の手をふり払はらおうとしていた刀火の動きが止まり、驚おどろいたように目を瞬まばたき、千樹の顔を見おろした。

「なんと言った？　今」

「あなたには、わたしの話を聞く理由があるのよ！」

「その、理由。なんと言った？」

「あなたが悪い！」

「だから、おまえはなぜ、わたしが悪いと言った？」

「だって、わたしがあなたを好きになったのは、あなたのせい……っ！」

　そこまで口にして、血の気が引く。

　──しまった！

　逆上したにも程ほどがある。自分は今、なんということを口走ったのか。血の気が引いた直後、今度は全身の血が逆流して、頭のてっぺんへ駆かけ上る。

　──しまった、しまった、しまった！　馬ば鹿か！　わたしの馬鹿！

　しがみついていた刀火の袖を放すと、両手で顔を覆い、床にぺたりと座りこむ。

　──うっかり告白!?　なんて、なんて、間ま抜ぬけ！
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　いたたまれなさに、どうにかなりそうだ。このままきゅうっと縮んで、豆まめ粒つぶになって、床に転がってしまえればどんなに良いか。

　顔が、耳が、頭のてっぺんが、指先が、全身が熱い。

　刀火が絶句し、啞あ然ぜんと千樹を見おろしている気配を感じるだけに、顔をあげるどころか身動きが取れない。

　──なんて恥はずかしいの、わたし。

　勝手に押しかけてきて、自分を追い返した理由を話せと、めちゃくちゃな根こん拠きよで要求した。

　結局、千樹がやったことは、好きな人に袖にされ、それに逆上して詰つめ寄ったという、とことんみっともなくて恥ずかしい行こう為いだ。

　そんなみっともなくて、恥ずかしい女に押しかけられ、怒ど鳴なられ、睡すい眠みんを邪じや魔まされた刀火は、いい迷めい惑わくだ。

　心から申し訳ない。今いま更さらながら、気持ちが折れた。

　この状じよう況きようを誤ご魔ま化かして立ち去ることも出来るだろうが、そんなことをしたら、みっともなくて恥ずかしい上に、不誠実だ。今更「好きなんて、冗じよう談だんだ」と笑って流してしまっては、さらに情けない。刀火を噓うそつき呼ばわりし続けていたのだから、自分の都合の良いときだけ、自分に噓を許してはならない。彼の睡眠を邪魔し、怒鳴って、突つっかかった詫わびは、真しん摯しにする必要がある。

「あなたは……悪くない。ごめんなさい。あなたは、悪くない」

　顔を覆いながら、声を絞しぼり出す。声は掠かすれ、震ふるえた。

「あなたを好きになったのは、わたしの勝手。あなたの話を聞きたいと思ったのも、勝手なわたしの希望。全部わたしの勝手。わたしの都合。……帰ります！」

　顔を覆ったまま、ぱっと立ちあがって、背を向けて駆け出そうとした。

　それを背後から抱だき留められた。刀火の腕うでが千樹の体をしっかりと捉とらえ、彼の肌はだの温ぬくもりと衣ころもの薫かおりが、千樹の背中と首筋を包む。

「待て」

　耳元で聞こえた刀火の声に、あざけりの響ひびきはなかった。

「話を、……聞く。何を話しに来た？　わたしに何を、訊ききに来た？」

　なぜか刀火の声は、戸と惑まどっているようだった。その戸惑いを押し隠かくすために、いつもの、冷れい淡たんな声を出そうと努力しているようにも思える。

　──こんなにみっともないのに、なんで意地悪なこと言わないの？

　抱きすくめられていると、その腕の強さが優やさしさに思えて、震えてしまう。自分のみっともなさがいたたまれないのに、嬉うれしいような、申し訳ないような、わけのわからない感情で体が震える。

「なにを訊きたい？」

　重ねて問われると、黙だまり通していることも迷惑な気がした。震える声で告げた。

「なぜわたしを、ここから追い払ったのか……。理由をはっきり、訊いていなかったから」

　そう答えると限界だった。体中の力がどっと抜ぬけて、腰こしが砕くだける。へなへなと崩くずれ落ちると、刀火も千樹を背後から抱いたそのまま、二人して床ゆかに座りこんだ。

　なぜか刀火も、千樹を支えて立っている気力がないのだろう。
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　崩れ落ちる千樹を支えるほど気力が続かず、刀火は共に、床の上へ座りこんだ。

　気力が萎なえたのは、法術で消しよう耗もうしていたせいもある。だが半分以上は、驚きよう愕がくのためだ。唐とう突とつに告げられた告白に、内心は大混乱だった。

　──なにを言い出すのかと思えば、この姫ひめ君ぎみは。

「魔ま王おうの種が目覚めれば、生かしてはおけない」。「首を刎はねる」。そんな言葉ならば、幼い頃ころから何度となく、幻繕から言われた。

　綾峰の周囲にいる連中も、「恐おそろしい曉宮だ、亡なき者にしなくては、いずれ国に災わざわいを起こす」と、聞こえよがしに囁ささやいた。

　そんな言葉や状況にさらされ続けたのだ。多少のことが起こっても、平然と、笑っていられる自信がある。まかり間ま違ちがっても、か弱い少女の体を支えられなくなるほど、驚おどろき混乱することはない。

　だが今は恐ろしく混乱しているし、冷静さを欠いている。たった一言、このちょっと変わった姫ひめ君ぎみに、「好きだ」と言われた程度でだ。

　この状況で自分はどう対処するのが正しいのか、判断がつかない。

　腕の中でわずかに体を震わせる千樹は、いつもの彼女からは想像もつかない弱々しさだ。

　その弱々しさが、どうしようもなく可愛かわいらしい。小さく瘦やせた、仔こ猫ねこのようだ。腕に力をこめて強く抱きしめると、彼女の首筋辺りに顔を寄せる。髪かみからは甘い香こうの薫りなどせずに、墨すみの香かおりがするのが愛あい嬌きようのあるところか。

　どう対処するのが正しいのか、わからなかった。だが彼女が要求したことには、誠実に答える必要がある。それだけはわかる。

　うっかり口走ったらしい自分の気持ちを、誤魔化すことなく認めてしまった彼女の誠実さに対して、噓をついてはならない。そしてまた、上手に誤魔化すための噓も、とっさに思い浮うかばない。それほど自分は戸惑っている。

「罪だと、思った」

　囁く。

「おまえは絵の魔ま力りよくを知りつくし、自在に操あやつり、魔ま性しようの門へ入る覚かく悟ごをしたと言った。そんな覚悟をさせたのは、わたしに関かかわらせてしまったからだ。わたしに関わらなければ、おまえは過去の罪など思い出すこともなく、市し井せいの絵札売りとして、気ままに幸せにつましく暮らせたはず。阿樹様はそうなることを望んで、おまえを市井に残した。それなのに、わたしが巻きこんだばかりに、魔性の門へ入る覚悟をさせた。魔性に近い者になると、おまえは言った。それが罪だと感じた。だから……去れと命じた。わたしと関わらなければ、おまえはまだ、市井の絵師として幸せに暮らしていけるはずだ」

　座りこんだ床ゆか板いたは、ひんやりとしていた。火ひ桶おけのない刀火の室では、床板も、衣も、全すべてが冷えている。ただ抱きしめている千樹の体だけが、温かい。
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　──罪？

　抱きしめられて囁かれた言葉に、千樹は驚おどろいた。顔を覆おおっている掌てのひらの下で、目を瞬またたく。

　──この人と関わらなければ、市井で幸せに暮らせるから？

　刀火の語った言葉の意味がじんわりと染しみこみ、理解出来る。

　──優しさ？　いたわり？　そうなの？　これは噓？

「噓、よね？」

　問うと、耳の後ろに、ため息の気配がした。

「わたしはたくさんの、噓をつく。だが今は……噓をつくべき時ではない。しかも、噓をつくほどの余よ裕ゆうはない。心の底から、残念だ。良い噓を、考えつければ良かったのかもしれない。おまえがあまりにも、おかしな騒そう動どうを引き起こすので、わたしも……対処に困る」

　途と方ほうに暮れたような声には、真実の響きがある。

　──わたしを追い払はらったのは、優しさ。でもなんて、わかりづらいの!?　しかも、ひどい勘かん違ちがいをしてる。

　やっと千樹は掌から顔をあげた。今まで顔を覆っていた両手で、胸の前で交差する刀火の両りよう腕うでを強く摑つかむ。

「わかりづらいの、本当に。あなたのやること、なすこと。しかも、勘違いしてるし」

　逆上して、うっかり告白し、自分の告白に打ちのめされ、ようやく刀火から言葉をもらえた。

　──思いやってくれた、わたしのこと。

　そのことが嬉しくて、そして同時に腹が立つような、おかしな気分にさせられる。笑え顔がおでふり返りたいのに、笑いながら平手打ちしたいような、変な気分だ。

「わたしは、魔性の門へ入る覚悟をした。それはわたしの覚悟。姉様がなにを望んだとしても、わたしは、絵の魔力を知りつくして自在に操る、その道を自分で選ぶと決めた。だから幸か不幸かなんて、そんなことは、わたしにとってはどうでもいいことなの」

　首を捻ひねって、きっとふり返る。と、鼻先が触ふれる近さに刀火の顔がある。睫まつげすらも、千樹の睫に触れそうだ。

「全部わたしが自分で選んで、しかも全部覚悟の上なのよ、馬ば鹿か！　大馬鹿！」

　罵ば倒とうされた刀火は、目を瞬く。

「しのごの言わないで！　変な気き遣づかいをしないで！　わたしは、あなたが上主になって欲しい。これは、わたしの希望なのよ！　あなたのためだけど、わたしの希望なの。だから、わたしの望みを邪じや魔ましないで！　大馬鹿！」

　暫しばし沈ちん黙もくした後、刀火はことりと千樹の肩かたに顔をつけ、声を殺して笑いはじめる。

「なんという覚悟だ。大の男も、裸足はだしで逃にげ出すぞ。こんな女には、つきあいきれないと。それに、わたしに向かってなんと言った？　大馬鹿と？」

　笑いの吐と息いきが、袿うちきの絹を通して、千樹の肩に触れる。彼は一層強く、千樹の体を抱きしめる。

「馬鹿、か。なるほど。おまえが好きな男は、大馬鹿か」

「えっ……。そ、それは……」

　言われると、自分がしでかした粗そ忽こつな告白が、またもや千樹を赤面させた。

「わたしを好きだと言ったのは噓うそか？　わたしのように、噓をつくか？」

　からかう響きがある声に、千樹は恥はずかしさに耐たえながらも、言い張った。

「わたしは、噓つきじゃない。でも、でも……！　たぶんこれは、わたしの気の迷いなのよ！　そうに違ちがいないの。そうでなければ、意地悪で噓つきのあなたなんか、好きになるはずないのよ。絶対に、気の迷いなのよ。間違いないのよ！」

　気の迷いだと強きよう硬こうに主張した。

　だが『好き』という大前提を否定出来ないのが、苦しいところ。

　──どうか、『好き』の大前提を否定していないことに、この人が気づきませんように！

　刀火の右手が背後から、千樹の顎あごに触れる。

「気の迷いは、よく分かった。気の迷いでも、好きだな？」

　がっくりと、千樹は項うな垂だれた。

　──気づかないどころか、そもそも、誤ご魔ま化かされてない……。

　抜ぬけ目ない意地悪男なのだから、当然か。そう思った時、いきなりくるりと体を反転させられた。そしてそのまま、ひやりと冷たい床板に背中が当たる。床ゆかに寝ねかされたのだと理解するのと同時に、刀火が千樹の顔を覗のぞきこむ。緑を秘ひめた黒の瞳ひとみが、真っ直すぐに千樹を見おろしていた。緑を秘めた瞳は、背筋が震ふるえるほどに美しいと思う。

「千樹」

　切なげな声で刀火は呼ぶと、冷たい彼の指が頰ほおを撫なで、それから千樹の唇くちびるに軽く触れる。

　──なに？　これは。なんで触れるの？　距きよ離りが、近い。

　怪あやしげなざわめきが胸の中に起こるが、痺しびれたように身動き出来ない。

「千樹」

　鼓こ動どうが強く、胸の中で跳はね回る。刀火の睫が、千樹に近づいてくる。

「わたしの道行きを、わたしに仕えて共に歩むか？　一度踏ふみこんだら、わたしはおそらく、わたしが滅ほろびる瞬しゆん間かんまでは、引き返すことを許さない。その覚悟があるか？」

「覚悟してる、最初から。何が邪魔をしようとも、わたしは、あなたを上主にしたい。上主にするのよ。わたしは……」

　答える声が震える。

「では、わたしに仕えよ。わたしの姫ひめ君ぎみ」

　刀火の吐息が、千樹の唇に触れる。声は睦むつ言ごとのように甘く、囁ささやく。

「わたしは、おまえのすべてを、もらい受ける。そのかわりにおまえの望みに従うと、約束しよう。わたしと共に歩むことで、おまえの感じる嫌けん悪おも惨みじめさも、罪悪感も、わたしの責任だ。わたしを責めればいい。すべて、わたしが引き受ける」

　言い終わると、さらに彼の吐息が近づいた。
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　──これはっ!?

　息が止まりそうなほど、体に緊きん張ちようが走ったその瞬間。

「何をなさっておいでなんですか!?」

　仰ぎよう天てんした声が降ってきたので、刀火も千樹も同時にばっと身を起こし、声の方をふり返った。

「ままま、雅近様!?」

　答えた声がうわずった。

　しかし声をかけた雅近の方が啞あ然ぜんとしており、御み簾すをまくり上げた体勢のまま微び動どうだにしない。彼が踏みこんできた気配に、全く気がつかなかった。刀火もまた、雅近の気配に気づかなかったらしいのは、彼らしからぬ失態だろう。

　刀火は床の上に座り、額に手を添そえ、いかにしてこの状じよう況きようを説明しようかと悩なやんでいるようだった。

「曉宮様……。千樹姫が、なぜここに？　少し前まで、君は宮裏に。宮様？　いったい」

　当とう惑わくした雅近の問いに、刀火が答えた。

「綾峰の手引きで、勝手に踏みこんできた。色々、文句を言いたいことがあったそうだ」

「で、なぜ文句を言いに来た姫君を押し倒たおしているんですか？」

　ようやく状況を飲みこんだらしい雅近が、目を半眼にして、詰きつ問もんするように問う。

「別に、押し倒したわけではない」

　どこからそんな自信が出てくるのか、刀火は言い切ったが、

「いいえ、押し倒していました」

　きっぱりと主人の言葉を否定して、雅近は腕うで組ぐみすると、千樹を睨にらむ。

「しかしなんとまあ、色いろ仕じ掛かけか？　君にはまったく、絶対に、この世の終わりが来ても不可能な手段だと思っていたのに。蓼たで食う虫も何とやらか？」

「色仕掛けなんてしてません！」

「じゃあなんで宮様が、君を押し倒す羽目になってる？　宮様も、宮様で。この姫君は宮様に仇あだなす者かも知れないと、御ご存ぞん知じのはず。その色仕掛けに乗るとは、宮様は、敵味方の見境がなくなるほどに、鬱うつ憤ぷんがたまっておいでですか？　どうせ食べるなら、蓼なんて苦いものじゃなくて、もっとまともなものを食べてください」

「わたしは女として、まともじゃないって仰おつしやりたいの!?　雅近様!?　わたしを妻にしようかなんて、言ったことがあるくせに」

　聞き捨てならない言葉に思わず嚙かみつくと、雅近が鼻を鳴らす。

「おや？　まともだと思っていたのかい、千樹姫。認にん識しきを改めた方がいいね。俺が君と夜を共にしたいくらい興味があると言ったのは、ゲテモノ食いもたまには一興と思っただけだよ」

「ゲテモノ!?」

「とにかく二人は黙だまれ。うるさい。まず、千樹は鬼おにの腕を描えがいていない。それは確かだろう」

　軽く咳せき払ばらいし、雅近と千樹の口論に割り込んだ刀火は、自らの衣ころもの乱れを直し、立ちあがり、自分の円座わろうだに戻もどる。

「なぜ言い切れますか？」

「話す必要は無い」

　千樹が刀火に恋こい心ごころを抱いだき、自分を追い返した理由を聞きたいがために踏みこんできて、うっかり告白してしまった事の顚てん末まつ。こんな間ま抜ぬけな自分が、刀火を陥おとしいれるほど策略を巡めぐらせることなど不可能だと、刀火は確信しているのだろう。

　千樹の恋心の部分を伏ふせてくれているのは、ありがたかった。雅近に知られたら、なにを言われるか。考えただけで恐おそろしい。その時ふと、千樹はあることに気がついた。

　──わたしはうっかり、好きだって告白した。でもこの人は、それに返事してない。

　気持ちを、受け入れるとも受け入れがたいとも、刀火は答えていない。

　千樹が答えを要求していないのだから、当然と言えば当然だ。

　だが、もし刀火の方も千樹に好意を抱いていれば、自然と千樹の思いを受け止める言葉があってもいいはず。

　──ただ『わたしに仕えよ』って言った。配下として、仕えることを許すって事よね。でもあの時は、口づけしそうな雰ふん囲い気きがあった……。でもそれって、もしかして、自分に好意を抱いている配下なのだから、自由に扱あつかってもいいと思ったとか？

　刀火に、貴族特有の、そんな思考がないとは言い切れない。

　刀火の傍かたわらにいて、その助けになることは認められた。それは間ま違ちがいない。しかし恋心を抱いている千樹を、刀火はどう扱うつもりか。

　──ああ、やっぱり、わかりづらい。

　千樹は肩を落とす。

「話す必要は無い。千樹が、鬼の右みぎ腕うでの、成った絵を描いたのではないのは確かだ。わたしが保証する。それでは不満か？」

「完全に信用して、安心、というわけには参りませんね。ただ」

　肩かたをすくめ、雅近が室に踏みこんできた。そして千樹の傍らに座ると、にやりと笑う。

「曉宮様が姫君を押し倒す気になったからには、それなりに信用できるとは見なしましょう。宮様がそんな行いにおよんだのは、初めて見ましたからね。覚えてますかね？　三年ほど前、伽とぎの侍じ女じよを寝しん所じよに送り込んだら、宮様は侍女を、けんもほろろに追い返し、押し倒すどころじゃなかった。理由を伺うかがうと、信用出来ぬと仰った」

　渋じゆう面めんで、刀火は答えた。

「おまえが邪じや推すいするようなことを、千樹にしていない」

「はいはい。そうでしょうとも。これからって、ところでしたよね。残念でしたね」

　刀火は顔を背そむけ、反論出来ないのが口くち惜おしげな顔をする。

　このままでは延々、刀火に分の悪い会話が続く。それが申し訳なくて、千樹は口を挟はさんだ。

「そんなことより、雅近様。鬼の右腕の、成る絵のこと。そのことが気になって、わたしはこんなに慌あわてて曉宮に押しかけたんです。わたしはあれを描いていない。だとすると、もう一人、わたしの他ほかに成る絵をものする絵師がいて、その絵師は、なにかを画策しているに違ちがいないですよね？　その絵師を早急に探し出さないと、また同じ事が起こりかねません」

「もう一人成る絵を描く絵師がいると、俺は未いまだに信じられないが」

　雅近が、ちらりと鋭するどい目を千樹に向ける。

「君でないならば、誰だれが、成る絵を描く可能性があると思う？　千樹姫」

　これは千樹を試ためしているに違いない。

　いい加減な答えを返せば、やはり信用ならないと判断される。

　暫しばし、千樹は眉まゆをひそめて考えを巡らせた。

　──成る絵は、成るほどの完成度になった絵。基本的に、腕の立つ絵師でなければ無理。

　無名の絵師が、突とつ然ぜん、成る絵を描けるようになる可能性は低い。千樹にしたって、絵札売りをしている時は、かなり評判が良かった。都人に腕のいい絵札売りは誰だと訊きけば必ず「彩遊の弟で子しの千樹」と答えてくれるはず。市し井せいの絵札売りにしろ、絵師にしろ、都人の噂うわさに上る程度の腕がなければ、成る絵など描けない。

　都人の噂話で、特にぬきんでた腕のある絵師の話は聞かない。

　ということは、今は描いていない絵師か。

　あるいは絵師として活かつ躍やくする場が、都人の関知出来ない場所であるか。その場所とは、すなわち常宮。

　──すぐに結論は出る。

　簡単に、疑うべき相手はわかる。

　それは疑うことが、心苦しい相手だ。疑いたくはないと思ってしまう。しかし自分がやっていないのだから、彼らを疑うしかない。

　──疑う必要がある。

　刀火の中にある魔ま王おうの種を揺ゆり起こそうとする、その者が誰なのか。千樹は突つき止めなくてはならない。千樹は刀火のためにこうやって、帰ってきたのだから。

「可能性としては」

　慎しん重ちように、千樹は口を開く。

「彩遊先生も、疑おうと思えば、疑えます」

　彩遊を疑うと言ったことに、刀火と雅近も、驚おどろいた顔をする。千樹が最も信しん頼らいを置いている、師し匠しようだ。その彼も除外しない覚かく悟ごが、千樹にはあった。

「彩遊先生は目を患わずらっていますが、本当に患っているのかどうか、本人にしかわかりません。本当は見えているのに、見えていないと噓うそをつくことも可能です。彩遊先生ならば、成る絵を描けますから。まずは、彩遊先生」

　一つ、指を立てて見せる。

「次は、常宮に抱かかえられている絵師、全員。常宮絵師となれる腕があれば、いずれ成る絵を描ける程ほどに、技わざが冴さえる者が現れるかもしれません」

　二つ、指を立てる。

「その中でも特に、賢夕先生と純鉄」

　三つ、四つ、指を立てる。

「賢夕先生は主一位絵師。常宮絵師の中では、最も優すぐれている絵師。成る絵を描ける可能性が、一番高い。次に純鉄。純鉄は賢夕先生が特に目をかけて、才能を評価している絵師だから。成る絵を描く可能性がある者は、それだけ。ただし」

　そこで千樹は、先に立てた指を二つ折ると、残った二つの指を突き出す。

「誰が描いたにせよ、その絵を、あの時、曉宮の正宮に持ち込める可能性があったのは二人だけ。賢夕先生と純鉄だけです。あの二人のどちらか、あるいは、二人ともが最も怪あやしいです」

　告げた自分の言葉が、苦い。

　正道の絵師、賢夕が成る絵を描くとは思えない。さらにその正道の絵師に心しん酔すいし、それを目標にしたいと口にする純鉄も、描くわけはないと思う。

　だがあの時、あの場所に、成る絵が持ち込まれたとわかった瞬しゆん間かんから、明らかに二人は疑わしいのだ。

「二人の周囲を改めるべきだと思います。彼らが描きためているものの中に、成る絵があるかもしれません。不意打ちで、彼らの身の回りを調べるべきです」

　進言しながら、ちくちくと胸が痛む。罪悪感だ。

　彩遊の兄弟子で、千樹に、絵師としてのあり方を厳しくも正しく説いてくれた賢夕を、千樹は疑えと言っているのだ。常宮から追い出された千樹を気き遣づかって、わざわざ訪ねてくれた純鉄を、疑えと言っているのだ。そして二人の身の回りを不意打ちで引っかき回し、無礼を働けと、勧すすめている。

　唇くちびるを嚙み、千樹は押し黙る。

　雅近は、千樹を冷めた目で見つめていた。彼女の言葉、表情、そんなものを油断無く観察し、千樹の真意を見み抜ぬこうとしているらしかった。だが暫しばらくすると、千樹が罪悪感に耐たえる気配を察したのか、すこしだけ目の鋭さがやわらぐ。そして、

「なるほど。悪くないことを言うね、姫ひめ君ぎみ。さて、で、如何いかがいたしましょう」

　雅近は刀火に目配せする。

　千樹の葛かつ藤とうを敏びん感かんに感じたのか、刀火は千樹を見つめていたが、やがて静かに口を開く。

「雅近。明日、朝。衛え士じ府ふの頭かみとともに、わたしは、賢夕の屋や敷しきへ出向いて屋敷内を改める。おまえも来い。早いほうがいいだろう。日の出と共に衛士府頭を叩たたき起こし、事情を説明しろ。衛士を借り受けたいと。幻繕御法にもそう、伝えておけ」

「かしこまりました」

　雅近が頭を下げると、刀火は立ちあがり、妻つま戸どの方へ向かって歩き出す。

「どちらへ？」

　片眉をあげ、不ふ審しんげに問う雅近に刀火は、

「外の空気を吸う。供は不要だ。曉宮から出る気はない」

　と背中越ごしに答えた。さらに千樹の横をすり抜ぬけ様に、

「休め、千樹。東の対たいの屋やを、雅近に用意させる。雅近。頼たのんだ」

　と言い、簀すの子この方へ歩み出た。

　千樹はほうっと長い息をつく。刀火が出て行ってくれたことが、心底ありがたかった。

　うっかり恋こい心ごころを告白し、彼の側そばに仕えることを許されたものの、その途と端たんに、親しい人を疑えと口にしなくてはならない、この現実。目眩めまいがしそうだ。冷静になる時間が、きっと必要だ。




　　　　○




　簀子へ出た刀火は階きざはしを下り、雪ゆき沓ぐつを履はいて庭に降りた。

　月に照らされた夜の雪景色は、驚くほどに明るい。松葉、白板いた垣がき、軒のき端ばの雪。すべてが青白い光を跳はね返し、くっきりとしている。庭に残った足あし跡あとを見ると、千樹が残した足跡が真っ直すぐ、寝しん殿でんの階に向かっている。それに寄り添そうように、男の雪沓の跡があったが、それは庭の途と中ちゆうで引き返し、正宮の方向へ戻もどっていた。

　その足跡を辿たどり、刀火は正宮へ向かった。そして正宮の階に、ぽつりと座っている綾峰の姿を認めた。

　──やはり、いたか。

　綾峰が千樹をここまで導いたと聞いて、絶対に綾峰は、そのまま立ち去るはずはないと思った。千樹を連れて来たものの、彼女が刀火に追い返されて出てくる可能性を考えて、彼は、帰るに帰れないはずだ。そんな用心深さが綾峰にはある。ましてや、千樹に対して恋心を抱いだいているとなると、なおさらだ。

「綾峰」

　声をかけつつ近寄ると、飛びあがらんばかりに綾峰は驚いて、腰こしを上げる。刀火の姿を認めると、ばつが悪そうに目線が泳ぐ。

「兄君。わたしは別に、なにも」

「千樹は、またわたしの手元に置く」

　告げると、綾峰の表情は落らく胆たんに沈しずみ、口元に微び苦く笑しようが浮うかぶ。

「そうですか……。ではわたしは、ここにいる必要はありません。失礼いたします」

　軽く顔を伏ふせて、刀火の横をすり抜けようとするその目の前に、腕うでを突き出した。いきなり通せんぼされ、綾峰はいやそうな横目で刀火を見やる。

「通してください。姫ひめ君ぎみに去られたわたしを、愚ぐ弄ろうしたいのですか？」

「千樹を迎むかえに行き、ここまで連れ帰ったこと。礼を言う」

　告げると、綾峰は何度か目を瞬またたく。それから視線をそらし、力なく言った。

「お礼は見けん当とう違ちがいです。千樹姫を迎えに行ったのは、兄君のためではありません。礼を言われることではないのです。ただ、姫君があなたの元を離はなれたのであれば、わたしの元に置きたいと思っただけですから。八束姫のように、わたしと浮うわ気きしてくれれば良いと思ったまでで」

「失しつ脚きやく覚かく悟ごでか？」

「……はい」

　その覚悟が後ろめたいかのように、綾峰は細い声で返事をする。

「ならなぜ、ここへ連れてきた？　無理にでも、宮裏に閉じこめれば良かったものを」

「本当は、そうしようと思っていました。でも姫君が、嫌いやそうだったので……。あの方は、浮気者にはなれない」

　悄しよう然ぜんと答えた声は、気弱だった。兄に向かって虚きよ勢せいを張ることを忘れるほどに、千樹が曉宮に戻ってしまったことに、落ちこんでいるのだろう。

　──嫌そうだった、か。

　綾峰は、一度、千樹を攫さらって操みさおを奪うばおうとすらした。そのくせに、本気で千樹に恋心を抱いてしまったら、彼女が嫌がる素そ振ぶりをしただけで、自分の手元に押しこめておくことすら出来なかったのだ。気弱なためなのかもしれない。ただその気弱さには、誠実さがある。

　──可愛かわいいものだ。

　小さく笑ってしまった。

　綾峰は笑われたのが不満らしく、刀火を睨にらんだ。だが力量の差を見せつけられた時の衝しよう撃げきを引きずっているのか、文句も言わず唇を引き結ぶ。

　刀火を敵とみなし、あれこれと卑ひ劣れつな策を巡めぐらしていたのに、その敵の懐ふところに入り、敵の影かげがあやふやになると、途端に戸と惑まどっている。

　わかりやすい敵にならば、いくらでも刃は向むかって、虚勢を張って勝とうとした。しかし嚙かみつくべき明確な敵がいないと、可愛らしいと思えるほどの物慣れなさが目立つ。

　綾峰は暫く迷うように沈ちん黙もくしていたが、意を決したらしく口を開いた。

「兄君。再び千樹姫を手元に置くと決められたからには、姫君を大切にしてください。あの方は、兄君の言葉や行動の意味が理解出来ず、ひどく落ちこんでいた。あんな思いはさせないでください、あの姫君に」

　臆おくせず刀火を見つめた目は、真しん剣けんだった。その真剣さに虚きよを突つかれる。

　──綾峰……。本気か。

　綾峰が今まで見せたことのない、真っ直ぐさだった。それほどに千樹に恋こいしたのだろうかと、そのことが驚おどろきだった。失脚覚悟で千樹を迎えに行き、しかしそれほどに焦こがれながらも、千樹の思いを踏ふみにじれない。それは紛まぎれもなく、真しん摯しな恋心だ。

　その真摯な恋心は、今までの綾峰になかった、芯しんとなっている。

　自分でも意外なほどすんなり、刀火は微ほほ笑えむことができた。すると綾峰は、驚いたように目を瞬き、照れたようにほんのり赤面する。

「兄君？」

「覚えておく。綾峰」

　答えると、そこで表情を改めた。そして、

「綾峰。わたしは明日の朝、衛士府頭とともに、賢夕の屋敷を改める。ともに来い」

　と命じた。綾峰が本気であるならば、千樹も関かかわるこの一連の出来事に関わらせるべきだと思った。綾峰はもっと、様々に、磨みがかれる必要がある。

「突とつ然ぜん、なんですか？　なぜ賢夕の屋敷に？　なにかありましたか？」

「わたしに、害をなそうとした疑いがある」

「絵師が、ですか？」

　怪け訝げんそうに、綾峰は問う。

「そうだ。詳しよう細さいは徐じよ々じよに教えていくが、とりあえずは、わたしについて来ればいい」

「……わかりました」

　解げせないというように、綾峰が頷うなずく。刀火は綾峰の進路を遮さえぎっていた腕を下ろすと、背を向け、来た道を戻りはじめた。

　──千樹は、わたしを好きだと言った。気の迷いかもしれないが、好きだと。

「好き」という、単純な言葉が、胸の中で温かく感じる。こんな単純な言葉で、自分に対して好意を告げた者はいない。

　かつては度たび々たび、計算高そうな姫君たちが擦すり寄ってきたこともある。だが彼女たちは、絶対に自分が傷つかないように、慎しん重ちように振ふる舞まった。刀火に拒きよ否ひされた時の逃にげ口上を用意するかのように、好意を告げるにしても、あやふやな態度と言葉を使った。

　幻繕も雅近も、刀火を嫌ってはいない。だが「好き」などという、甘ったるい感情や言葉とは無む縁えんの絆きずなだ。

　母親にすら「好き」と告げられたことはない。

　父は上主であるが故ゆえに、御み子こや姫ひめ御み子こに対して個人的な感情の言葉は口にしない。

　千樹から贈おくられた簡潔で柔やわらかな言葉は、生まれて初めて、刀火が受け取る言葉だった。

　──わたしは、あの瞬しゆん間かん、嬉うれしかった。

　今もその嬉しさが心の中にあるのだ。それを自覚すると、嬉しさと共に、冷静で慎重な思考が戻ってくる。

　──わたしは嬉しかった。だからわたしは、わたしに仕えよと命じてしまった。わたしと共に歩み、逃げることは許さないと。だがもし、わたしが滅ほろびることがあれば、逃げ道くらいは用意してやらなくてはならない。

　もし綾峰が様々な出来事を経験することで磨かれ、物慣れなさを払ふつ拭しよくし、さらに思し慮りよ深くなり、曉宮として相応ふさわしい者になれれば、綾峰を、千樹の逃げ道とできるかもしれない。

　綾峰を千樹の逃げ道にするために、綾峰を遠ざけることなく、自分の近くに置く必要がある。

　千樹の覚かく悟ごがあまりにも強かったので、刀火のために働くという覚悟は受け入れた。

　だがけして、千樹の「好き」という気持ちを、自分は受け入れてはならないだろう。

　気持ちを受け入れてしまえば、自分を好きだと言ってくれた姫ひめ君ぎみが可愛くて、どうしようもなくて、際限なく求めそうだ。そうすることで、自分が滅びる瞬間が来たときに、彼女を逃がしてやることができなくなるのが、恐おそろしい。

　滅びるつもりは毛頭無い。それほど自じ虐ぎやく的な趣しゆ味みはない。

　だが自分が抱かかえるものの恐ろしさは知っているので、絶対に、滅びないとも言い切れない。

　だから自分自身の、千樹に対する気持ちも、見つめてはならないのだ。

　もし自分の心の底に、千樹と同様の感情があったとするならば、刀火自身が戸惑い苦く悩のうするはず。だから、自分の心の深い場所は、覗のぞいてはならない。




　　　　○




　その人は、深く考え込んでいた。以前から、少し気になっていた。しかし昨日から今日にかけて、視線を感じる。その視線の主は、なんとなくわかっている。彼だ。

　──感づかれたのだろうか？

　彼ら二人は、師し弟てい関係だ。二人は長年、そんな関係で密接に触ふれあっていたので、彼は、異変を敏びん感かんに感じ取るのかもしれない。

　しかし彼に疑いをもたれようとも、けして自分の抱える秘密が露ろ見けんすることはないと、確信があった。法術士の法術でさえも、誤ご魔ま化かしきっている。なにが見つかろうとも、鬼おにの右みぎ腕うでが何ど処こにあるかという確証は、得られるはずはないのだ。

　その人は額に手を当て、俯うつむき、呻うめく。

　──でも、なぜ。これほど満足を得ているのに。なぜ、苦しいのだろう？




　　　　○




「曉宮様に対して、害意ありですと!?」

　早朝の曉宮で、聞き慣れない、がらがら声が響ひびく。東の対たいの屋やで寝ね込こんでいた千樹は、その声で飛び起きた。声は寝しん殿でんの、刀火の室の方から聞こえてきた。

　──そうだ。今朝は、賢夕先生の屋や敷しきを改めると、昨夜。

　寝殿への客人は、その準備のために呼んだに違ちがいない。

　夜具を抜ぬけ出すと、すぐさま身み支じ度たくに取りかかった。

　昨夜、綾峰の宮裏に置いてきたはずの自分の水すい干かんは、廂ひさしの間にきちんと置かれていた。綾峰が、柚葉にでも命じて届けてくれたのだろう。それを身につけると、寝殿へ向かった。

　刀火の室に入り真っ先に目に飛びこんだのは、むくりと肉づきのいい、大きな背中。千樹の気配にふり返ったその背中の主は、顔中、硬かたそうな髭ひげに覆おおわれていた。狩かり衣ぎぬを着ていなければ、どこぞの山さん賊ぞくかと思われそうな、いかつさだ。

　しかしその顔を見て怖こわいと思わなかったのは、髭の奥に埋うもれた目が、まん丸で、存外、優やさしそうだからだ。気の良い熊くまといった感じだ。だが、

「おやっ、こちらの少年は」

　と、髭熊は千樹を目にするなり、一欠片かけらも悪気のない失言をしてくれた。

　刀火は奥の几き帳ちようの前に座り、雅近はその傍かたわらに控ひかえていたが、発言を耳にすると、二人同時にぷっと笑って顔を伏ふせる。

　この身なりでは文句は言えない勘かん違ちがいだが、自分の女としての素質に疑問を感じ、千樹の片頰ほおが引きつった。

「衛え士じ府ふの頭かみ。それはわたしの、仮かり妻づま候補の姫君だ。千樹という」

　笑いを口元に残しながらも刀火が告げると、髭熊は、目をまん丸くして勢いよく頭を下げた。

「いや、申し訳ない！　姫君であらせられたか！　そういえば曉宮様には、今、七夜の最中という姫君がおいでになると聞いておりました！　しかし延期になったとか、ならないとか。お帰りになったとか、ならないとか」

　焦あせって言い訳する態度は、心から詫わびているようだった。

「いえ、こちらこそ申し訳ありません。こんな格好をしているので」

　言いながら、髭熊に近い円座わろうだに腰こしを下ろすと、刀火の視線が嫌いやでも気になる。彼は、少年と勘違いされた千樹を、面おも白しろそうに見やっている。いつもと変わらない視線と態度に、千樹はほっとしながらも、今いま更さらながらに、自分のうっかりした告白を後こう悔かいする。

　──あんなヘマをしでかさなければ、こんな居い心地ごこちの悪さはなかったのに。

　千樹はいつものように振る舞おうとするが、なんだか、背中がむずむずして落ちつかない。

　その居心地の悪さを押し隠かくし、髭熊に頭を下げた。

「千樹と申します」

「わたしは、衛士府頭をつとめます、五ご尊そん春はる芳よしと申します」

「衛士府頭様でいらっしゃいますか。では、今から、賢夕先生の屋敷へ向かう算段を？」

　すると衛士府頭、髭熊こと五尊春芳が、怒ど気きをみなぎらせる。

「そうです！　曉宮様に害意を持つとの疑いがある者は、きっちりと調べねばなりません。曉宮の門前に、衛士を連れて参りましたので、すぐに賢夕の屋敷へ参ろうと存じます！」

　決意の声と共に立ちあがる衛士府頭に、刀火は、「わたしも行く」と、声をかけて立ちあがる。当然、雅近も立つ。それを見て、衛士府頭が目を丸くし、冷や汗あせをかく。

「いや、しかし。尊き御おん身みに何事かあっては、一大事。賢夕の屋敷へは、わたくしどもが」

「法術で探さぐる必要がある。自分で確かめる。来い、衛士府頭」

　有う無むを言わせない強さで命じると、刀火は簀すの子こへ出てしまう。

「お、お待ちを！」

　衛士府頭が慌あわてて飛び出すと、雅近もそれを追う。千樹も簀子へ駆かけ出ると、階きざはしを下り、門へ向かおうとする刀火の背中に呼びかけた。

「待って、わたしも！」

　おそらく刀火も、賢夕と純鉄を疑っていたはずだ。しかしそれを後押しするように、「自分ではないから、彼らを疑え」と口にしたのは、他ほかならぬ千樹だ。自分の口にした言葉の結果を、自分は目にする必要がある。

　しかし刀火はふり返り、首を振ふる。

「姫君が、しゃしゃり出る幕ではない」

　にべもなく言うと、歩き出す。それを見送り唇くちびるを嚙かむ。

　──当然、そうよね。

　衛士府頭と共に出向く場所に、姫君を伴ともなっていくなどと考えられないのは当然だ。衛士府が動くということは、正式な調査という位置づけなのだから。

「兄君。馬を準備しました」

　正宮の方から綾峰が姿を見せ、刀火に告げる。その姿にはっとするが、彼の方もまた千樹に気がついたらしく、一いつ瞬しゆん表情をなくす。だがすぐに、彼は、寂さびしさを堪こらえるような、不器用な笑え顔がおを作って千樹に頭をさげた。その笑顔が、千樹の胸に痛かった。

　寂しいですと、訴うつたえられたような気がする。

　──ごめんなさい、綾峰様。

　千樹は、精せい一いつ杯ぱいの謝罪の気持ちで頭をさげて礼を返した。千樹は、綾峰の好意を利用して曉宮へ戻もどったのだ。それを綾峰自身が許してのことだとしても、利用したのには違いない。

　自分が、刀火への恋こい心ごころを自覚してしまっただけに、自分がやったことの酷ひどさがわかる。

　深く頭をさげ続けていると、綾峰は刀火を伴って表門の方へ姿を消した。

　表門には衛士たちが、騎き馬ばで集合しているらしい。幾いく頭もの、馬のいななきが聞こえる。

　暫しばらくすると刀火たちは出発したらしく、静かになった。千樹は、様々な罪悪感を抱えたまま、ぺたりと簀子に座りこんだ。欄らん干かんに額をつける。

　ここ数日来、天気が良い。今日も朝から晴れ渡わたった青が、上空には広がっている。雪も表面が溶とけ出して、しゃりしゃりになり、水を帯びる結けつ晶しようの粒つぶが鋭するどく光る。冬の厳しさが日に日に、確実にゆるんでいる証しよう拠こだ。

　──賢夕先生の屋敷で、なにか見つかる？

　可能性として、賢夕と純鉄を疑った。彼らしかいないだろうと思うから、千樹は疑いを口にした。だが理性ではそう判断しながらも、心の何処かが「賢夕の屋敷で何も見つかるはずはない。彼らは、関係ない」と言っている。

　彼らを疑う理性と、彼らを信じる気持ちが、真っ向から対たい峙じしている。

「千樹姫ひめ!?　宮は既すでに、賢夕の屋敷へ出発されたか!?」

　突とつ然ぜん響ひびいた聞き慣れた声に、顔をあげると、寝殿の前庭に幻繕が駆け込んで来ていた。手には文ふみを握にぎりしめ、忌いま々いましげに表門の方をふり返る。

「ぬかったわ、寝ね過すごした！　さすがに宮は若い。あの疲ひ労ろうが、一晩で快復するか」

「ついさっきです。馬で行ったようですから、馬を走らせれば、追いつけると思いますが」

　と答える。幻繕は「恩に着ますぞ」と言うと、きびすを返す。が、ふと立ち止まり、ひたと鋭い目を向ける。

「宮は、姫君を全面的に信じておるようじゃ。姫君を曉宮に再び置くこと。そして、姫君があの成る絵を描えがいたのでないならば、賢夕か純鉄のどちらかが、宮に害意を抱いだいているのだろうと、今朝受け取った文に書いてあった」

　手にある文を軽く千樹の方へ突つき出すと、幻繕の声が低くなる。

「いかにして宮の信しん頼らいを勝ち得ましたかな？　姫君。わしは正直、姫君が最も疑わしいと思っておった。しかし、宮が信じると決断なされた。宮の判断を信じたいと思う。じゃが、姫君。姫君が宮の信頼を裏切る者であれば、わしも容よう赦しやはしませんでな」

「信じてください。わたしは、あの人を裏切りません」

　出来るだけ落ち着いた声で答える。その言葉に、幻繕はくるりと表情を変える。いつもの好こう々こう爺やの笑顔になると、

「信じておりまするぞ。では」

　と、駆け去った。

　千樹は息をつき、肩かたの力を抜ぬく。幻繕の、刺さし貫つらぬくような目と気配は、さすが一流の法術士と思わせる。恐おそろしかった。

　気が抜けたその時、背後でみしりと、簀子の板を踏ふむ音がした。

　振り向くと、いつの間にか簀子の曲がり角に純鉄がいた。彼は手に、絵の道具を入れているらしい包みを持ち、蒼そう白はくになってこちらを見ている。

　今の話を、純鉄は聞いただろうか。賢夕と純鉄が、曉宮に害意ある者と疑われ、いましも賢夕の屋や敷しきが改められようとしていると、わかってしまっただろうか。

　千樹と純鉄、二人ながらに緊きん張ちようし、視線が絡からみあう。その強こわばった表情と顔色で、純鉄が、いまの自分たちの状じよう況きようを理解してしまったのがわかる。

「純鉄。いったい、何ど処こから？　何時いつ来たの？」

　驚おどろき呆ぼう然ぜんとしている様子の純鉄を脅おどかさないように、用心深く問う。

「今、曉宮の裏門から……。自由に出入りして仕事をしろと言われてるから、門番の衛士が入れてくれたんだ。でも、なんでおまえここにいるんだ？　昨日まで彩遊の屋敷にいたよな？　おまえこそ何時どうやって、入り込んだ？　それにいまの、幻繕様との話は、なんだ？　俺と賢夕先生が、なんだって？」

　疑問だらけの純鉄に、一つ一つ、千樹は答えようとした。

「昨夜よ。昨夜、綾峰様の手引きで、わたしはここに来た。それであの人と会って……。あの人、曉宮様は、ここに留とどまっていいって」

　答えながらも、戸と惑まどいと罪悪感で目が泳いでしまう。

　今まさに、賢夕と純鉄は疑われており、賢夕の屋敷が調べられようとしている。当然、賢夕の屋敷内にあるはずの、純鉄の室も引っかき回されるはずなのだ。

「おまえのことは、いいよ！　一番聞きたいのは、俺と賢夕先生がなんだっていうんだ！　先生の屋敷に衛士たちが向かったのか!?　さっき門前から、曉宮様と衛士たちが馬で出て行くのを見たぞ！　何をなさるおつもりなんだ、宮様は！」

　抱かかえていた絵の道具を簀子に叩たたきつけ、純鉄は駆け寄ってきた。千樹の前に膝ひざをつくと、千樹の肩を揺ゆさぶる。

「教えろ！　何が始まる!?　なにをする気だ!?　答えろよ！」

　疑いを抱かれている本人に、言っていいことではないはず。

「言えない」

　真っ直すぐ睨にらみ返して答えたが、罪悪感は一層強く、胸の奥が苦しい。

　──賢夕先生と純鉄を疑うことも、あの人のために、必要だから。

　強くなる痛みを、その一心で抑おさえこむ。すると純鉄は、ぎっと歯を食いしばると、千樹を突き放し、自分が床ゆかに叩きつけた包みに取りついた。すぐさま包みを開くと、中から、掌てのひらに収まる小刀を取り出して握りしめる。絵筆の毛先を揃そろえるために使う、小刀だ。

　それを手に、再び千樹の前に来ると、千樹の眉み間けんに小刀を突きつけるようにする。

「言えよ」

「言えない」

「言えって！」

　しびれを切らしたように、純鉄は身をかがめると、千樹の胸むなぐらを摑つかんで、首筋に小刀の刃やいばを当てる。肌はだにひやりと、刃の感かん触しよくがする。

「俺は本気だぞ。言えよ」

「事が終われば、わかる事よ。あなたや賢夕先生に、やましいことがなければ大だい丈じよう夫ぶ。賢夕先生の命を、取りに行ったわけではない。ただ、すごく無礼な振る舞まいはすることになる」

「さっき幻繕法術士が言ってたじゃないか！　なんで俺や賢夕先生が、曉宮様に害意ありと、疑われなくちゃならないんだ。何もしていないのに。なんで」

「言えない」

　申し訳なかったが、千樹には言えない。

「おまえが言わないなら、いいよ、来いよ！」

　純鉄は小刀を突きつけたまま、千樹の二の腕うでを摑んで立たせた。

「どうする気」

　純鉄は千樹の首に刃を押し当て、歩き出す。

「曉宮様は衛士と一いつ緒しよに、賢夕先生の屋敷へ行ったんだろう!?　俺も行くんだよ！　おまえも来るんだよ！　もしも賢夕先生に酷いことをする気ならば、曉宮様でも許さない」

「落ち着いて、純鉄。言ったでしょ、あなたや賢夕先生にやましいところがなければ、心配いらないの！」

「だから、やましいことってなんだ!?」

　激しく口論しながらも、引きずるようにして裏門まで連れて行かれる。

　このまま純鉄が、千樹に刀を突きつけて裏門に向かえば、衛士たちがすぐにも駆かけつけてくる。千樹に刃を突きつけた純鉄を目にすれば、衛士たちは刀を抜くはず。純鉄は、言い訳する前に斬きられるかもしれない。強ごう引いんに、刃は物ものを握った純鉄の手首を握る。

「わかった、賢夕先生のお屋敷に一緒に行く！　だから純鉄、刃物をしまって、お願い！　落ち着いて。やましくなければ、心配ない。わたしの言葉を信じて。これから一緒に行けばいい。ただし、あなたや賢夕先生に対して、無礼な振ふる舞いが行われることは、覚かく悟ごして。でも命や体に危害を加えるようなことではないから」

　強く見み据すえると、興奮していた純鉄の瞳ひとみが落ち着きを取り戻す。

「行きましょう、一緒に。賢夕先生は正道の絵師。あなたは、その弟で子し。正道の絵師であるならば、絶対に心配は無いことなの。やましいことなど、無いはずなの。賢夕先生もあなたも、間ま違ちがいなく正道の絵師。そうでしょう。あなたが正道の絵師なら、大丈夫」

　励はげますようにいうと、千樹の首から刃が離はなれた。

　正道の絵師であること。それは純鉄にとって、信じるものであり、誇ほこりでもあるはず。

「わかった」

　苦痛を堪こらえて呻うめくような声ではあったが、純鉄は答えてくれた。







　五花　仇なした者の正体




　太陽は明るいが、吐はく息は白く、耳たぶは感覚がないほど冷える。

　賢夕の屋敷は、御お渡わたり橋ばしからさほどの距きよ離りがない場所にある。そこへ向かって刀火は、馬を走らせた。雪を蹴け散ちらし、衛え士じたちを従えて駆ける。

　衛士府頭は、曉宮の身になにかあれば一大事だと、気が気ではないらしい。刀火の馬を追いつつも、「お待ちを！」とか、「まずは衛士が踏みこみます！」とか、様々に声をかけてきたが、刀火は全すべて無視した。賢夕の屋敷に到とう着ちやくする頃ころには、半べその衛士府頭を、雅近が、隣となりに並んだ馬の上から慰なぐさめていた。

　綾峰は刀火に遅おくれまいと、必死に馬を操あやつっている。御み子こたる者、馬に乗る手ほどきは受けているはずだが、乗り慣れていないためだろう、遅れがちになる。それでも意地があるのか、必死の形相でついて来る。

　賢夕の屋敷は、貴族と同等の構えだった。檜ひ皮わだ葺ぶきの屋根が載のる門を、下馬することなく潜くぐり抜け庭に乗りこんだ。その乱暴な振る舞いに、やっと追いついてきた綾峰は目を見張り、そして自分は馬を下りると、刀火の馬の轡くつわをとり、責めるように声をあげた。

「兄君！　臣下の屋敷とはいえ、なんという乱暴なことを！」

　刀火はにっと笑って、綾峰を見おろす。

「どうせ乱暴狼ろう藉ぜきを働きに来たのだ。それならば乱すだけ乱し、相手の余よ裕ゆうも冷静さも奪うばう」

「しかし、疑いがあるだけなのですよね!?　賢夕は!?」

「疑う無礼を働くならば、無礼に徹てつして、真実を見つける」

　徹てつ底ていした刀火の言葉に、綾峰は、ついて行けないと言いたげに首を振った。

　庭に乱入した馬の声を聞きつけ、方々から、見習いらしい少年たちが飛び出してきた。そして騎き馬ばの刀火と、その背後に従う衛士たちを目にして立ち尽つくす。

「賢夕はいるか！」

　声を張って刀火が呼ばわると、弟子の少年たちが顔を見合わせ、おろおろする。

「賢夕！　出て参れ、賢夕」

　何度か呼ぶと、寝しん殿でんの簀すの子こを巡めぐって、賢夕が駆け出してきた。刀火の姿と衛士たちを目にするや、困こん惑わくした、しかし無礼を咎とがめるような不快な表情で、階きざはしを下りてきた。

「曉宮様。このなさりようはいったい、何事でしょうか」

　落ち着き払はらった対応に、刀火は微び笑しようする。

「なに、たいしたことではない。無礼を働きに来た」

　悪びれることなく告げた言葉に、賢夕が目を見開く。

「なんでございますと？」

「衛士府頭。賢夕を押さえよ」

　命令と共に、刀火の背後に従っていた衛士たちが素す早ばやく馬を下り、賢夕の腕を左右から摑む。

「曉宮様!?　これは!?」

「純鉄はどこだ？」

「純鉄は常宮に参りました。宮様の命じられた仕事のために。純鉄がなにか!?」

「曉宮へか」

　賢夕の質問には答えず、刀火は衛士府頭に目配せした。

「衛士府頭。衛士の数人を常宮へ走らせ、純鉄の身み柄がらも押さえろ」

「承知しました」

　衛士府頭の指示で、三人の衛士が馬首を返した。常宮へと、再び駆け戻もどるために門を出る。

　賢夕はその様子を、半ば啞あ然ぜんと見あげていた。

「賢夕。屋や敷しき内を改めるぞ」

　言いつつ、刀火は馬を下りた。

「いったい、なんの罪科でこのようなことを」

「ただの嫌けん疑ぎだ。おまえに罪なくば、問題ないこと。暫しばし待て」

　それだけ言ってきびすを返した刀火に代わって、綾峰が、

「賢夕。おまえには、兄君を害そうとした嫌疑が、かかっているらしい。そのために屋敷を改める。悪く思うな」

　丁てい寧ねいに説明すると、刀火に続く。そつのない言葉と振る舞いを背中越ごしに見ながら、刀火は微笑する。

　──なるほど。躾しつけのよさとは、悪くないものだ。

　刀火や綾峰の身分では、他者への配はい慮りよが必要なことが多い。しかし刀火は他者からの批判を気にする癖くせがない。そのために、配慮を欠くことが多々ある。だが綾峰はそれを自然とこなしている。

　寝殿の階をあがる刀火に、雅近と衛士府頭、衛士たちが続く。さらに綾峰が追う。

　衛士府頭が、

「賢夕の室と、純鉄の室。案内せよ！」

　と、押しの強いがらがら声で命じると、見習いの少年たちは飛び上がり、衛士たちを導いていく。刀火はまず、純鉄の室に踏ふみこんだ。

　純鉄が使っている場所は、蔀しとみと御み簾すで仕切られた、小さな廂ひさしの間だった。せいぜい五歩で、室を横切れる。硯すずりと絵筆、紙の束。そんなものが乱雑に隅すみに押しやられ、小さな衣装箱が一つあるきり。衛士たちは衣装箱を容よう赦しやなくひっくり返し、積み重ねられていた紙束も、ばらばら床ゆかに散らす。

　描かきかけの絵などが多数あったが、とくに変わった絵はない。

　次に、賢夕の室へ向かう。

　絵筆は綺き麗れいに洗われ、大きさの順番に、丁寧に並べて干してある。絵を入れているのだろう、薄うすい引き出しが積み重なった家具には、手て垢あかも埃ほこりもついていない。丹たん念ねんに磨みがかれて、木地が黒光りしている。

「どこかの姫ひめ君ぎみは、見習うべきだな」

　刀火が呟つぶやくと、後ろにいた雅近が笑った。

「姫君は、あの乱雑さが味ですよ」

　整った室内を、衛士たちは容赦なくひっくり返す。引き出しは全て開けられ、中にしまわれていた絵が引っ張り出されて床に散る。花の絵、春の東山の景色。特に怪あやしげな絵もなければ、鬼おにの右みぎ腕うでもない。一枚だけ、ぞっとするような冷ややかさのある、小動物の骨を描いた絵があった。しかしそれには彩遊の署名があり、しかも、十年以上時が経たっているらしく、紙の端はしがよれて古びている。

　綾峰は床に散らばった絵の側そばに膝ひざをつくと、ざっと一ひと渡わたり見回し、眉まゆをひそめる。

「兄君。怪しげなものは、見あたりませんが。いったいなにを、探しておいでなのですか？」

「成る絵。もしくは、鬼の右腕」

　その言葉に、綾峰がぎょっとしたような顔になる。

「成る絵？　千樹姫ひめしか描けない、絵ですよね。それに鬼の右腕とは？」

「千樹以外に、成る絵をものする絵師がいる。その絵師が、わたしの中にある、魔ま王おうの種を揺ゆさぶる絵を描いた。鬼の右腕の絵だ。そして鬼の右腕は、なぜか魔ま力りよくを強めている。何者かが、わたしの中の魔王を揺さぶり、またわたしを狂きよう乱らんさせ、立場を危あやうくしようと画策している」

「鬼の右腕。わたしが……」

　曉宮から、鬼の右腕を持ち出したのは綾峰だ。そしてそれを、誰だれともわからない者に渡わたしてしまったのも、彼だ。

「……申し訳ありません。兄君、わたしが」

　恥はじ入るように、綾峰が唇くちびるを嚙かんだ。今までの彼では考えられない言葉に、雅近は怪しむように眉をひそめた。だが刀火は弟御子の変化を感じ取っていた。彼の中に一つの芯しんが通ったことで、若い芽のように、彼は着実に変わりつつある。

「終わったこと」

　さらりといなすと、綾峰の方は納なつ得とくいかないとばかりに立ちあがり、急せき込んで言う。

「しかし、これは全てわたしの責任！」

「この場で、わたしに嬲なぶられたいか？　綾峰。だが、おまえを嬲っても、わたしの溜りゆう飲いんが下がるだけ。何も変わらない。そんな無む駄だはやる気が起きない。それよりも、後こう悔かいしているならばわたしを手伝え」

　四角四面な綾峰の思考に呆あきれながらも、刀火は懐ふところから参を摑つかみ出す。

　綾峰は少しばかり驚おどろいた顔をしていたが、すぐに表情を引き締しめる。

「わかりました、兄君」

　刀火は雅近と綾峰、そして衛え士じ府ふの頭かみに目配せした。

「三人とも、建物から、衛士を含ふくめた全すべての人間を庭に連れ出せ。法術で探さぐる邪じや魔まになる」

　命じられると、三人はすぐさま動いた。

　三人が全ての人間を連れ出したのを見計らい、刀火は、束で摑んでいた参を宙に投げあげ「参・索」と唱える。

　人の形に切り抜ぬかれた紙人形は、意志あるように、一いつ斉せいに四方へ散った。

　──索。索。

　首に連なる珠たま飾かざりを手に取ると、指に絡からめ、前日にやった法術を、同じように繰くり返す。無数の指と目で、建物の隅すみ々ずみまで、床ゆか板いたの隙すき間ままで、するすると入り込み探る。

　複数の視線が見せる映像が、頭の中で乱らん舞ぶする。と、その映像の一つが、ちかりと光る。違い和わ感かんの合図だ。

　刀火は無数の映像の中から光ったものを、頭の中で拡大する。

　それは暗くら闇やみに押しこめられている、白い紙束だ。その手て触ざわりを改める。その場所は、床板と家具の隙間だ。

　目を開けると、自分の真横、数歩の所にある、絵を収める家具に気がつく。

「これか！」

　珠飾りを指から抜くと、屋敷内に乱舞していた参が、一斉にぱさりと落ちる。

　刀火は家具に近寄ると、手前に強く引き、力任せに横よこ倒だおしにした。

　家具が置かれていたその場所に、紙がきっちりと並べられている。几き帳ちよう面めんに、みっしりと。

　寒かん椿つばき。丸まった、三み毛け猫ねこ。転がった絵筆。雪景色。どれもこれも繊せん細さいな筆ひつ致ちで描かれており、そしてどれもこれもが、成っていた。

　寒椿は、あるかなきかの風に揺れ、やわやわと首を揺らし、その紅の色合いすらも、太陽の光を受けてつやつやと光こう沢たくを変化させる。三毛猫は大きく欠伸あくびをし、ぶるりと背を震ふるわすと、その背中の細い毛が、ざわっと動く。雪景色に描かれた杉すぎの枝からは、積もった雪がぱらぱらと舞まい散り、そして日の光が、その枝葉の影かげを雪面に落として揺れる。

「成った絵」

　刀火はそれをざっとかき集めると、室を出て階を下りた。

　雪に覆おおわれた庭の真ん中で、賢夕は、左右から衛士に腕うでを取られつつも、落ち着き払はらっている。流る浪ろうの武辺の者のような、険しい、冷静な表情もいつものとおり。その周囲に、衛士府頭と、雅近、綾峰がいる。そして後から追いついてきたらしい、幻繕法術士の姿もあった。

　刀火が階を下りると、真っ先に幻繕が近づいてきた。

「御法。寝ね坊ぼうだな」

　冷たい目で見おろすと、幻繕は顔を歪ゆがめた。

「年寄りをいたぶるものではないぞ、宮よ。索を行ったのか？　して成果は」

「これだ」

　突つき出して見せると、幻繕がおっと声をあげる。

　刀火は幻繕の傍かたわらを抜け、賢夕の前に向かった。

「賢夕。これがおまえの室に、隠かくしてあった」

　突きつけられた数枚の成る絵を目にして、賢夕の目が大きく開く。

「これは成っているのですか？　なぜわたしの室に、このようなものが」

「おまえが、描いたのではないのか？」

「知りません。わたしでは、ありません。何者かが、わたしの室に隠したのでは。わたしを陥おとしいれるために」

「本当に、覚えがないか？」

「ありません」

「では鬼の右腕は、隠し持っていないのか？」

「そんなものは持っておりません」

「探すぞ、賢夕。今度はわたしのみならず、幻繕御法とともに、徹てつ底てい的に探す。それでも良いか。屋や敷しきの中、あるいは祭司寮りようの室。おまえに関かかわりがある、ありとあらゆる場所を探すぞ。そこに鬼の右腕が、ありはしないのか？」

「はい。絶対に、見つかるはずはありません」

　自信に満ちて、賢夕は、真っ直すぐ刀火を見つめる。

「お調べ頂いて、構いません」

　賢夕の言葉は、自信に満ちている。

　──なるほど。

　刀火は、手にしていた成る絵を懐に収めた。そして、

「しかし残念なことに、成る絵が見つかった。様々に聞きたいことがある。特に鬼の右腕の件に関してはな。それ故ゆえに、この場で捕ほ縛ばくを命ずる。衛士府頭、賢夕を捕縛せよ！」

　命じると、衛士が賢夕の体を引っ張り、刀火から引き離はなして歩かせた。腕の痛みにか、賢夕が顔をしかめた。その時。

「待ってください！」

　門から駆かけ込んできた青い狩かり衣ぎぬの少年が、必死の声をあげた。純鉄だった。捕縛のために衛士を向かわせたにもかかわらず、入れ違ちがいになったのか。そしてあろうことか、そのすぐ後ろから駆けてくるのは、千樹だった。




　　　　○




　純鉄と共に常宮を出て、賢夕の屋敷へ向かった。牛ぎつ車しやを仕立てるにはどうすれば良いのか、段取りも知らない。しかも準備の暇ひまも惜おしいので、二人は徒歩で行くしかなかった。

　雪道は踏ふみ固められていて足を取られることこそなかったが、逆に滑すべりやすく、千樹は二度ほど尻しり餅もちをついた。

　屋敷に近づくと、近辺の屋敷の使用人たちが道に出いで、賢夕の屋敷の方を窺うかがっている。大勢の衛士が馬で押し入ったのだ。何事があったのだろうかと、不安げだった。

　そんな野や次じ馬うまの前を駆け抜けて、門に入った。その途と端たんに、刀火の声が聞こえた。

「様々に聞きたいことがある。特に鬼おにの右みぎ腕うでの件に関してはな。それ故に、この場で捕縛を命ずる。衛士府頭、賢夕を捕縛せよ！」

　その声を耳にして、純鉄は千樹を引き離して、庭の中央へ駆けた。

　──賢夕先生を捕縛!?　まさか。

　信じられなかった。苦しい息の下で唾つばを飲みこみ、千樹は純鉄に追いつこうと速度を上げた。

「待ってください！」

　必死の声で純鉄が叫さけぶ。千樹は彼に追いつくと、純鉄をなだめるようにその袖そでを強く引いた。

「純鉄、落ち着いて！」

　しかし純鉄は聞いていない。

「鬼の右腕とは、なんのことですか!?　なぜそれで賢夕先生が捕縛されるのですか!?」

　純鉄は肩かたで息をしながら、賢夕と刀火を見比べて、睨にらみつける。すると、

「賢夕は、鬼の右腕の在りかを知っている可能性が高い。だから、ちょっと来てもらうのさ。なに素す直なおに話せば、手て荒あらなまねはしないよ」

　雅近が肩をすくめ、冗じよう談だんめかして答える。しかし純鉄は握にぎった拳こぶしを震ふるわせ、怒いかりに顔を赤くする。

「賢夕先生を尋じん問もんするのですか!?　先生が、そんなものの在りかを、知っているなどと思うのですか」

「可能性は、最も高いじゃろうな」

　幻繕の呟つぶやきが、決定打だったのか。いきなり純鉄は千樹に向き直ると、千樹の背後に回りこんで羽は交がい締じめにした。そして懐ふところに入れていた小刀を取り出すと、千樹の喉のど元もとに突きつけた。

「純鉄!?」

　千樹は視線だけで、背後の純鉄の表情を探る。余よ裕ゆうの無い表情と、息いきづかいだ。

「みんな動くな！」

　千樹を羽交い締めにして背後に引きずり、純鉄は、これ見よがしに千樹の喉元に刃やいばを押しつけた。

　庭先にいた刀火と雅近、綾峰。さらには衛え士じ府ふの頭かみ、衛士たち。皆みなが身構えた。衛士府頭が、ぎゅっと目を剝むき、爛らんと光る目玉で腰こしの太た刀ちに手をかけた。雅近も目を細め、構える。

　刀火が、訝いぶかしげな表情のまま腰の黒鞘さやにそっと触ふれつつ問う。

「純鉄。なんの真ま似ねだ」

　怒おこるでもなく焦あせるでもなく問う声に、純鉄は何度か喉のど仏ぼとけを上下させ、かすれた声で答える。

「曉宮様。鬼の腕は俺が……、俺が鬼の腕を持っています」

「純鉄!?」

　啞あ然ぜんとしていた賢夕は、正気づいたように声をあげた。

「なにを言っているのだ、純鉄!?　鬼の腕をおまえが!?」

「俺です。俺なんです、先生」

　賢夕に向かって、純鉄は、訴うつたえるような必死の目だった。

　二人の視線が暫しばし絡からみあい、戸と惑まどったように賢夕が呟く。

「おまえなのか？」

「……はい」

　呻うめくように苦しげな純鉄の答えに、賢夕は首を振ふって愛まな弟で子しから目を背そむけた。

「なんということだ」
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　視線をそらされた瞬しゆん間かん、純鉄はきゅっと口元を引き結ぶ。

　──そんなことって……。

　賢夕と純鉄。二人しか、曉宮に成る絵を持ち込めないのだから、彼らが持ち込んだ可能性があると、千樹は進言した。それしか考えられなかった。

　だがそんなはずはないという思いも、強かった。

　しかしやはり、事実、純鉄が鬼の右腕を持っているのだという。

　ということは、鬼の右腕の成る絵を描えがいたのも、純鉄か。

　──でも、まさか。

　その告白がにわかに信じられないのは、純鉄が、綾峰をそそのかし鬼の腕を手に入れる理由が思いつかないからだった。

　それでも純鉄ならば、一連のことは可能だ。となれば、純鉄は成る絵を描いたということ。

　──正道の絵師である賢夕先生を尊敬している純鉄が、なぜ。

　懐に右手を入れ、参を取り出し構えをとりながら、刀火が訊きく。

「ではその鬼の腕、どこにある？　純鉄。なんの目的でそれを手に入れた？　そしてあの雪の中で見つかった人の右腕は、誰だれのものだ？」

　綾峰が、鬼の右腕を予言と交こう換かんした場所には、人間の右腕が斬きり落とされて、残されていた。その右腕の主は、わからずじまいだ。

　──そうだ。あの人の右腕の意味はなに？

　千樹を引きずるようにして、じりじりと純鉄は後あと退ずさる。刀火の質問に答える素そ振ぶりはない。周囲に目を走らせ、この不利な状じよう況きようをどうやって切り抜ぬけようかと探さぐっているばかり。千樹を羽交い締めにした腕にも冷や汗あせがにじみ、息づかいは荒あらい。

「純鉄。逃にげられやしないから、やめて。下手をしたら殺される」

　首を捻ひねって背後の彼を見やると、純鉄は目をせわしなく動かしながら、唸うなるように答える。

「黙だまっていろよ」

　言いながら、純鉄は再び賢夕の方へ視線を向けた。師し匠しようが絶望したように顔を伏ふせているのを目にし、純鉄は思い切るように声を張った。

「馬を持ってこい、早く」

　雅近がさらに身を低くし、太刀の刃を鞘からわずかに覗のぞかせ、今にも斬りかかろうとする様を見せる。と、刀火がその前に立ちはだかる。

「よせ、雅近。千樹が傷つく」

「殺すほどの時間は与あたえませんよ、多少、傷は負うかもしれませんが」

「千樹に傷一つつけるな！」

「しかし」

「純鉄も殺すわけにはいかない。あれが、鬼の右腕のありかを知っているというのが、本当ならばな。衛士府頭。馬を準備せよ、わたしが命じる」

「曉宮様。要求を吞のまれるので!?」

　熊くまのような髭ひげ面づらが吠ほえたが、それに刀火は鋭するどく命じる。

「命じると言っている。衛士府頭、従え！」

　その目配せになにかを感じたのか、衛士府頭は不承不承に頷うなずくと、庭にいた衛士に目顔で合図を送る。忌いま々いましげに雅近は、純鉄を睨む。その間に馬が用意された。馬は純鉄に向かって、ゆっくり歩くように轡くつわを放された。

「姫ひめ君ぎみ」

　綾峰は、不安げに呟くが、どうしたらよいのか分からないらしく、立ち尽つくしている。

「どうするつもり、純鉄？」

「逃げる。決まってるだろう、おまえは人ひと質じちだ」

　純鉄は千樹を羽交い締めにしたまま、近づいてきた馬の前に立ちはだかった。馬は通せんぼされて戸惑ったらしく立ち止まる。純鉄は千樹に刃を突つきつけて、馬に乗れと命じた。

　なんとかできないものかと、千樹は一いつ瞬しゆんためらった。だが衛士たちも、刀火たちも、ただ二人を見守る素振りだ。

　──なにか方策は？

　刀火を見やる。刀火はこちらを見ている。その目が意外に落ち着いているのが分かり、千樹は悟さとった。

　──おとなしく従えと言ってる。なにか考えがあるんだ。

　千樹は這はい上がるようにして鞍くらに乗った。純鉄は、間をあけずに飛び乗る。片手で手た綱づな、片手の刃を千樹の胸むな元もとに突きつけ、純鉄は馬の腹を蹴けった。

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに馬が嘶いななき、駆かけだした。がくんと千樹の体が前後に揺ゆれ、跳はねるように躍やく動どうする馬の首にしがみつく。

「道を開けろ！」

　純鉄が叫ぶと、庭にいた衛士たちが馬の進路から散る。

　門まで真っ直すぐ開いた空間に、純鉄は馬首を向け、馬を駆けさせた。

　それを見て、刀火は懐から参を摑つかみ出すと、身を低くし、馬を追うように駆ける。

　馬が門を突とつ破ぱしようとする瞬間、刀火は馬との距きよ離りをぐんと縮め、そして手にした参を構え、それを放とうとした。

　しかし、その直前に門前にひょこりと飛び出してきた人ひと影かげに、純鉄は驚おどろき、咄とつ嗟さに馬の手綱を引き絞しぼった。馬が竿さお立だちになり、前足が宙を搔かく。

　全身が乱暴に振り回され、千樹が悲鳴をあげる。と、純鉄と千樹、二人の体が、同時に馬の背から離はなれていた。

　──落ちる！

　落下の恐きよう怖ふに目を閉じたが、衝撃は、思ったほどではなかった。弾だん力りよくのあるものに包まれるように背中からぶつかったと思うと、くるりと体が回転し、上も下も分からなくなってから、顔に雪の粉が散りかかってきた。そして止まった。

「曉宮様！」

「姫君！」

　悲痛な衛士府頭と雅近の声と、綾峰の声が聞こえた。

　千樹は、はっと目を開けた。すると驚くほど近くに、刀火の緑がかった瞳ひとみがあった。雪の上に倒たおれ込んだ刀火の上にどっしりと乗っている自分を発見し、千樹は目を丸くした。

「なにしているの、あなた!?」

「それはこちらの言い分だ。わたしの上に乗って、なにを、とぼけたことを言っている」

　指し摘てきされ、千樹は跳ねるようにして飛び起きるが、足がもつれて雪の中に尻しり餅もちをつく。

　馬は門の向こうへ駆け去ってしまったが、千樹と同様に馬から投げ出された純鉄は、雪の中で呻いていた。そこへ衛士たちが駆け寄り、三人がかりで後ろ手に押さえつけた。

　刀火は身を起こし、衣ころもから雪を払はらい落としているが、それに向かって雅近と衛士府頭が、泡あわを食ったように馳はせ寄ってくる。どうやら馬から放ほうり出された千樹を、刀火が受け止めてくれたらしい。千樹は意外な思いで、しかし心から素す直なおに感謝して、

「あ、ありがとう」

　と口にした。そのまま雪面に叩たたきつけられていたらと思うと、ぞっとする。すると刀火は千樹の手を引き、立たせる。

「宮様、なんたる無む茶ちやをなさる!!」

　我が慢まんの限界といった様子で、衛え士じ府ふの頭かみが顔を真っ赤にして怒ど鳴なり、雅近も同様に、

「怪け我がでもなさったら、どうするおつもりで!?」

　と、目を三角にするが、刀火は艶えん然ぜんと笑い、千樹の腰こしを抱だくようにして引き寄せた。

「あの程度で怪我など負うことはない。わたしがかすり傷を負ったにしろ、むしろこれの体に傷がつかない方が大事」

　と、いかにもな台詞せりふを口にした。すると人の良さそうな髭面の衛士府頭は、

「曉宮様は、なんと、姫君を慈いつくしんでおられるのか！」

　と感かん涙るいの涙なみだを浮うかべたが、雅近はしらけたような目で肩かたをすくめ、「宮様の方が大事です」と、口の中で不満げに呟つぶやく。

　──この人、なんのつもりでこんなこと言うのかしら？　本当に。

　七夜を延期していても、仮かり妻づま候補の姫君を慈しむ猿さる芝しば居いは、もしや常宮内で流る布ふしている、刀火に関する変態の噂うわさを打ち消すための美談作りかとも思った。

　だが助けられたことには変わりないので、千樹はとりあえずおとなしくしていた。うっかり「好き」と告白したばかりに、刀火の、芝居か本気かわからない慈しみに触ふれると、猛もう烈れつに恥はずかしい。自分の恋こい心ごころに当てつけて、からかわれているような気がしてしまう。

　綾峰は千樹の無傷を確かく認にんして安あん堵どの表情を浮かべるが、刀火の態度を目にして、千樹を見つめることすらも諦あきらめたように視線をそらす。

　純鉄は、落馬の衝撃で朦もう朧ろうとしているらしかった。衛士に押さえこまれても、ぼんやりとした表情だ。

「もうすこし、ましな方法で馬を止めようとしたが、邪じや魔まが入った」

　と言うと、刀火は門の方へと視線を動かす。

　そういえば、突然門前に飛び出してきた人影を避よけようとして、純鉄は馬を操あやつりそこねたのだ。そしてその邪魔な人影は、門の下に、ぶくぶくに太った三み毛け猫ねこを抱かかえて、腰を抜かしてぺたりと座りこんでいた。

「彩遊先生!?」

　千樹はすぐさま、へたりこんでいる師匠の元へ駆けた。

「先生!?　なんでこんなところに!?」

「せ……千樹？　い、いい、今。今。馬に……馬に、蹴られそうに……」

　馬の蹄ひづめにかかる寸前だった彩遊は、涙目だ。抱えている三毛猫のぷくが、あまりにもきつく抱きしめられるので、みぎゃみぎゃ鳴いて、助けを求めている。

「ああ、蹴られかけましたね。でも、よかったですね。蹴られてたら命がなかったかもしれませんけれど、大だい丈じよう夫ぶです。先生は立派に生きてます。そしてなんで、こんなところにいるんですか？　こんなところにいなければ、蹴り殺される心配もないのに」

「あ、ああ。絵師仲間の一人が、賢夕さんの屋や敷しきに役人がなだれ込んできたとか、捕ほ縛ばくされたようだとか、なんとか。そんなことを知らせて来たから、心配で。急いで来てみたら」

　ぷくを抱きしめながらよろよろと立ちあがろうとするので、千樹は肩を支えてやった。

　刀火は彩遊と千樹、朦朧としている純鉄、そして衛士に押さえこまれ、事の成り行きを啞然と見守っている賢夕を順じゆん繰ぐりに見ると、最後に、雅近に命じた。

「ちょうどいい。そこの彩遊も一いつ緒しよに、絵師どもをまとめて、常宮に連れて行け。それぞれに聞きたいこともある」

「承知しました」

　刀火と雅近の声に、彩遊は視力の弱い目をきょろきょろさせた。

「高月様と、刀火法術士？　そうだ。どうして千樹も、ここにいるんだい？」

　人よりも、三拍ぱくほど遅おくれて事態を理解したらしい彩遊に、千樹はため息混じりに答えた。

「いろいろ複雑すぎで簡単に説明出来ませんから、行きましょう。常宮へ」







「すみません。すみません。すみません。無礼をお許しくださいませ」

　曉宮で、千樹の師し匠しよう・彩遊は、干ひ物もののように平べったくなって頭をさげていた。

　賢夕の屋敷から帰った刀火は、雅近と綾峰、さらに千樹と彩遊を、曉宮の、自分の居室へ導いた。そしてわけがわからないまま曉宮に連れてこられた彩遊は、まず、刀火の本当の身分を教えられた。

　千樹のお守もり役の法術士と名乗っていた刀火が、実は曉宮その人であったと知ると、彩遊は抱えていた三毛猫ぷくを放り出し、這いつくばったのだ。

「さあ、どうするか？」

　嬉うれしげに刀火は扇おうぎを弄もてあそびつつ、にやりと笑って彩遊の頭頂部を見つめている。

「兄君……」

　室の端はしっこにいる綾峰が、呆あきれて軽く責めるように呟く。が、もちろん刀火は、そんな気弱で、やんわりとした窘たしなめかたをされても、聞く耳はない。

「あ～な～た～ね～」

　千樹は心の底から呆れて、上うわ目め遣づかいに刀火を見やる。

「自分で噓うそをついて先生を騙だましておいて、その態度はないでしょう！」

「千樹！　お願いだからおとなしくしておいで！　首が飛ぶよ、首が！」

　彩遊は飛びあがって、千樹の水すい干かんの袖そでを引っ張った。

「大丈夫だ、彩遊。七夜が延期中とはいえ、千樹姫ひめは曉宮様の仮妻だ。ちょっとやそっとじゃ、首なんか飛ばない」

　刀火の脇わきに控ひかえる雅近が、笑いを堪こらえながら教えると、彩遊の目が点になる。

「七夜？　仮妻？　千樹、君。曉宮様にお仕えするっていうのは、そういう意味なのかい？」

　全力で否定したいところだったが、実際、七夜のうちの六夜までも順調にこなしているので否定出来ない。しかも千樹は仮妻になってもいいと、口にした。七夜が延期中の宙ぶらりんの仮妻候補とはいえ、そのとおりだ。

　しかも千樹は、刀火に「好き」などと言ってしまった。恥ずかしくて、もじもじしながらも認めるしかない。

「……は、はい。それは、その、そうなってしまった……みたいな、気が、します……」

　と答えた語ご尾びが、苦く悩のうのために呻うめき声になる。

　すると彩遊はあらためて千樹を見あげ、瞳にじわりと涙を浮かべた。

「よかったね、千樹。君のようながさつな女の子が、曉宮様に見み初そめられ、仮妻になれるなんて。ああ、けして御ご前ぜんで絵を描えがいてはいけないよ。あのとり散らかった様は、曉宮様にはお見せしない方が賢けん明めいだから。とにかく素すの様子は隠かくしておいで」

　すると刀火が、曉宮らしい鷹おう揚ような笑え顔がおで言う。

「心配ない、彩遊。姫のことは体のほくろの数まで知ってる。その上で仮妻にと望んだ」

「本当に、ありがとうございます。曉宮様。なんといいますか、がさつで、気の強い娘むすめですが、心根は真っ直すぐな、わたしには可愛かわいい弟で子しです。どうか末永くお願いします」

　改めて、深々と頭をさげた彩遊の目には、うっすら涙が光っている。

「それで、あの、わたしへのお仕置きは……」

　彩遊は、恐おそる恐る訊きく。

「仮妻の師匠たるおまえを、無礼なふるまいをしたかどで、罰ばつしようとは思わない。まあ、わたしも噓をついたのだから」

「最後にさらっと言ったことが、一番の原因でしょ」

　千樹の苦情には耳を貸さないつもりらしく、刀火はさらに、にこやかに彩遊に問いかけた。

「しかし兄弟子捕縛の報を耳にして屋敷に来るとは、なかなか兄弟子思いだな、彩遊。二人は、仲が良いか？　楽にしろ。顔をあげることも会話も許す」

　楽にしろと言われても緊きん張ちようするのはどうしようもないらしく、彩遊は改まって座り直し、

「賢夕さんとは、幼い頃ころより、ともに師匠の元で修しゆ業ぎようしたものですから。賢夕さんが常宮のお抱え絵師に成られてから、お互たがい忙いそがしくて疎そ遠えんにはなりましたが……」

　と、そこまで口にすると、沈ちん痛つうな表情で口をつぐむ。

　賢夕は今、常宮内の衛士府にある仮かり牢ろうの前にいる。

　落馬の衝しよう撃げきで朦朧とし、ろくに受け答え出来ない純鉄は仮牢に入れられた。

　罪人を入れる牢は、常宮の外にある訣けつ所しよと呼ばれる衛え士じ府ふと衛え門もん府ふ、双そう方ほうが共同で運営する役所にある。しかし罪状の確定しない、一定身分以上の者は、罪状が確定するまで常宮内の仮牢に置かれるのが常なのだ。

　衛士府は祭司寮りようと似た造りだったが、廏うまやや刀とう剣けんを納める蔵、衛士が控えるための大屋根の建物などが付属しているのが特とく徴ちようになっている。仮牢は、衛士府の主要建物の最も奥、廏の裏側にあり、背後には杉すぎの木こ立だちが迫せまっている、暗くて冷たい場所にあった。

　そこに繫つながれた弟子を心配して、賢夕は今、冷え切った牢の格こう子しの前から動かない。

　純鉄が告白したことで、賢夕の嫌けん疑ぎは晴れたとはいえ、さすがに師匠だ。弟子の不始末と理解に苦しむ行動に、その場を離はなれられないのだ。

　その二人を見張るため、幻繕は衛士府に詰つめていた。しかし彼は、自分の操る参を仮牢に放ってそれを見張りとし、本人はぬくぬくと衛士府の中で暖まっているらしい。

　千樹も、賢夕と純鉄のことを思うと胸が痛む。

　なぜ純鉄は、綾峰をそそのかし、鬼おにの右みぎ腕うでを奪うばったのか。そしてどうやって、いつから、成る絵を描けるようになったのか。そしてなぜ刀火を狂きよう乱らんさせる必要があったのか。

　──絵師選定の時に純鉄が描いた絵は、成っていなかった。けれどとても、美しかった。曉宮を魅み了りようした。純鉄は、成る絵と成らない絵の、描かきわけが出来るの？　わからない事ばかり。純鉄が『自分が鬼の右腕を持ってる』と告白したって、何もわかってない。

　三み毛け猫ねこのぷくは、自由気ままにうろうろと、室のあちこちを嗅かぎまわっている。

「おまえはかつて成る絵をものしたが、賢夕は描いたことがあるか？　彩遊」

　刀火の問いに、彩遊は首を振ふる。

「いいえ賢夕さんは、正道の絵師なので」

「おまえは邪じや道どうの絵師か」

　斬きりこむような鋭するどい言葉に、彩遊は苦く笑しようして頷うなずく。

「はい、邪道です」

「賢夕はおまえが邪道であることを、なんと？」

「恐ろしいと、昔から。けれど成る絵をものするその腕うでは、素す晴ばらしいと認めるとも」

　そこで彩遊は、床ゆかに手をついて真っ直ぐ刀火の方へ顔を向ける。

「弟子のしたことの責任は、師匠にあります。それはわかっておりますが、どうか賢夕さんへのお咎とがめは軽くすむように、お願い出来ませんか、曉宮様」

「そうだな、おまえたち絵師が、その仲間で助け合えば可能か」

「どういうことでしょうか？」

「純鉄に、鬼の腕のありかと、雪中で見つかった、人間の右腕の持ち主の名を吐はかせろ。そしてそれらの理由も。そうすれば師匠である賢夕の罪は、軽くする。常宮お抱かかえ絵師の任を解く程度で、済ませる。純鉄に痛みを与あたえて吐かせることは可能だが、そんな方法はとりたくない。師匠の賢夕と協力して、純鉄を説得しろ」

　それは温情なのだろうか。なぜ刀火は、こんなことを言い出したのか。彼の冷たい表情からは、真意は汲くみ取れないが、悪い条件を突つきつけてきたわけではない。

「わたしに、できるか……」

　戸と惑まどう彩遊に千樹はにじり寄り、床についた彩遊の手を撫なでる。と、彩遊が不思議そうに千樹に顔を向けたので、力づけるように頷く。そして刀火に視線を向ける。

「やります。わたしも絵師ですから、先生と一いつ緒しよに。文句ないでしょう？　なぜこんなことをしたのか、純鉄から聞き出す。それでいい？　今の言葉、違たがえないと約束してくれるわね」

「約束しよう。おまえには、役に立ってもらうと決めたのだから」

　うっすら笑うと、刀火はぱちりと音をさせ扇を閉じた。

　刀火は昨夜、「わたしに仕えよ」と千樹に命じた。確かにそれは命令だった。

　千樹の「好き」という甘っちょろい感情に、彼は命令で応こたえた。彼がどんな気持ちで命令したのかはわからないし、千樹の気持ちをどう受け止めたのかもわからない。

　だがはっきりしているのは、千樹は、刀火に仕えることを認められたということ。そして刀火に仕えるからには、千樹は力を尽つくす必要がある。

　──これが、この人に仕えるということ。そして、この人を好きだと思ってしまった気持ちも、こうやって応えてもらうことが、妥だ当とうなんだ。

　自分が、そうありたいと決めたのだから、それは当然なのだ。

「それじゃ、行きましょ。彩遊先生」

　千樹が立ちあがると、彩遊は目を瞬またたく。

「どこへだい？」

「仮牢です。あそこに純鉄も賢夕先生もいるんですから、今すぐに行って、純鉄にきりきり吐かせて、この騒そう動どうを終わりにしましょう」

　鬼の腕のありかがわかり、それが刀火の元へ戻もどってくれば全すべては解決だ。鬼の腕を描き、それを成らせたのが純鉄ならば、純鉄さえ罰せられれば、刀火の中の魔ま王おうの種が蠢うごめくことはない。

　わからない事はまだ多いが、それも、純鉄さえ口を開いてくれればわかること。

　初っぱなから態度の悪い純鉄だったが、彼の素す直なおな感情表現は、素直な分だけ清すが々すがしかった。嫌きらいじゃなかった。彼がしでかしたことが、やむにやまれぬ事情があってなのであれば、刀火もそれをくみ、罰を軽くしてくれるかもしれない。

　千樹にはどうしても純鉄が、根っからの悪人に思えない。

「行くよ、行く。せわしないね」

　彩遊は改めて刀火に頭をさげると立ちあがり、室の端はしを嗅ぎまわっているぷくを捕つかまえ、千樹と供に室を出ようとした。向かうは衛士府の仮牢だ。

「夜にはこちらに戻れ、千樹姫ひめ。今夜、七夜を再開する。待っている」

　室を出ようとした千樹の背に、刀火の声があたった。

　千樹は驚おどろき、ふり返った。雅近は目を瞬く。綾峰の表情が強こわばり、刀火と千樹を交こう互ごに見やる。

「七夜だ、姫君。今夜でおまえは正式に、わたしの仮かり妻づまになる。仮妻にする。いいな？」

　仮妻にする。それは二度と、刀火の傍かたわらを離れない立場にしてくれるということだ。

　しかし刀火の表情には、甘さはない。雅近に対するときと同じように、淡たん々たんと、命令を下す顔だ。彼は千樹を仮妻とし、傍らに置き、全てを刀火のために捧ささげて仕えよと言っているのかも知れない。

　これは確かく認にんなのだろう。けして側そばから離れず、主従として、刀火の側に仕える覚かく悟ごがあるのかと問われている。

　千樹は、覚悟を持って頷いた。

「はい」

　刀火の冷れい徹てつさも、背負ったものも全て承知で千樹はここに帰ってきて、刀火を上主にするために力を尽くすと決めたのだ。

「はい。わたしは今夜、こちらに参ります。曉宮様」

　それは覚悟の言葉だった。それを受け止めるように、刀火は頷く。

「おまえを待とう。それでは行け。絵師の力に、期待する。純鉄から真実を引き出せ」

　釘くぎを刺さすように刀火が言う。千樹と彩遊の背を見送る瞳ひとみには、暗い輝かがやきがあった。

　──この人には、なにか考えがあるんだ。

　絵師たちを集つどわせ、彼ら自身で真相を暴あばかせようとするには、なにかしらの目もく論ろ見みが潜ひそんでいる。だが千樹にはまだ、彼の目論見はわからない。

　目論見があるとわかっていても、目論見を見み抜ぬけずに踊おどらされるのは間ま抜ぬけだ。しかし、これが今できる最善であると思えば、間抜けを覚悟で踊るしかない。

　──踊ってみよう、お望みどおり。そしてなにかを、あなたが見つければいい。

　千樹が踊ることで、刀火は何かを見つけるだろうという確信があった。




　　　　○




「七夜を再開すると侍じ女じよたちに知らせて、支し度たくを命じろ」

　千樹と彩遊が出て行くと、刀火はすぐに雅近に命じた。雅近は、一安心と言いたげな笑え顔がおで、立ちあがり出て行く。

　すると室の奥にゆったり座る刀火と、廂ひさし近くで、静かに端たん座ざする綾峰だけになった。

　綾峰は無表情を取り繕つくろおうとしていたが、伏ふせた視線が落ちる膝ひざ上うえの拳こぶしは、白くなるほどに握にぎりしめられている。視線をあげずに、綾峰が嫌いやみたらしく言った。

「おめでとうございます。兄君は今夜から、正式に仮妻を置かれるのですね。それは、わたしへの当てつけですか？　延期していた七夜を再開し、正式に仮妻にするということは、わざわざわたしを、あの人の近くにいられる立場にしておき、わたしの気持ちをかき乱し……」

　思わずのように恨うらみ言を口にした綾峰に、刀火はくすくすと笑いだした。その笑いに、綾峰がきっと視線をあげる。

「わたしがお側に侍はべるのが気に入らないのは、承知しています。しかし、ここまでわたしを愚ぐ弄ろうして、兄君は意地が悪い！　けれどわたしは兄君を跪ひざまずかせるために、けしてあなたの側を離はなれません。いつかあなたがひれ伏し、わたしに曉宮を譲ゆずると言ったあかつきには、この宮も、雅近も奪うばいます！」

　膝ひざ立だちになり、興奮し、雅近の立ち去った方向や、周囲をぐるりと指さした綾峰の態度を、刀火は微び笑しようで受け止める。

「ただし仮妻となられた姫君だけは、曉宮という身分に付属するのではなく、あなた個人に付属してしまう。わたしが曉宮になったとて、千樹姫はあなたのものだ。そうなれば、わたしは、あなたを亡なき者にしてでも姫君をあなたから奪います。曉宮でない、廃はい宮ぐうとなったあなたを殺しても、曉宮であるわたしには、さしてお咎めはないでしょう」

　低く、呻うめくような声は真しん剣けんだった。

「よい心構えだな、綾峰。わたしの背中から矢を射かけていたときに比べれば、格段によい」

　扇おうぎを、刀火は指で弄もてあそぶ。

「笑ったことで腹が立ったのなら、すまなかった。ただおまえが、あまりにも、いらぬ妄もう想そうを膨ふくらませているのがおかしかった。わたしはそこまでして、おまえを愚弄してやるほど、おまえを構ってやるつもりはない。千樹姫を仮妻とするのは、あれがわたしに仕えると言ったからだ。曉宮に置くには、仮妻にするのが最も安心で安全な方法だ。だから仮妻とする決意をしたが、けしておまえから姫君を徹てつ底てい的に奪うつもりはない。もしわたしが廃宮となった時は、おまえが、すんなりと姫君を手に入れる道は用意するつもりだ」

　綾峰が目を瞬く。興奮が一気に冷めたらしく、不可解げに小首を傾かしげる。

「それは、どういう意味でしょうか……」

「いずれわかる。それよりも今は鬼おにの右みぎ腕うでだ。違うか？」

　綾峰が顔色を変える。自分の責任で起こってしまった一連の騒動に、責任を感じている。こうやって己おのれの行こう為いの結果を見て、後こう悔かいする気持ちが生まれただけ、格段の進歩だ。

「千樹と彩遊が、なにを持って曉宮に帰ってくるのか、ゆっくりと待てばいい」

「なにを期待しておいでなのですか？　兄君」

「絵師としての判断力で、千樹はなにかを確信してくれるはず。それを期待している。彼女の確信がわたしの推測と同じであれば、きっと、問題は解決する」
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　斜しや陽ようが雪面を照らすと、きららかな橙だいだい色いろに世界が染まった。冬ふゆ枯がれの木こ立だちを背後に背負う仮かり牢ろうの影かげだけが、そのほんのりとした暗さをまとった輝きの中に、沈しずんでいる。

　仮牢は馬小屋のように横に長い簡素な造りで、床ゆか板いたさえも貼はられていない。馬立場のように区切られた牢が、十数個並んでおり、どれにも太い格こう子しが嵌はめこまれていた。

　今、仮牢に入っているのは純鉄だけのようで、仮牢の中は静かなものだ。

　並ぶ牢に面した細い土間の通路には、高い位置に小窓があり、そこから等とう間かん隔かくに、橙色の四角い光が凍こごえて固まった土間に落ちていた。その土間の通路の中央に、牢の格子を正面に見て、賢夕が端座していた。

　純鉄は意識を回復したらしく、格子を挟はさんで師し匠しようと向き合っていたが、顔を伏せている。

「賢夕さん」

　出入り口に立った彩遊が呼ぶと、賢夕は疲つかれたような顔で振ふり向く。

　千樹は彩遊と供に仮牢内に踏ふみこむと、賢夕の傍らに立ち、格子越ごしに純鉄と向き合った。しかし純鉄は微び動どうだにせず、顔もあげない。若々しい野の狐ぎつねのような雰ふん囲い気きのある彼だからこそ、そうやって牢に繫つながれる姿は痛々しい。

「彼、純鉄君は、なぜ鬼の腕うでなんかを盗ぬすんだのか。理由を喋しやべってくれましたか？」

　猫ねこを抱だいたまま、彩遊が賢夕の隣となりにしゃがみ込むと、賢夕は沈ちん痛つうな表情で首を横に振る。

「なにも喋ってくれないよ。わたしにも。……どうしてかな？　純鉄」

　最後は牢格子の向こうへ投げかけられた言葉だが、純鉄は動かず、両りよう膝ひざの上に置かれた拳は、寒さのために凍こおったように青白い。

「寒そうだね。猫、抱くかい？　温かいよ」

　抱いていたぷくを、彩遊がぎゅっと格子に押しつけると、ぷくはもの凄すごく不ふ機き嫌げんそうな低い声で鳴いた。しかしそれでも純鉄が動かないので、彩遊は諦あきらめたらしく、

「じゃあ、賢夕さんに。賢夕さんも寒いでしょうから」

　と、無む理り矢や理りにぷくを押しつけようとしたが、ぷくはいきなり、シャッと鋭するどい声をあげ、彩遊の手から飛び出してしまった。

「ああ、ぷくっ！　これ！」

　仮牢の外へ飛び出したぷくを追って、彩遊が慌あわてて駆かけ出すと、賢夕は目を丸くした。

「なにをしに来た、彩遊は？」

　しみじみと、千樹は自分が一いつ緒しよに来て正解だと思った。彩遊一人では、純鉄に真相を聞き出すどころか、ここに来た目的を忘れてしまいそうだ。

「賢夕先生、すみません。あの彩遊先生が、逃にげた猫を捕つかまえられると思えないので、手伝ってあげてくださいませんか？　その間、純鉄はわたしが一緒にいてあげますから」

「ああ、そうだね。日も暮れかかっているし、猫が見つからないと、彩遊はべそをかきそうだ」

　苦く笑しようしながら賢夕は立ちあがり、「待っておいで、純鉄」と声をかけて出ていった。

　賢夕が出ていくと、千樹は賢夕のように格子の前に腰こしを下ろした。

　土間には、申し訳程度に菰こもがしかれていたが、底冷えはいかんともしがたい。千樹は両膝を抱かかえてちょこんと座ると、格子越しに純鉄を見つめた。

「ねぇ、純鉄。話してくれない？」

　賢夕に猫の捕ほ獲かくを頼たのんだのは、彼と二人きりになるためだった。もし彼が、己に羞はじるようなことをしていたのだとすると、尊敬する師匠の前では口にできないことも多いはず。

「鬼の腕、どこにあるの？」

　反応はない。それでも続けた。

「どうして鬼の腕なんか必要だったの？　常宮で見つかったあの人間の右腕は、誰だれのものなの？　教えてくれない？　のっぴきならない事情でそうしてしまったのならば、曉宮様だって、その事情をくんで、罰ばつを軽くしてくれるはずよ」

　手足の先が冷えてきて、高窓から射さしこむ斜陽に散る息は白い。ここにずっといる純鉄は、体の芯しんから凍えてしまっているだろう。

　辛しん抱ぼう強づよく、問いを続けた。

「純鉄。いつから、成る絵を描えがけるようになったの？　たくさん、賢夕先生のお屋や敷しきに隠かくしてあったようだけど」

　純鉄がいきなり顔をあげた。その眼めには驚きよう愕がくと、絶望の色がある。

「……成る絵？」

「知っているでしょう？　曉宮で絵師の選定があった時、曉宮様を狂きよう乱らんさせた原因の、成った絵があって」

「成った絵？」

　純鉄の目は、こぼれ落ちんばかりに見開かれている。

　この、心の底から驚おどろいている純鉄の表情は、なんだろうか。

　ここまできて、しらばっくれる必要は無いはず。彼は鬼の右腕を持っていると告白したのだから、今いま更さら、成る絵を描いて忍しのばせたことなど、誤ご魔ま化かしても仕方がない。

　──もしかして、成る絵があったことを知らない？　まさか、そんな。

　千樹は、はっとする。確かく認にんするように、千樹は言葉を重ねる。

「曉宮に忍ばされていた鬼の腕の絵は、成っていた。あれが原因で、曉宮様は狂乱した。あれを描いたのも、あなたよね？　あなたのはずよね？　だってあれは、鬼の右腕を目にしたことがある絵師でなければ、描けない。しかも成る絵をものする絵師でなければ。でも正道の絵師たる賢夕先生の弟で子しのあなたが、それをいつから描けるようになったの？」

　また純鉄は俯うつむいた。絶対に答えまいとするかのように唇くちびるをきつく嚙かむが、その途と端たんに、ぱたぱたと膝ひざの拳こぶしの上に涙なみだがこぼれた。

　──涙。

　驚き、思わず腰を浮うかせて格子に手をかけた瞬しゆん間かん、砕くだけた器うつわが時をさかのぼり、かちりと元の形に戻もどるように、千樹の中にばらばらに散らばっていた事実が、ぴたりと一つの形になった。

「あ……」

　呻くような声が、自然に口から漏もれた。呆ぼう然ぜんとしたが、格子を摑つかんだ手には力がこもる。

　──そうか、純鉄。

　自分が気がついた事実に驚愕し、動けなかった。だが暫しばらくするとやっと、格子を摑む手を離はなすことが出来た。千樹は立ちあがり、膝に涙を落とす純鉄を見おろした。

　刀火がなぜ彩遊と千樹に、純鉄から真相を聞き出せと命じたのか、その真意がやっとわかる。

　──多分、あの人は薄うす々うすわかっていたから、わたしに確かめさせようとしたんだ。

　暫くして、千樹は首を振り、静かに告げた。

「純鉄。わたしには、わかるよ」

　二度と顔をあげたくないというように、全身で拒きよ否ひする純鉄に背を向け、千樹は仮牢を出た。

　牢の周囲には人の気配がなく、彩遊と賢夕が、ぷくを追って、かなり遠くまで行ってしまったのがわかった。雪に残されていた足あし跡あとを追った。

　衛え士じ府ふの建物から少し離れた場所にある、おそらく武具庫と思われる小屋脇わきに、二人の姿を見つけた。賢夕が首根っこを摑まえたぷくを、彩遊が嬉うれしそうに受け取っている。やはり彩遊には、捕まえられなかったらしい。

「この子がいなくなったら、どうしようかと思いましたよ。ありがとう、賢夕さん」

「昔から好きだね、小動物が。この子も、描くかい？」

　呆あきれたように苦笑しながら言う賢夕に、彩遊は柔やわらかく笑え顔がおを返す。

「もう描けません」

「ああ、すまない。目のこと……つい忘れる。おまえのような天才が、描けないのか」

　残念というよりも悔くやしげに、賢夕は呟つぶやく。

「気にしていませんよ。描くことを離れ、ほっとしているくらいですから。でも賢夕さんに天才などと呼ばれると、面おもはゆい」

「わたしは、おまえの腕に、わたしが勝まさると思ったことは一度もないよ。いつも弟弟子のおまえが、羨うらやましかったよ。弟子にしても、……良い弟子を育てたのは羨ましい。わたしの弟子に、成る絵をものするような者はいない」

　心からの称しよう賛さんであることは賢夕の声こわ音ねからもわかるが、彩遊は一層照れたように、ぷくを抱だきしめて、はにかんだ笑顔になる。褒ほめられることが嬉しい子供のような姿は、彩遊が、賢夕のことを心から好いているのだと思わせた。

「絵を描く技わざがどうであれ、わたしは弟子が可愛かわいいです。良い弟子だと思います。けれど賢夕さん。純鉄君も、良い弟子のように思えます」

「ああ、そうだな。ある意味、とても良い弟子なのだ、彼は。わたしには過ぎるほどに」

　橙だいだい色いろの残照の中、二人の姿は右側半分だけが明るく輝かがやき、半分は影かげになる。光と影の拮きつ抗こうは、向かい合う二人の絵師の暗あん喩ゆのようだ。

「正道の、立派なお弟子さんですよ。所しよ詮せんわたしも千樹も、邪じや道どうです」

　照れを隠すように、彩遊が言う。

「邪道であれ、優すぐれていることに変わりはない。それは恐おそろしいものだが、それをものすることは、誇ほこれると思う。わたしはずっとそう言っているぞ、彩遊」

　賢夕と彩遊には、長い年月があったのだろう。絵師は七つ八つの頃ころから師し匠しように弟子入りし、その屋敷で暮らし、絵の基本を学んでいく。長年同じ屋根の下に住み、同じ道を志す同年代の少年たちの心の中には、友情や葛かつ藤とうが育っていくはず。それは生しよう涯がいにわたり互たがいを気にかける、友を得られることでもある。

　現実に彩遊は、賢夕が捕ほ縛ばくされたと耳にして、心配のためにひょこひょことやって来た。

　──わたしは彩遊先生のたった一人の弟子で、よかったのかもしれない。

　彩遊は、自分の憑つき物は落ちたと語った。憑き物が落ちてしまった彩遊は、そのぶんだけ冷静で、本来の優やさしさもいたわりも充じゆう分ぶんに弟子に注いでくれた。自分よりもまず、千樹のことを気にかけてくれる、まるで父親のようだ。

　けれど未いまだに憑き物に憑かれている賢夕は、どうだろうか。身寄りをなくした純鉄を弟子として養い、一人前に仕立ててくれる。根本的に優しさは彩遊と変わらない。けれど賢夕には、まだ絵が取り憑いている。

「彩遊先生！」

　千樹が呼ぶと、彩遊と賢夕が同時にふり返る。千樹は二人に近寄って、彩遊の袖そでを握にぎった。

「帰りましょう、先生。純鉄はなにも喋しやべってくれません。多分永久に、首を刎はねると脅おどしたって喋りません。だからここにいても無む駄だです、帰りましょう。曉宮様のことは、任せてください。あの人は、罪のない人が厳げん罰ばつを受けるようなことはしないです。絶対に」

　そこで千樹は賢夕にふり返り、深々と頭をさげた。

「賢夕先生。わたしは同じ、師匠を慕したう弟子として、純鉄の気持ちがわかります。わたしたちは帰りますが、できたら純鉄と一いつ緒しよにいてあげてください」

「言われるまでもないよ。弟子のしたことは、師匠であるわたしの責任だ」

「お願いします」

　今一度頭をさげると、千樹は彩遊の袖を引いて歩き始めた。彩遊は未練がましく、斜しや陽ようを背に受け、逆光のために影にしか見えない賢夕を、何度もふり返ってみていた。

「ねぇ、千樹。本当に大だい丈じよう夫ぶなのかい？　賢夕さん、純鉄君のしでかしたことの責任を負って、酷ひどい罰を受けたりしないかな？」

「ええ、保証します。賢夕先生は、純鉄の犯おかした罪で、罰せられることはありません」

　答えて唇を嚙み、千樹は自分を心の中で罵ののしった。

　──わたしは、噓うそをついていない。だけど先生を誤魔化してる。悪い弟子だ。

　しかし刀火の中にある魔ま王おうの種を鎮しずめるためには、鬼おにの腕うでに端たんを発する一連のことを、収束させる必要があるのだ。

　──わたしは彼に仕えると誓ちかったから。







　曉宮に帰ると、千樹は彩遊を、一いつ旦たん自分の屋敷に帰るように説得した。そして雅近に頼たのみ牛ぎつ車しやを用意してもらい、彩遊を送り出した。

　彩遊を送り出すと、千樹は刀火のいる室に向かった。そこには雅近とともに、幻繕法術士の姿もあった。綾峰も、室の端はしに控ひかえている。

「彩遊を屋や敷しきに返したとか？」

　脇きよう息そくを引き寄せて座り、刀火は微び笑しようで千樹を迎むかえた。ゆるりとした様は、優ゆう雅がな獣けものめいていて、今は緑の色が強い瞳ひとみが、一層怪あやしげで魅み惑わく的だ。

　面おも白しろがるような口調から、彼が、千樹の行動とその意味を見み透すかしているのだと悟さとる。

「彩遊を帰したということは、なにか純鉄から聞き出せたということか？」

「純鉄からは一言も言葉は引き出せなかったけれど、真相はわかった気がする。けれどそれが証明されるまで、けして無体な真ま似ねはしないこと。約束してくれる？」

　二人のやりとりに幻繕は、

「千樹姫ひめが純鉄の尋じん問もんに同行したとは聞いたが、なにをわかったというのかの？　法術で探さぐってみたが、わしも宮様も、鬼の腕のありかはわからんしのぉ。しかし宮は、なにか知っておられるのに、わしに教えなんだということかの？　その態度を見るに」

　ちらりと、不満げな顔を刀火に向ける。

「わたしには、なにもわからない。確信がない。だから、わたしの姫君に託たくしたまでだ。そして、我妻の見解は？」

　嘯うそぶくと、刀火は小首を傾かしげる。千樹は深くため息をつき、幻繕に向き直った。

「お願いがあります、幻繕様。ある人を捕縛し、仮かり牢ろうに入れてください。そしてその見張りには、幻繕様がついて頂きたいのです。その間になんとかして、その人が、一連の出来事を起こした者であるということを証明し、その原因であるものを暴あばきます」

「かまわんが、して、それは誰だれじゃ」

　一呼吸置き、千樹は告げた。

「常宮お抱かかえの絵師、賢夕先生です」







　六花　成る絵であばけ




　幻繕と綾峰、さらに雅近は同時に眉まゆをひそめる。刀火だけが目を細め、嬉しげに微笑した。

「よろしいのか、それで。宮？　わしにはまだ、確証が持てぬがの」

　確かく認にんするように幻繕が問うと、刀火は迷いなく命じた。

「よい。行け、御法。賢夕を捕縛せよ」

「宮がそう仰おおせならばのぉ、従うか」

　半信半疑、半ば大たい儀ぎそうに幻繕は立ちあがりかけたが、

「待て、御法。綾峰も共に連れて行け」

　刀火の言葉に、幻繕は眉まゆ尻じりを下げ、困ったような顔をする。

「宮よ。賢夕の屋敷に乗りこんだときから気になっておったが……。なぜ綾峰様が宮の近くにおいでじゃ？　綾峰様を、このようにお近くに置かれること、よろしいのですかな？」

「構わない。父上主も、綾峰がわたしに仕えることを、良きこととしてお認めになったらしいからな。御法、綾峰を連れて行け。御法の好きに扱あつかっていい、手足として使え」

「二に之の御み子こ様をですかの？」

　仰ぎよう天てんしたように綾峰をふり返る幻繕に、綾峰は軽く頭をさげ、立ちあがる。

「兄君の仰せの通り、使って構わない。ともに行く、幻繕御法」

「ほぉ、まあ。なにがあったかは知りませんが、お二人がそれでよろしいと仰せならばの」

　幻繕は綾峰を伴ともなって、室を出た。

　それを見送った雅近は、自分にもさっぱりわからないというように、肩かたをすくめる。

「で？　なんで賢夕が？　説明してください」

「よく気がついたな千樹。お利口なのを、褒めてやる」

　わざとらしく刀火が言うのが憎にくらしくて、千樹は奥歯を嚙かみしめた。

「気づくように仕向けたのは、あなた。いつから賢夕先生が怪しいと思っていたの？」

「賢夕と純鉄が怪しいからこそ、あれの屋敷へ乗りこんだことを忘れたか？」

「けれどそこで純鉄が、犯人は自分だと告白して、逃にげようとしたのに」

「師を庇かばってのことだろうと思った。あの時、賢夕が言い切ったからな。わたしが鬼の右みぎ腕うでを探すと告げたのに対して、賢夕は『絶対に、見つかるはずはありません』と」

　それを聞き、雅近が首を傾げた。

「それは身に覚えがなければ、当然じゃないですか？」

「見つからないと断言する前、成った絵を見せたとき、賢夕はなんと言った？　『何者かが、わたしの室に隠かくしたのでは。わたしを陥おとしいれるために』と言った。覚えていないか？　何者かが、自分を陥れようとした可能性もあると、自分で言った」

　そこでやっと、千樹はわかった。

「自分がはめられた可能性があるならば、鬼の腕も、自分の知らない間に、屋敷のどこかへ隠されたり持ち込まれたりしている可能性もあるはず。自分が陥れられた可能性に気がつくなら、そのことに考えがおよばないはずはない。そういうことなの？」

　雅近も、やっと頷うなずく。

「ああ、なるほど。見つからないと断言出来るのは、鬼の腕が、確実に見つからないと確信があるから。そうですね、曉宮様。確実に見つからないと断言出来るのは、逆に、鬼の腕がどこにあるのか知っているから」

「そうだろうと推察した。試ためしに参で探ってみたが、確かに鬼の腕は見つからなかった。あそこで本当に鬼の腕が見つかり、賢夕が心底驚おどろく演技でもすれば、わたしも騙だまされたかもしれない。しかし、これらはすべては、わたしの推測だ。確証がない。だから千樹に純鉄の様子を探らせた。それでおまえは、純鉄が賢夕を庇っていると確信したな？　なぜだ」

「何を訊きいても反応しなかった純鉄が、成る絵と聞いて反応したから」

　青白い、冷え切った拳こぶしの上に落ちた涙なみだを思い出し、胸が苦しくなる。

「成る絵と聞いたとき、純鉄が本当に驚いてて、絶望したような顔をしたからよ」

　賢夕が捕ほ縛ばくされようとしたあの時、純鉄は、成る絵があったとは知らなかった。彼はただ、鬼の右腕を盗ぬすみ隠し持っているのが賢夕だと疑われていることのみ、理解していた。

「あの人は成る絵を描えがく者は邪じや道どうだと思ってる。だから、賢夕先生のお屋敷でたくさんの成る絵が見つかって、その上、曉宮で見つかった絵が成った絵だったと聞いて、あれほど絶望した」

　座っている場所が、酷く冷たく感じる。

「純鉄は、その人の様子がおかしいと、薄うす々うすわかっていたはず。だから鬼の右腕の件を聞いて、咄とつ嗟さに、その人が犯人だと確信して庇った。でも、まさかその人が、成る絵を描くなんて思っていなかったはず。純鉄がそうやって絶対の信しん頼らいを置いてるのは、師し匠しようの賢夕先生しかいない」

　純鉄は常に、賢夕と行動を共にしているようだった。そうであれば師匠の行動の怪しさなどに、すぐ感づくはず。そして刀火が賢夕を捕縛するために現れたとき、彼は、賢夕に罪があることを確信し、そして身代わりになるために大だい胆たんな行動に出た。

　全すべて、尊敬する師匠を守るためだ。

　ただ賢夕が成る絵を描いたことは、知らなかったのだろう。

　純鉄が、正道の者であると一心に信じてきた師匠が、邪道の絵を描いた。それが衝しよう撃げきだったはず。だから彼は泣いた。身代わりになって罰ばつせられることよりも、そのことのほうが辛つらかったのだろう。自分の信じていたものが、打ち砕くだかれたのだ。

「彩遊先生のためならば、わたしも、できる限りのことをすると思うから」

「子し弟ていなればこそか」

　その声こわ音ねが、どこか寂さびしそうだった。自分と幻繕の、厄やつ介かいな師弟関係に思いを馳はせたのかもしれないが、彼はすぐに思考を切り替かえたらしく、考える表情になる。

「問題は、捕とらえた賢夕の口をどのようにして割らせるかだ。鬼おにの腕うでの力が強まっている。魔ま王おうの種を目覚めさせる鬼だ。それを隠し持っている者には、かなり強い影えい響きようを与あたえるだろう。鬼の影響下にある者が、問い詰つめた程度で口を割るはずはない」

「痛めつけても、無理ですかね」

　さらりと恐おそろしいことを口にする雅近に、千樹は眉をひそめた。

「やめてください、そんなこと。法術でなんとかできないものなの、あなた？」

「その存在を見つけ出すことができないのが、そもそも難題だ。見えなければ、法術は何ど処こへ向かって、何を放てばよいかさえ分からない。見えないものには、対処出来ない」

　──見えない？

　その言葉に、閃ひらめくものがあった。

　──見えないものを、見える形にして利用する。それは絵の魔力の根源。ならば。

「それならば、見える形にすればいいのね」

　千樹は鋭するどく、刀火を見返した。耳の奥に、純鉄が以前、嫌けん悪おをむき出して告げた『魔物』の声が蘇よみがえる。千樹は純鉄の嫌きらう邪道の者で、魔物に近づこうとしている。

　──けれども、純鉄。魔物だからこそ、魔物に魅み入いられた者を暴き出せるかもしれないの。

　自分が求めるものが魔物の衝しよう動どうで、自分がいずれ魔物と呼ばれようとも、それは力となる。

　魔物になること。それが一花を成すこと。純鉄の涙を見てしまったから、今なら言える。

　──魔物になる。だから、魔物と対等に戦える。

　必死で師匠を守ろうとする純鉄の気持ちは分かる。

　千樹とて、もし、彩遊が捕縛されかねないと分かれば、彼がどんな罪を犯おかしていようが、必死になって庇うだろう。

　だが彩遊は、弟で子しに罪を押しつけて、黙だまっている人ではない。

　賢夕はどうだろうか？

　冷たい牢ろうに座った弟子を前にしても、自らの罪を告白する素そ振ぶりがなかった。自分の身代わりとなっている純鉄を、そのまま、何くわぬ顔で犠ぎ牲せいにしようとしているとしか思えない。それが賢夕の意志なのか、それとも、鬼に魅入られたためなのか。

　純鉄が、命をかけて守ろうとした師匠は、そんな無む慈じ悲ひな人間なのか？

　千樹は違ちがうと確信する。

　あの素す直なおな純鉄は、山やま彦びこだ。投げかけられたものを、同じように投げ返そうとする。そうであるならば、賢夕は本来、けして弟子を見捨てることなど出来ない人のはずだ。

　罪を認めない賢夕は、鬼に魅入られていて、本来の彼ではない。

　賢夕の本来の心が、鬼に犯されている。

　──だから、暴あばき出す。賢夕先生を操あやつる、鬼を。

　鬼が賢夕を蹂じゆう躙りんしている。それは彩遊が蹂躙されたのと同じような気がして、怒いかりが湧わく。

「わたしが、見える形にする。絵札と同じよ。見えないものを見える形にして、利用する。それは絵の魔力の根源。見える形になったら、それをあなたが利用して。あなたの法術で」

　その言葉に、刀火は一いつ瞬しゆんだけ驚いた顔をしたが、すぐに納なつ得とくしたように頷く。

「いいだろう千樹。どうやってそれを見える形にするのか、腹案はあるか？」

「もし、わたしの想像が当たっているとするならば、見える形にできると思う」

　自分の想像の気味悪さに我ながらたじろぎ、言葉にするのがためらわれた。

　しかし賢夕が犯人だと確信した瞬しゆん間かん、千樹には、自分が描いた鬼の右腕がくねくねと動いていたその動きの意味と、雪の中に残されていた、人間の右腕の意味が結びついたのだ。

「とりあえず、描かせて」

　真っ直すぐ見つめると、刀火は千樹の瞳ひとみを見返す。

「信じよう。わたしの姫ひめ君ぎみを」

　言うと刀火の目が、千樹の背後に向けられた。

　簀すの子こに面した御み簾すの向こうは既すでにすっかり、陽ひが沈しずんでいる。その暗がりの中に、三人の侍じ女じよがひれ伏ふす。

「姫様の、七夜のお支し度たくに参りました」

　と、一人が告げると、刀火は口元に微び笑しようを浮うかべた。

「七夜の準備をして、また戻もどって参れ、姫君。最後の七夜を楽しもう」

　その言葉に、簀子でひれ伏す三人の侍女が、興奮気味の、嬉うれしそうな視線を千樹に送ってきた。侍女たちは七夜が再開され、最後の夜が始まるのが嬉しくて仕方ないらしい。




　　　　○




　日は沈み、夜が来た。しかし月が明るいので、自分の目の前に散る息の白さが見える。

　ここ数日、雪で荒あれる夜が少なくなった。月の明るい、静かな雪景色の夜が続くのは、春が近づく気配という。

「綾峰様。なぜ曉宮様にお仕えするなどということに、なったのですかの？　綾峰様は曉宮様を廃はい宮ぐうとなさりたいと切望しておられたはずじゃが」

　幻繕の背中を追っていると、背中越ごしに幻繕が問いかけた。

　綾峰は、腰こしに佩はいた不慣れな太た刀ちの重さと、滑すべりやすい雪道を歩むのに必死で、額にはうっすら汗あせを浮かべていた。それでも弾はずむ息の合間から、なんとか返事は出来た。

「今もそうだ。今でも、わたしは兄君を廃宮として、わたしが曉宮となりたいと思っている。兄君は、兄君が認める人間となれば、曉宮の地位を譲ゆずると言われた。だからわたしは、いずれ兄君をひれ伏させ、わたしこそ曉宮に相応ふさわしいと言わせて曉宮となるために、兄君に仕える。兄君の側そばで、あの方が認めるのはどのような人間なのかを見み極きわめ、そしてそうなるつもりだ」

「ほほぉ、それは、それは」

　からかうような、面おも白しろがるような声で言うと、幻繕はまた顔を前に向けた。

　目の前には、衛え士じ府ふの仮牢が見えていた。

　戸口にかがり火を焚たかれた仮牢は、重い影かげを引きずって、静かな気配をまとっている。はぜる松明たいまつの音と、不安定に揺ゆれる橙だいだい色いろの炎ほのおの明かりが、一層不気味だ。

　不ふ吉きつとも思われるその静けさと、堅けん牢ろうで無骨な造りの建物に、綾峰は怯ひるみそうになる。

　こんな場所に、綾峰は近づいたことがない。二に之の御み子こたる者が、こんな役所の、泥どろ臭くさい場所に近づくものではないと母君からは教えられていた。

　──それでも、わたしは行かねば。

　腰にある太刀は、数日前まで持ち歩いていた飾かざり太刀ではない。ずっしりと重量があり、刃やいばが鋭く、叩たたきつけるように振ふり下ろせば骨を砕くような代しろ物ものだ。その重さと鋭さを身につけている事にも、緊きん張ちようする。だがこれらのことに、慣れる必要があるのだろう。

　刀火は無む駄だなことはしないはずと、綾峰は知っている。悔くやしいが、長年、嫉しつ妬と混じりに見つめてきた兄の行動には、無駄がない。だからこうやって綾峰をこき使うのにも、必ず理由があるはず。綾峰はそれに従い、そして刀火の期待以上の何かを刀火に見せつけなければならない。

　──そうでなければ、わたしは千樹姫を手に入れることは出来ない。

　仮牢の前まで来ると、綾峰は表情を引き締しめ、先に中へ入ろうとする幻繕の肩かたを摑つかんで引きとめた。

「待て、幻繕御法。わたしが先に行く」

「なんですと？」

　不ふ審しんげな表情の幻繕の脇わきをすり抜ぬけ様、腰の太刀を抜き、言う。

「賢夕を牢へ入れる。しかしわたしはこのような荒あら事ごと、不慣れだ。もし賢夕が抵てい抗こうするようであれば、幻繕御法も助すけ太だ刀ちを頼たのむ」

　言いながら、薄うす暗ぐらく湿しめり気の多い仮牢へ踏ふみこむ。仮牢の通路には、等とう間かん隔かくに、油皿に火がともしてある。ひんやりとした空気が全身を包み、そして薄暗い中に座り続けている賢夕の後ろ姿が見て取れる。綾峰は下げ持っていた刀の刃を、いきなり賢夕の首の横に押しつけた。

　驚おどろきふり向く賢夕だったが、そこにいるのが綾峰だと知ると、困こん惑わくの表情を浮かべる。

「二之御子様？　これはいったい、なんのお戯たわむれで？」

　その反応に綾峰は、己おのれが舐なめられているのをひしひしと感じる。もしこれが刀火や幻繕であれば、賢夕もこんなふうに落ち着いてはいられまい。しかしだからこそ、こうやって相手の急所に刃を突つきつけることができたのかも知れない。

「立て、賢夕。純鉄の隣となりの牢へ入れ」

「なぜです!?　なぜ先生を！」

　牢ろう内にいた純鉄が、怯おびえた目をして青白い顔をあげた。

　幻繕が無言のまま、純鉄の隣にある牢の格こう子しを開けると、入れと目顔で促うながす。

「なぜ、わたしを……」

「答える必要は無い。入れ」

　綾峰がきつく命じると、賢夕は観念したように立ちあがる。賢夕がふっと息をついて顔を伏せた次の瞬間、幻繕が突とつ然ぜん、緊張した声を発した。

「綾峰様！」

　その声と同時に、顔をあげた賢夕は、右手で、己の首に当てられていた刃を鷲わし摑づかみにした。

「なに!?」

　驚きよう愕がくする綾峰に、賢夕が邪じや悪あくに微笑んだ。見たこともない、彼らしからぬ、歪ゆがんだ笑いと気配だ。

「ばれたのだねぇ、残念。残念」

「綾峰様、離はなれられよ！」

　幻繕の声に、綾峰は咄とつ嗟さに刀の柄つかから手を放し、背後へ跳はね飛んだ。

　幻繕が懐ふところから参を摑みだし、賢夕に向かって投げ打った。しかし賢夕は、握にぎった刃をそのまま一ひと振ふりし、飛来した参を全すべて斬きり裂さいた。と、思うと、幻繕の頭上をひらりと飛び、低い梁はりをぽんと蹴けり、松明の炎が揺れている出入り口へ向かって跳ちよう躍やくした。そのまま外へと飛び出す。

　人間にはあり得ない、身軽な猫ねこのような体術に、幻繕が呻うめき、綾峰は啞あ然ぜんとする。

「先生！」

　純鉄が、悲痛な声で呼ぶ。

　幻繕がすぐに戸口から外へ駆かけ出すと、綾峰もまた、彼らを追って駆け出した。戸口から外を眺ながめたが、賢夕と幻繕、二人の姿も気配も、かき消えたようになくなっている。

「どうすれば……」

　綾峰は迷った。おろおろと周囲を見回すが、指示を与あたえてくれる人はいない。

　迷い戸と惑まどい、唇くちびるを嚙かむ。

「先生！　先生！」

　牢の中からは純鉄の必死の声が聞こえる。彼は無実の罪で、あんな冷たい場所に繫つながれてしまっているのだと、綾峰もやっと理解する。

　──早く出してやらねば、気の毒だ。

　とりあえず牢の中に駆け戻ると、純鉄の牢の格子を開いた。そして、

「来るのだ！　わたしとともに！」

　命じると、後ろも見ずに駆け出した。純鉄が慌あわてふためいて追ってくるのがわかったが、ふり返るのももどかしく、前だけを見て駆ける。

　──曉宮へ戻り、賢夕が逃にげたことを知らせなければ。わたし一人では、どうにもできない。

　なにがどうなっているのか、綾峰にははっきりと理解出来なかったが、賢夕が逃げ出したことを、一刻も早く曉宮に知らせなくてはならないことだけはわかった。それが唯ゆい一いつわかったことなので、全力で駆け戻ろうとした。

　しかしはっと気がつき、一いつ瞬しゆんのためらいもなく方向を変え、衛士府へ向けて駆ける。

　──曉宮に知らせるべきだ。だが、わたし一人戻ったところで、なんの役にも立たないならば、衛士を連れて行けばいい！

　衛士たちがどれほどの戦力になるか心こころ許もとないが、綾峰一人よりは、ましだろう。

「純鉄、そなたは衛士府に留とどまり待っていろ！　安全になるまで、そうしろ。良いな！」

「しかし、綾峰様は」

　背後からついてくる純鉄が、不安げな、泣きそうな声をあげる。

「わたしは衛士を連れて曉宮へ戻る！　賢夕のことは任せろ。いいな、わたしに任せるのだ！」

　綾峰は、己の考えつく最善の策を選んだ。




　　　　○




　七夜の衣装は、妖よう艶えんな赤と黒だった。光こう沢たくのある無地の黒の袿うちきと、黒地に大だい胆たんな蝶ちようの地模様が描えがかれた袿を重ねる。蝶の地模様は、蠟ろう燭そくの明かりを受けるとほんのりと浮うかび、動きによって黒地の光沢に消える。ちらちらと、人を誘いざなうように蝶が羽ばたく様を思い起こさせる、なんとも魅み惑わく的な輝かがやきだ。そして下の薄うす物ものは赤。

　髪かみには飾りがない。そのかわりに、耳には、銀の微び細さいな細工の蝶の飾りをつける。

　妖艶な、誘ゆう惑わくしているような色を纏まとい、千樹は刀火の前に出た。

「これはこれは、そそられるねぇ。宮様が押し倒たおしたくなるわけだ」

　廂ひさしに控ひかえる雅近が、軽口を叩く。

「誰だれも、押し倒していない」

　室の奥から、刀火が不満そうに呟つぶやいたのが聞こえた。千樹は昨夜のことを思い出しそうになって、すこし動どう揺ようするが、気取られないように咳せき払ばらいする。

「雅近様。さっそくですが、東の対たいの屋やから、わたしの水すい干かんをこちらに持ってきてください。着き替がえます。こんな衣装じゃあ、なんにもできませんし」

「いいんじゃない？　またとんでもなく衣装を汚よごして、侍じ女じよたちに空想の翼つばさを与えてやれば。それはそれは、楽しい噂うわさで常宮は盛りあがるよ？　最後の七夜はど派手にやったらしい、とかね」

「雅近、参をけしかけられたいか？　千樹の衣装を持ってこい、今すぐ」

　刀火が、上うわ目め遣づかいに睨ねめつけながら口元で微び妙みように笑いつつ、低い声で命じた。

「残念ですねぇ」

　ぼやきながらも、雅近は千樹の衣装を取ってきてくれた。几き帳ちようの陰かげでいつもの水干姿に着替えを済ませると、絵の道具を目の前に並べた。

　毛もう氈せんの上には、両りよう腕うでを広げたほどの万ばん代だい上じよう白はく紙し。太いものから、細いものと順番に六本の線せん描びよう筆ふで。太さと毛流れの違ちがう彩いろ筆ふで、二十一本。硯すずり。岩絵の具を入れた白磁と、それを溶とかす白磁の小皿。膠にかわを溶かす溶よう燭しよく台だい。

　墨すみをすり、膠を溶かして岩絵の具と混ぜて数種の色を作り、白い小皿で並べた。

　紙を前に端たん座ざして、千樹は大きく息をつくと、刀火と雅近をふり返った。

「これから描くのは、鬼おにの腕うでと、その力を強くしていると思われるものなの。絵師の大だい禁きん忌き、一歩手前よ。だからあなたに、どんな影えい響きようがあるかわからない。わたし自身も、魅み入いられないようにしなくちゃならない。何事かあった時、あなた自身や、この絵から発する魔ま力りよくを封ふうじ込めるような法術はある？」

「宮様にとって、それほど危険なのか？　千樹姫ひめ？」

　すぐさま、きつい声で反応したのは雅近だ。

「わからないんです、そんなこと。成る絵がどんな作用をもたらすかなんて、誰にもわからない。けれど魔ま王おうの種を揺ゆり動かしている者の存在は、法術ですら探さぐれない。それは姿が見えないから。その正体がわかっていても、見えないものは退治出来ないと、この人は言ったわ。そうであれば、その者と現実に対たい峙じしても、なにもできないのよ。だから、見える形にする。ただそのことで、どんな反応が出るか未知数なの」

「賛成出来ない。もっと安全で確実な方法を探るべきだ」

　強い調子で雅近が答えるが、その肩かたを、刀火が押さえた。

「よい、やろう。雅近、幻繕御法に知らせろ。こちらで鬼の腕がどこにあるのか、それを暴あばく法術を行うと。こちらに参を送り、わたしの様を確かく認にんしていろと」

「宮様や幻繕御法の法術を使って、もっと安全な方法が取れないのですか」

「我々の法術では、それのありかを見つけることすらできなかった。もし、鬼の腕のありかがわかったにしても、法術に反応しないものを、法術で封じることも対峙することも不可能だ。斬りかかろうとも、歯がたたないはず。見えぬものに対して、人は無力だ。だが法術を使う者が見えるものであれば、法術をそれに向けて放てる」

　まるで千樹が何を描こうとしているのか、彼にはすっかりわかっているような口ぶりだった。そのことに千樹は驚おどろいたし、また雅近は眉まゆをひそめた。

「曉宮様はもしや、鬼の腕が何ど処こにあるか、どうやって身を潜ひそめているか見当をつけてるんですか？　だから千樹姫の案に乗るのですか？」

「おそらく、千樹とわたしが想像しているものは同じはず。千樹。絵師の右みぎ腕うで、だな？」

　と、刀火は落ち着いた目で訊きく。

　頷うなずくと、さすがに雅近もわかったらしく、身を強こわばらせ、思わずのように身み震ぶるいする。

「まさか。そんな気味の悪い」

　絵筆を手にすると、千樹は刀火に告げた。

「じゃあはじめる前に、できる限りの安全策を講じなくちゃ。まずは衣ころもを脱ぬいで」

　何の気なしに言った言葉に、刀火と雅近が目を見開く。

「大胆だねぇ、千樹姫」

　雅近が軽い口笛を吹ふいたので、千樹は、とんでもない勘かん違ちがいをされているのかもしれないと焦あせった。

「ち、違ちがうっ！　そうじゃなくて、あなたの肌はだに、棘とげ蔓つる紅べにを描いておくのよ！　今から描くものに、あなたのなかにある魔王の種が目覚めないように！　そのためによ！」

「なるほど。しかしまあ、姫君に、脱げと命じられるのは新しん鮮せんだ」

　言いながら刀火は、両腕と肩を衣から抜ぬくと、上半身をさらす。

「変な言い方しないでよ。わたしが変質者みたいじゃない」

「変態のわたしと似合いだな」

「だからそういうこと言わないで！　心底恥はずかしい！」

　ぷりぷりしながらも、手にした線描筆を刀火の背に当てる。肩から背中に向けて筆を滑すべらせると、ぞくぞくとした喜びを感じる。貴人の肌に食い込むように、鋭するどい棘と、蔓の曲線を描く。大の男を自分の筆一本で縛いましめる、その感覚はなんとも面おも白しろい。

　刀火の肩から背中、二の腕まで。棘と蔓とを絡からませると、彩筆に持ち替かえて彩さい色しきする。蔓を、強きよう靭じんな金で彩いろどると、さらに艶つやをつけるのに、曲線の部分に白銀を乗せる。赤い実は、混じりけのない赤にして、さらに白の艶を乗せる。一気に描くと、刀火の肌の上で、金の蔓がぞろりと、身じろぎするように動く。

「これで準備はいいわ」

　千樹が筆を置いた時だった。

　雪を踏ふみ分けるいくつもの足音が、曉宮の正面、正宮の方から、ばらばらと聞こえ、それは寝しん殿でんを取り囲むように散った。周囲に目を向けた三人の顔に、不ふ審しんと緊きん張ちようが走るのと同時に、階きざはしを駆かけあがる足音が響ひびいた。

「兄君！」

　綾峰の声だ。

「賢夕が逃にげました！　常ならぬ様子で、明らかにおかしい！　幻繕御法が追っていますが、賢夕も幻繕御法も何処へ行ったかはわかりません！　賢夕が、ここへ来るかも知れません。衛え士じ府ふの頭かみと衛士たちを連れて参りました！　ここを守り固めさせます」

　刀火は立ちあがり、鋭い声で命じた。

「雅近。廂へ出ろ。賢夕が逃げ出したなら、猶ゆう予よはない。ここに結界を張る。賢夕がここに現れたら、ことだ。千樹とわたしのやろうとしていることを、力ちから尽ずくで阻そ止しされる。出ろ！」

　声に突つき飛ばされ、雅近は廂に出た。すると寝殿の周囲で、わっと衛士たちの騒さわぐ声がした。

　その声に反応し、雅近は廂を抜け、蔀しとみを開き、簀すの子こに飛び出した。

　皓こう々こうと、半分よりも肥えた月の光に照らされ、寝殿の周囲を囲む衛士たちの後ろ姿が影になって群れていた。彼らの立つ庭は雪で覆おおわれ、景色はすべてのっぺりと、白い滑なめらかさで月光を跳はね返す。のっぺりとした景色の、衛士たちの頭の向こう側に、太い枝をさしのばす松の木がある。その高い位置にある枝に、うずくまる影。月光を背にした濃こい茶の狩かり衣ぎぬ姿は、そんな突とつ拍ぴよう子しもない場所にいるのが不自然な、落ち着いた雰ふん囲い気きの男だった。

「賢夕」

　刀火が呻うめく。

　いつものごとく、賢夕の表情は穏おだやかで、眼下で驚き目を見開く人々が、なぜそのように驚くのかと、不思議に思いながら眺ながめているといった風ふ情ぜい。しかしながら、松の幹に添そえた右手は、人の肌にあり得ない雪と同様の白さで、爪つめは、なぜか鋼はがねのような色を発している。

「魔ま性しようの者だ！　矢を」

　雷かみなりのようにひび割れた、衛士府頭の号令一下、衛士たちは驚きよう愕がくから覚め、次々に弓に矢をつがえ、そして、「放て！」の声を合図に一いつ斉せいに放った。

　鋭い雨のように一直線に、矢は賢夕に向かって飛んだ。

　賢夕の眉がきっと吊つり上がると、右手を横に薙なぐ。すると飛来した矢は、見えない壁かべに当たったように次々と賢夕の手前で地面に落ちた。たった一本の矢だけがかろうじて、見えない壁をすり抜けたのか、賢夕の顔に向け飛んだ。だがパキリと軽い音がしたかと思うと、その場にいた全員が凍こおりつく。

　賢夕が、飛来した矢を横向きに咥くわえていた。

　矢が目の前に来た瞬間に、犬のように激しく頭を振ふり立て、それを横咥えにして受け止めたのだということを、目にした者ですら信じられない面おも持もちで呆ぼう然ぜんとしていた。

　その奇きっ怪かいな技わざを見せながらも、賢夕は常の賢夕らしい、落ち着き払はらった穏やかな表情のままなのが一層禍まが々まがしい。

　綾峰が拳こぶしを震ふるわせながらも、階に立ちふさがっている。刀は何処かでなくしたらしく、丸まる腰ごしだ。しかし一歩も引かない覚かく悟ごの表情で、こちらに背中を見せている。

「やめよ、そなたらでは歯がたたぬぞ！」

　皺しわっぽい、しかしぴんとした強さのある声とともに、衛士たちの恐きよう怖ふを遮さえぎるように、庭に駆け込んで来たのは黒衣の法術士、幻繕だった。

　幻繕は懐ふところから参の束を摑つかみ出すと、宙に投げあげ、「参・斬ざん」と鋭く唱える。と、宙に舞まった白い紙人形は、くるりと一斉に宙返りをし、賢夕に向かって殺さつ到とうした。しかしその参も、ことごとく賢夕の手前で弾はじかれて、かさかさと力をなくして雪面に落ちていく。

「わしでも、歯がたたぬ！」

　幻繕は再び参を摑みだし、投げあげる準備をしながら、背後に向かって声を張り上げた。

「曉宮様！　ここから疾とく、逃げられよ！　わしでも御しきれぬ者は、逃げを打つしかない」

　その声に応じ、刀火も懐に手を入れ参を摑み出す。

「逃げても無む駄だ。追ってくる。それよりも御法、暫しばし防げ。奴やつを仕留める」

「この者の、力の源が見えぬ！　見えぬものに対しては、攻こう撃げきの方法がわからぬぞ、宮よ！」

「見える形にする。防げ」

　容よう赦しやない命令に、幻繕は呻く。

「簡単に言ってくださる事じゃて！　防げる保証は出来ませんぞ！」

「わたしの魔ま王おうの種が目覚めれば、この首刎はねようとするのだろう。ならばわたしが正気の今のうちだけでも、わたしとともに力をつくせ。わたしの師であるなら」

　その言葉に、幻繕は一いつ瞬しゆんだけ驚いたような表情になるが、にかりと笑った。

「宮が、わしを師し匠しよう扱あつかいするとはの！　意外、意外。されば、宮の首をもらい受けるような羽目になるまでは、つくしましょうかのぉ！　まったく、厄やつ介かいな弟で子しじゃ！」

　やけくそのように声を荒あらげると、幻繕は参を宙に投げあげた。

「その言葉、そのままお返しする。厄介な師匠」

　刀火も同時に、ぱっと参を投げあげ「参・空くう」と呟つぶやいた。

　参は吹雪ふぶきのように室内にざっと広がり、乱れ飛んだと思ったら、刀火と千樹を大きく包むように円を描えがいて羽ばたきはじめる。さらに首から珠たま飾かざりを数種抜き取り右みぎ掌てのひらに絡め、何事かを呟く。と、参が円を描く内側全体が、ほんのりした紫むらさきの色に輝かがやく。千樹は自分の手の甲こうすらも、まるで蛍ほたる火びを映しているように仄ほのかに輝くのに、目を丸くした。

　外の様子は、薄うす紫の霧きりの向こうにあるようで、しかとは見えない。

　簀子にいる雅近が、驚いてこちらをふり返った様が微かすかに見えるが、外側から内側は見えないらしく、彼の目はきょろきょろと、あらぬ方を向いている。

　松の木のうえにある賢夕の姿も、おぼろげだ。

「結界を張った。描け、千樹。見えないものを、見える形にしろ。そして見せろ、わたしに」

　刀火の瞳ひとみは、緑の色が強い。彼自身なにも言わないが、身内に蠢うごめく魔王の種は、もだえるように激しく蠢いているのだろう。彼はそれを抑おさえこもうとしている。これほど近くに鬼おにの気配があっては、当然だ。

　無事に封ふうじた魔王の種が、また動き出したことに腹が立つ。そしてそうするために、賢夕を蹂じゆう躙りんする鬼が、憎にくらしい。千樹の勝利を、まだまだ勝てないぞとあざ笑い、そして絵師の世界をかき乱す。

　千樹は線せん描びよう筆を手にした。

　──ここに暴あばいてやる。この紙の上に、髪かみの毛一本までも縛しばりつけ、その姿をさらしてやる。

　自分の周囲の者を乱す魔性を暴き出せるというならば、魔性になるのもまたやむなし。魔性に対たい抗こう出来るのが魔性であるなら、千樹はそうなるしかないのだ。

　太い線描筆で、強く荒あら々あらしい線を引く。鬼の腕うでだ。滑らかな輪りん郭かく線でありながら、その力の強さと不気味さが滲にじみ出すその形。鬼の右腕のみを描き出すと、線描筆を細いものに持ち替かえる。鬼の右腕から滲み広げるように、衣ころもの袖そで、肩かた、胴どうと描き出す。衣は狩衣。滑らかで質素で、品の良い、それは賢夕が身につけている狩衣。また筆を、持ち替えた。首を描えがき、顔を描く。

　──これは人に似たる者の姿。

　絵師の禁きん忌きには、人に似たるものの姿を徒あだやおろそかに描いてはならない、と言う。

　だが彩遊はかつて言った。それを描くことは、禁忌ではない。絵を点てん睛せいさせることこそが真の禁忌であり、点睛させたい衝しよう動どうを阻止するために、人の絵を描くことを禁じているのだと。

　千樹は今、この姿を描かなくてはならない。

　紙の上に賢夕を蹂躙する者を暴き出し、それを刀火と対たい峙じさせる。

　薄紫の結界の向こう側、賢夕が松の枝から飛び降りたのが微かに見える。幻繕の参が、それを襲おそい進路を塞ふさごうと乱らん舞ぶするが、音は全く聞こえない。水鏡を通して覗のぞく、別世界の出来事のように揺ゆらめいて、曖あい昧まいだ。

　──魅み入いられてはならない。

　描く顔の半分は、白木から削けずりだしたような整った容姿の、額に二本の角がある鬼の顔。しかし半分は、苦く悩のうが染しみついた賢夕の顔。髪が禍々しく揺れ流れ、周囲に広がる。それは賢夕の衣を纏まとった春鬼の姿だ。
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　右腕のみが鬼の腕ではあるが、左ひだり腕うでは人間の腕。

　まるで賢夕と春鬼が、溶とけ崩くずれた蠟ろうのように、混じり合った奇き怪かいな姿だ。

「これこそが、鬼の隠かくれ蓑みの」

　刀火が、微かに笑うような調子で、千樹の背後から呟く。

「醜しゆう悪あく」

　今度は彩いろ筆ふでを手にし、白と灰色の岩絵の具で、鬼の流れてうねる髪を描く。採石のきららかな輝きを秘ひめる白と灰色で、鬼の髪の陰いん影えいと流れが際きわ立だつ。

　──腹が立つ。この魔性。

　歯を食いしばり、なすりつけるように彩いろどる。

　千樹が鬼の右腕の成る絵を描いたとき、その手の動きは何かを摘つまんで、奇き妙みようにくねくねと動いていた。その動きに見覚えがあると思ったのは、当然だったのだ。

　それは絵師が筆を持ち、絵を描くときの微び細さいな動きだ。

　あの雪の中で発見された人間の右腕は、賢夕のものだ。

　賢夕は右腕を斬きり落とし、そのかわりに、そこに鬼の右腕が収まった。そのことにより賢夕の能力に変化があったのだろう。成る絵を描くようになり、そして刀火が魔王へと変化することを望む鬼に従って、鬼の腕の絵を描き、彼の側そばに潜ひそませた。

　賢夕と融ゆう合ごうすることで、春鬼は人間世界に存在するための力を強くした。なにしろ鬼は、人の負の気を好むのだから、餌えさと同居するようなものだったはず。そして同時に人間の気配と溶けあい、その気配を曖昧にし、法術では探さぐれない存在になってしまった。

　なぜ賢夕は、春鬼と融合してしまったのか。望んでのことではなく、出会い頭がしらの事故のように、春鬼に出くわしてしまったのか。はたまた彼自身が望んだのか。

　──腹が立つ、腹が立つ。

　筆を変え、色を変え、描き出す。半分の白い顔、白い髪、白い角。右手の長い爪の、鋼はがねの色。左手の丸い爪の、優やさしい桜色。苦悩する賢夕の、半分の顔。

　ゆらゆらと、千樹の筆先で鬼の髪が揺れた。はっとして筆を引くと、絵の中の鬼がゆっくりと千樹を見あげるように顔をあげ、口元を笑いの形に緩ゆるめる。薄うすい唇くちびるから覗く、鋭するどい二本の牙きば。それは白々とした骨のような白だ。その笑えみが憎らしく思えるのは、「まだこちらに、手が届いていないぞ」と、馬ば鹿かにされたように思えたからだ。

　彩筆を握にぎりしめた。千樹の目の前に鬼を引きずり出すには、もっと必要なものがある。

　──目だ。瞳。点睛させないと、あいつを引っ張り出せないのか。

　唇を嚙かんだとき、刀火の手が千樹の腰こしを抱かかえて立たせ、背後に引きずった。

「なにをするの！」

　怒りに吠ほえてふり返った千樹の右手を、刀火が強く摑む。

「点睛は禁忌。そしてそれは、おまえをそそのかしている。わたしをそそのかすように」

　呻くように囁ささやく声の苦しさに、千樹ははっとして冷静になる。

　この状じよう況きようであれば、刀火の中にある魔王の衝動が強く蠢いているはずなのだが、彼はそれを堪こらえている。肌はだに描いた千樹の縛いましめが、その力を与えている。そうとわかるのは、彼の瞳の色が鮮あざやかな緑だからだ。

「あなた、平気？」

　急せき込んで問うと、刀火は苦く笑う。

「おまえを斬りたい。血が見たい。だが、抑え込める」

　ぞっとするような答えが終わるか終わらないかの時、刀火の目が鋭く絵を見やり、千樹を背後に投げるようにして突つき放す。

　床ゆかに尻しり餅もちをつき、太た刀ちを抜ぬく刀火の背中越ごしに見えたのは、自ら描いた春鬼の絵。

　こちらを見あげる春鬼の絵が、口元に微び笑しようをたたえたまま、ぬうっと、白い画面から身を起こす。紙面にたちあがったそれは、半ば透すけた姿で瞳のない目で笑う。ゆるゆると右腕を差しだし、刀火に向かって手を取れと誘いざなうように甘く告げる。

「会えたねぇ、魔王。綺き麗れいな綺麗な目の色ぞ。良いねぇ、良い。来るがよい、我の手を取りに」

　刀火の背中が強こわばるのを目にし、千樹の体にも緊きん張ちようが走る。

　以前彼が春鬼と対峙した時は、その間に描きかけの万ばん龍りゆうの姿があった。だが今は、刀火と春鬼の間には何も存在しない。

　成る絵から出現したとはいえ、いや、成る絵から出現したからこそ、その春鬼にどれほどの力があるか計り知れない。刀火の緊張した様子を見ても、絵から具現化した春鬼の力が侮あなどれないとわかる。

「おいで、魔ま王おうよ」

　春鬼が人の左腕と、鬼の右腕を双そう方ほう差しだし、迎むかえるように広げてみると、刀火はきりっと奥歯を嚙みしめ、吐はき捨てる。

「不快だ、消えよ！」

　両手で太刀を構えて鋭く突くが、刃やいばは春鬼の体をすり抜け、刀火自身も、春鬼の背後に駆かけ出てしまった。すぐさまふり返り構えるが、二度目に斬りかかるような愚おろかなことはせず、刀火はじっと、緑の瞳ひとみで春鬼を見み据すえる。

「絵師の姫ひめに感謝するねぇ。これは、良いねぇ。絵の魔力は我を守る。我は二重に、守られる。魔王よ、しかし未いまだ人の子よ。哀あわれだねぇ。人の子であらば、我そのものは斬れても、絵の魔力に守られし我は斬れぬだろうよ」

　千樹は全身の血が凍こおる思いがした。

　──しまった、そうか！

　成る絵によって出現した春鬼は、実体ではないが、実体の姿を映したもの。

　ということは実体に絵の魔力を被かぶせて、ここに引き出したようなものだ。

　そうであるならば春鬼が言うように、春鬼の体は鬼自身の魔力と絵の魔力によって、二重に守られ、法術士の刀火の刃でさえも受けつけない。

　このままでは春鬼は、刀火をそそのかし続ける。刀火の抑よく制せいがきかなければ、彼の中の魔王の種が芽め吹ぶくかもしれない。

　──駄だ目めだ。絵を、消さないと！

　床を目で探り、墨すみを含ふくんだ筆が転がっているのをみつけると、ぱっと跳はね起きそれを摑つかんだ。その墨で絵を塗ぬりつぶすことができる。瞳のない鬼の目が、不快げに千樹を捉とらえるが、

「動くな、千樹！」

　声をあげたのは、刀火だ。

「このままじゃあなた、魔王の種が！」

「黙だまれ！」

　叫さけんだ彼の緑の瞳は凶きよう暴ぼうな輝かがやきで、千樹は上かみ北のほく国こくの上主であった父の幻げん影えいを、刀火の背後に見た。幼い頃ころの恐きよう怖ふが蘇よみがえり、身がすくむ。

　──魔王の種を、抑制出来てない!?







　七花　あこがれし、あなた




　春鬼が具現した姿を目の前にしては、肌に描えがかれた棘とげ蔓つる紅べにの縛めだけでは、もはや魔王の種を抑おさえ込めないのだろうか。

　──鬼の絵を消さないと、この人は!?

　けらけらと、体を前後に揺すって春鬼は勝ち誇ほこって笑う。

「魔王よ、良いよ。誰だれの言葉も、聞くでないよ。我の声のみ聞くが良いよ、我のみ」

　懐ふところから参の束を摑みだすと宙に投げあげ、刀火は「参・空」と鋭く唱える。すると参は千樹の周囲にわっと襲いかかるようにまといつく。

　参の作る結界に閉じこめられたと知ったとき、視界が、より一層濃こい紫むらさき色いろの光に包まれ、その濃い紫の視界と舞まい飛ぶ参の隙すき間まから、刀火が諸もろ肌はだ脱ぬぎで、身に棘蔓紅の縛めにきりきりと引き絞しぼられたまま、硯すずりを摑んだ姿が見える。背中と肩かたに描かれた縛めの絵は、刀火のなかにある、魔王の種を抑えこむ最後の頼たのみの綱つな。千樹は焦あせり、声を限りに名を呼んだ。

「刀火！」

　刀火は、手にした硯の中にある墨を自らの背や肩にぶちまけ、硯を床に投げ捨てた。

　縛めの棘とげは黒の色しき彩さいの中に沈しずみ、刀火の瞳がより爛らん々らんと輝き、そして笑った美しい唇に、残ざん酷こくな笑みが現れる。ちらりと唇を舐なめたその様は、血を欲ほつする獣けものだ。その様はぞっとするほど恐おそろしく、またえもいわれぬほど妖あやしく、優ゆう雅がで美しい。

　縛めの棘蔓紅が消えたことで、彼の中の魔王の種が歓かん喜きに躍おどりあがり輝いている気配がする。

　まさに魔王。

　恐怖にすくみながらも、千樹は目を離はなせない。その様を脳のう裏りに焼き付け、現実には恐ろしくて触ふれられないそれに、あたかも触れるように、支配するかのように描き出したならば、どれほど興奮するか。絶望的な瞬しゆん間かんに、そんなことを思った。

「魔王」

　刀火の姿を見つめ、春鬼はうっとりと、受け止めるように腕うでを広げる。右手に太刀を下げ持ったまま、刀火は一歩、春鬼に近づき微笑んだ。そして、突とつ然ぜんだった。

「わたしを支配することはならぬ！」

　刀火は叫ぶと、手にした太刀を、なんの予備動作もなくいきなり斬きりあげた。春鬼の右腕がぱっと下から断たち切られ、断ち切られた鬼の右腕は、宙でかき消えた。




　　　　○




　突然だった。なんの前まえ触ぶれもなく、賢夕の右腕が宙を舞った。

　あまりの鋭するどい切り口と突然のことに、賢夕はすぐに、自分の右腕が切り離され、宙を舞ったのだと理解出来なかった。しかし直後に激痛が襲おそい、我に返るのと同時に、膝ひざが崩くずれ、雪の中に突っこんだ。

　──なにをしていた、わたしは!?

　いつものように、暗くら闇やみに押しこめられるような感覚がして朦もう朧ろうとしていた。その間に自分がなにをしていたのか、ぼんやりとした断だん片ぺん的な声や景色しか思い出せない。

　痛みに歯を食いしばり呻きながら、周りを見回すと、そこは曉宮の庭らしかった。そして自分は、たくさんの衛え士じたちに囲まれ、彼等の構える矢の鏃やじりが、すべて自分の方を向いている。

　明るい月光が、這はいつくばる自分の影かげを雪の上にくっきり落としている。そして少し離れたところに、もぞもぞ力なく蠢うごめく、鋭い鋼はがねの爪つめを持った、鬼の腕が転がっている。

　痛みに顔を歪ゆがめながら、賢夕は苦く笑しようした。濃い血の臭においに、吐き気がする。

「知られたか……」

　自分が綾峰をそそのかし、鬼の右腕を手に入れたこと。そしてそれを手に入れたその場で、自らの右腕を斬り落とし、代わりに、鬼の右腕をつけたこと。すべては夢の中で囁ささやかれる声に導かれ、やったことだ。最高の絵を描けると囁かれ、まさかと思いながら、試ためした。そんな恐ろしい真ま似ねができたのは、その囁きの声に取り憑つかれていたからなのかもしれない。

　しかし取り憑かれるような心の隙すきが、賢夕にはあったのだ。

　こうやって鬼の片腕が切り離されると、やっと本来の思考が戻もどってきたようだった。

　──心の隙間を、見み透すかされ、取り憑かれた。わたしは。

　鬼の右腕は、未練げに、賢夕へ這い寄ろうとしている。自分の頭の中に、わずかに、鬼の声がこだましている。立て、腕を拾えと命じている。その声に従いたくないと思ったが、体は勝手に動こうとする。

　鬼の右腕と融ゆう合ごうしている間に、自分の体のそこかしこが、鬼の持ちものにすり替かわったかのような違い和わ感かんがある。鬼の右腕が切り離されてもまだ、自分は、自分の体も心も完全には取り戻せていない。賢夕はその事実に愕がく然ぜんとし、そして、言いようもない嫌けん悪おがわき起こる。

　自分の体は、もはや取り戻せないまでに鬼に侵しん食しよくされていることに気がついたのだ。

　──この体、このような醜しゆう悪あくな体。このまま、砕くだければ良いのだ！

　己自身への怒いかりと嫌悪感を吐はき出すように、心の中で吠ほえた。
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　驚きよう愕がくの表情で春鬼は後あと退ずさるが、それを追って踏ふみ出した刀火は、

「わたしを楽しませたいならば！」

　今度は春鬼の左手を斬りおろす。左手は宙で散り消え、春鬼はさらに背後によろめく。

　千樹はあまりの恐怖に、紫に霞かすむ結界の中で、瞬まばたきも出来ずにいた。

　──魔ま王おうは、凶暴で、血に狂くるう。

　もし目の前にいる者が、神話の鬼であったとしても、目覚めて血に飢うえた魔王にとっては、それは自らを興奮させる存在に過ぎないのだろう。

　目にするものは、全すべてが破は壊かいの対象だ。

　魔王は、神話の鬼にすら牙きばを剝むく。

　──魔王というのは、この世の何にも添そおうとしない、最も純じゆん粋すいな魔だ!!

　全身が震ふるえ、その震えが魔王の性さがというものを、恐怖として千樹の全身に運ぶ。
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　体が砕ければいいと血を吐くように願いながらも、賢夕の体は、活路を求めて勝手に動く。

　雪の中に落ちている右みぎ腕うでを摑つかもうと、賢夕の体は上体を起こし、残った左腕を雪面について力をこめた。が、見計らったように、その左腕がまた、すっぱりと切り離されて宙を飛んだ。

　賢夕はもんどり打って倒たおれ、雪中に顔から突つっこんだ。瞬く間に傷口から大量の血が流れ出て、視界は暗くなり、力が抜ぬける。

　体はまだ抵てい抗こうしようと、両りよう膝ひざで立ちあがろうとする。しかし失血のため視界が曇くもり、上体は上がらない。

　──死ぬのだろう、わたしは。

　賢夕は、冷静に理解した。

　──いや、わたしは死んでいた。あの時に、己おのれの右腕を斬り落とすなどという、己の絵師としての修しゆ業ぎようの積み重ねを擲なげうつような行こう為いをした瞬間に、死んだも同じだった。実際、腕を斬り落としてなんの処置もなく、生きていられたのは鬼の腕の魔力だ。

　なぜ、あんなことをしたのか。頰ほおにあたる雪の冷たい感かん触しよくだけを感じながら、考えていた。

　──わたしは成る絵をものする絵師が、彩遊が羨うらやましかった。

　その思いはずっとあって、弟弟で子しと同じように絵を描えがきながら、なぜ自分の絵だけが成らないのかと、悩なやみあぐねたこともある。しかし常宮に正道の絵師として抱かかえられるようになってからは、その正道である己のあり方に誇ほこりを持っていた。

　だが先に、桜の屛風びようぶ絵えを封ふうじた女絵師が、彩遊の弟子であり、そして彼女もまた成る絵をものするのだと聞いて、昔、思い悩んだことが再び頭をもたげた。

　なぜ自分は、成る絵を描けないのか。なぜ自分の弟子は一人も、成る絵を描けないのか。なぜ、自分は、彩遊ではないのか。なぜ自分は、このような自分であらねばならなかったのか。

　嫉しつ妬とほど醜みにくい感情ではない。しかし称しよう賛さんというには、心に鬱うつ屈くつするものがある。

　──あれは憧あこがれだった。憧れて、憧れて、わたしも、そうなりたかった。

　次の瞬しゆん間かん、首筋に鋭い風が走った。

　──純鉄。おまえは、正道のままで。

　意識が消える瞬間に思ったのは、自分には過ぎるほどに、真っ直すぐで素す直なおだった弟子のことだ。彩遊のように、自分の弟子を大切にしてやれなかったのだけが、悔くやまれた。




　　　　○




「血を見せろ！」

　渾こん身しんの力で、刀火は春鬼の首を真横に薙ないだ。

　その瞬間、春鬼の体全体が薄うす紫むらさきの光の中で、ぱっと散り消えた。

　その時、千樹には遠目で見えた。

　紙の上に描かれた春鬼の両りよう腕うでと首が、胴どうと離はなれた場所に転がっている様を。そしてその転がった左腕は人間のもので、そして転がっている首が、賢夕の首に変化していることも。

　千樹の全身の震えは止まらない。

　なにがどうなっているかわからなかったが、恐おそろしいことが起こったのには違ちがいない。

　刀火が千樹の方を振ふり向き、参に覆おおわれ、動けない彼女の姿を見て、美しく残ざん酷こくに微ほほ笑えんだ。その微笑みを見て、刀火は、自分を殺す気なのだと悟さとった。魔王は、目にする者全てを殺すはずだと、自然と理解出来た。目覚めた魔王は血を欲ほつし、暴れ狂う。

　本能的に逃にげだそうと、尻しりで床ゆかの上を後退ったが、参に阻はばまれて動けない。

　刀を無造作に下げ持ったまま、刀火が一歩、こちらに向けて踏み出した。

　だが、その足が止まる。

　刀を握にぎる手が震え、ふいに苦痛を覚えたかのように呻うめくと刃やいばを取り落とし、その場に膝をつく。すると力ちから尽つきたように、千樹を取り囲む参が、ばらりと一いつ斉せいに床に落ちた。

　室を大きく覆っていた参も床に落ち、薄紫色の霧きりが晴れ、清せい浄じような冷たい冬の風が、一いち陣じん吹ふき抜ける。







　結界が解け、千樹と刀火の姿が夜気にさらされる。

　刀火はその場に片かた膝ひざをつき、動かない。千樹もまた動けない。

「曉宮様!?」

　結界の外にいた雅近が、結界の中から現れた刀火と千樹の様子に驚おどろいて立ち尽つくしている。その雅近の姿を鮮せん明めいに視界にとらえられると、やっと呼吸が出来た。終わったのだ。

　だが衝しよう撃げきは尾おを引いていて、どくどくと胸が激しく打っている。

　目の前にいる刀火が恐ろしくてたまらない。

　だがこうやって結界が解かれると、千樹にも、刀火のやり遂とげたことが理解出来た。

　──この人は、わざと……。

　雅近も二人の様子にただならぬものを感じ、啞あ然ぜんとして、動けないでいるらしい。しかしそれ以上になぜか、雅近の顔色は青白い。彼の背後に見える衛え士じたちもまた、真っ青な顔色をしていた。ある者は呆ぼう然ぜんとして震え、またある者はいきなりしゃがみ込み、口元を押さえた。強い血の臭においが、庭から冷たい風に乗って来る。

　綾峰が、顔を覆って俯うつむいている。幻繕は眉まゆをひそめ、庭から顔を背そむけている。

　千樹は未いまだ、庭先がどんな状態になっているのか、気にするほどに落ち着いていなかった。

「わざと……縛いましめを解いた。わざと墨すみを被かぶって縛めを解いて、魔王の種を目覚めさせた……」

　暫しばらくしてようやく恐る恐る、口を開くことができた。すると刀火も、ゆっくりと顔をあげる。その瞳ひとみの色は緑の色を秘ひめてはいるが、黒が勝つ常の色だった。口元に微び苦く笑しようを浮うかべる。

「あれは、お喋しやべりだ。春鬼の言葉で、奴やつを滅ほろぼすための方策がわかった」

　春鬼は言った。『人の子であらば、我そのものは斬きれても、絵の魔力に守られし我は斬れぬ』と。ということは、人でなければ、斬れる可能性があるということ。

　人でないものは、神か鬼か、はたまた魔王か。

　それを耳にして刀火は咄とつ嗟さに決心したのだ。己の中の魔王の種を解放し、そして一いつ瞬しゆん魔王となり、その荒あれ狂う力で目の前にある鬼を斬ろうと。そのためには、魔王となった自分の周囲に斬れる相手は、鬼だけにしておかねばならない。そうでなければ荒れ狂った刀火は、見境なく斬りかかる。幸い結界が張られていて、その場にいるのは鬼と刀火と千樹のみ。だから千樹を結界の中に閉じこめた。

　刀火と春鬼のみ、二人だけで対たい峙じできるようにしたのだ。

　そして自らは魔王になった。

　本来ならば最も忌いむべき行為だが、目の前の春鬼を斬りさえすれば、鬼の影えい響きようは消える。そうすれば刀火は、自らの魔ま性しようを抑おさえ込めると判断したのだろう。

　実際、春鬼の存在が消えた直後、刀火は自分の中にある魔王の種を抑え込めた。

　咄嗟の行為の大だい胆たんさに、千樹は舌を巻いた。

「……たいした曉宮様ね」

「なんて有様ですか、宮様。諸もろ肌はだ脱ぬぎの、墨まみれ」

　驚き呆あきれつつも、雅近が室の中に踏ふみこんできて、刀火の傍かたわらに膝ひざをつく。

「なにがありましたか？」

「賢夕に憑いていたものは、取り除いた。だが……」

　刀火が目をやったのは、千樹が描いた絵だった。

　その紙に描かれているのは、千樹が最初に描いたものとは変わっていた。

　首と両腕を切り離され、無残に血を流す賢夕の姿が紙には描き出されていた。ぬめる血の鮮あざやかさに、千樹は顔を背けた。そしてその瞬間に気がついた事実に、恐きよう怖ふと絶望感が背筋を這はい上がり、体が震ふるえた。

　あれは成った絵なのだ。

　絵の中での賢夕の有様は、現実に影響する。すなわち、庭から流れ込む濃こい血の臭いも、蒼そう白はくな衛士たちの様子も、現実の賢夕が、絵の中と同様になっているからだ。

　成る絵の魔力と、その結果の恐ろしさに、体の芯しんから恐怖を感じる。

　──酷ひどい。怖こわい、怖い。怖い。こんなことが。

　鬼の腕を己おのれの右腕とし、溶とけあっていた賢夕を救う道が、もしかしたら、あったのだろうか。だが千樹たちはそれを見つけられず、ぎりぎりで、鬼の力を削そぎ落とすことしかできなかった。

「御法。鬼の右腕が、そこにあるはず。急ぎ回収して封じよ」

　命じた刀火の声には、口くち惜おしさが滲にじむ。危機は逃のがれたが、彼の望む最良の結果ではないのだと、その声こわ音ねでわかる。

「承知」

　と、低い声で答えた幻繕が、庭の血だまりにしゃがみ込むと、千樹の位置からは姿が見えなくなる。そこに賢夕がいるのだ。おそらく雪の中に、真っ赤な色しき彩さいを散らして。

　悔くやし涙なみだが、頰ほおに流れた。

　身代わりになるほどに賢夕を慕したっていた純鉄の思いも、賢夕に褒ほめられてはにかんで嬉うれしそうに笑っていた彩遊の思いも、千樹は大切にしてあげられなかった。

　もし自分が一花を成し、絵の魔力を知り尽くし操あやつる千せん花かとなれば、こんな思いはしなくて済むのだろうか。もっと残酷ではない方法で、魔力を発揮する道があったのかもしれない。

　しかし千樹は絵の魔力についてなにも知らないから、こうやって、追い詰つめられて、一か八かで闇やみ雲くもに試ためしてみるしかなかった。

　この悔しさは、深い傷のように千樹の胸に食い込んでいて、立ちあがることもできなかった。

　血の臭いは、大だい嫌きらいだった。

　故国で何度もかいだ臭いだ。二度と近づきたくなかったものなのに、千樹はまた、この臭いがたちこめる中にいる。

「では、俺は後始末に」

　雅近は叩こう頭とうし、立ちあがりざま千樹を見やったが、声をかけることなく簀すの子こへ出て行った。

　刀火はよろめくように立ちあがり、座りこんで唇くちびるを嚙かみ、涙を止められない千樹の前に来ると、跪ひざまずいて顔を覗のぞきこむ。泣き顔を見られるのが悔しくて、千樹は顔を背けた。

　刀火の手が、千樹の頰に触ふれた。辛からいような墨の香かおりが強く香ったのは、彼は肩かたから背にかけて墨を被っていたせいだ。頰に触れた手指も、墨で汚よごれている。

「よくやった、千樹」

　あやすような声だった。

「なにも、なにも……良くない！」

　強く首を振って刀火の手をふり払はらおうとするが、今度は両手で、両方の頰を包まれる。

「法術だけでは、鬼おにと溶けあった賢夕には太た刀ち打うち出来なかった。人と溶けあい見えない形に変化しているものに、法術は歯がたたない。その根源であるものを形にし、見える形にしたからこそ、斬ることもできる」

「でも、賢夕先生が」

「賢夕は哀あわれだ。だがわたしは賢夕を長らえさせるために、己が死んでやれる立場ではない。かといって、そのまま魔ま王おうになってやることもできない」

　平へい坦たんな声で紡つむがれた言葉にまとわりつく苦痛に気がついて、刀火の顔を見やった。

「わたしは正しよう真しん正しよう銘めいの魔物だ。魔王にならずとも、結局は、正道の生き方はできない。だからわたしに見込まれたおまえも、必然的に巻きこまれている。それは全すべてわたしの責任で、責められるべきはわたしだ。罪を負うのもわたしだ。残ざん酷こくなのも、わたしだ。おまえではない」

　それは慰なぐさめではなく、ただ事実を知らせているのだというような、淡たん々たんとした言葉だった。

「言ったはず。おまえの罪悪感も、罪も、全てわたしのせいだ。わたしが全てを引き受ける。おまえが、わたしのために働く限り」

　言葉を紡ぐ刀火の顔を見つめながら、千樹は心の底が震えるような、奇き妙みような感覚を味わった。

　己の中にある恐おそろしいものを知り、それを抑え操る。己が恐ろしい者であると知っているからこそ、行いは用心深い。そして全てのことを引き受ける覚かく悟ごがある。

　危あやうい魔王の種を抱かかえているからこそ、上主に相応ふさわしいということもある。

　歴代の緑の瞳を持つ上主が、過去に名君となった例があり、緑の瞳の者は名君たり得る資質を持つといわれている。緑の瞳を持つ者は、今の刀火のように考え、行動することを余よ儀ぎなくされた。その結果、名君たる資質を身につけるからに違ちがいない。

　それは自分が生きるための、覚悟。漫まん然ぜんと生きられないが故ゆえの覚悟だ。

　千樹もまた、彼に倣ならう必要がある。選び取って、一花を成す道を進むならば、覚悟が必要だ。

「あなたの絵を描えがきたいの」

　半ば放心しながら、ぽそりと呟つぶやく。

　諸肌脱ぎの体に墨すみを被かぶり、粗そ野やで野や蛮ばんにすら見えそうなのに、その目と、体の芯から発する揺ゆるぎなくしなやかな優ゆう雅がさが、刀火を支えている。緑を秘めた瞳の色は深くて美しい。

　──全てをこの人のせいにして？　そんなこと出来るわけない。でも、この人がそうしろというなら、そう思えるようになろう。そのかわり何者も、この人に手出しさせない。そしてこの悪あく辣らつな姿を描く。わたしが仕えると決めた、この人の姿を。

　涙が止まらず、刀火の顔を見あげながらも、ぽろぽろと滴しずくが顎あごから胸へとこぼれる。

「描きたい」

　重ねて言うと、刀火は千樹の涙を指で拭ぬぐい、微び笑しようで答えた。

「存分に、わたしの姫ひめ絵師」







　翌朝。

　曉宮に連れてこられた純鉄は、何かを覚悟したような面おも持もちで、刀火の前にひれ伏ふした。

　室の奥に座る刀火の傍らには、幻繕の姿があり、そして刀火を挟はさんで反対側に千樹は座っていた。雅近は純鉄を横から見張るように、端たん座ざした。

　綾峰は、廂ひさしに控ひかえて純鉄の背中を見つめていた。その目にはなぜか、謝罪の色がある。

「顔をあげよ純鉄。会話も許す。昨夜の顚てん末まつは、聞いたか？」

　昨夜被った墨は洗い流し、肌はだに描かれた縛いましめも消し、刀火はいつもの端たん麗れいな姿だ。顔をあげた純鉄は真っ正面から刀火の姿を見つめた。

「わたしの師し匠しようの賢夕が、二に之の御み子こ様をそそのかし、鬼の腕を手に入れ、それを隠かくし持っていたが故に鬼に魅み入いられ、鬼のように振ふる舞まったと聞きました。そして曉宮様と幻繕法術士、衛え士じ府ふの頭かみに成敗されたと」

「鬼の腕を隠し持っていたのは己だと言ったのは、噓うそだな？　純鉄」

　問われると、純鉄はこくりと頷うなずく。

「何なに故ゆえの噓だ」

「賢夕先生が捕とらわれるのが、嫌いやだったのです。先生のご様子がおかしいことは、薄うす々うす、知っていました。真夜中に寝ねることもせずに、なにやら一心に様々なものを描き続けている事も知っていましたし。先生らしからぬ目つきをなさることもあり、なにかに取り憑つかれているのではと危ぶんでいました。ですから鬼の右腕と聞いて、ぴんときて」

「描いていたのは、これらだ」

　刀火の目配せに、幻繕が懐ふところから取り出してばらりと床ゆかに広げたのは、すべて成った絵だった。雀すずめが地面をついばみながら、ちょんちょんと歩く絵、揺れる寒かん椿つばきの花弁と艶つやめく葉の絵。輝かがやく雪景色の中で、川かわ面もが光る風景の絵。どれも美しくため息の出るような完成度だったが、純鉄は絵から目をそらした。

　思わず千樹は立ちあがり、それらを両りよう腕うででかき集めた。これは賢夕の絵ではないと強く思う。こんなものは、賢夕の本来の心が描いたものではないのだ。

「燃やします！」

　火ひ桶おけの上に、ぐしゃぐしゃにした紙の束を押しこむと、火桶の側そばにあった火打ち石で火をつけた。紙の束はあっという間に燃え上がり、くすぶる煙けむりが室内に流れた。

「それで、どうするの？　純鉄を罰ばつするつもり、あなたは」

　ふり返ると、刀火はくすぶる煙を見つめながら怠だるそうに答えた。

「純鉄の罪は、噓をついたことだけだ。噓つきを厳げん罰ばつに処していては、わたしも、自分自身に厳罰を与あたえなくてはならなくなる。放ほう免めんする。ただし曉宮お抱え絵師の立場は返上してもらう」

　純鉄は神しん妙みような面持ちで頭こうべを垂れる。

「当然のことだと思います。承知いたしました」

「ただし、聞け。純鉄」

　言葉に促うながされて純鉄が顔をあげると、刀火は立ちあがる。

「賢夕亡なき今、常宮お抱え絵師の数が足りない。今、父上主と祭司寮りようの間で、新たな絵師の選定の段取りをはじめている。その選定に、わたしは彩遊の弟で子しを一人、推挙する予定だ」

「千樹姫ですね」

　と純鉄が呟くと、刀火が口の端はしを吊つり上げる。

「千樹姫は我妻で、しかも邪じや道どうの絵師であり続ける覚悟。そのような者は、絵師として常宮に抱える事は出来ない」

　刀火の言葉に、純鉄は訝いぶかしげな顔をする。千樹も首を傾かしげるしかない。彩遊の弟子は、千樹一人のはずなのだ。すると刀火は、気負いなく続ける。

「純鉄。おまえは、暫しばらく彩遊の屋や敷しきへ行き、彩遊の弟子となれ。そこで沙さ汰たを待て。彩遊には話をつけてある。追って、祭司寮からおまえに呼び出しがあるはず。わたしの推挙で、選定に参加するようにと」

「それは、曉宮様。俺を……まさか」

　千樹は目を丸くした。

　──彩遊先生の弟子に？……そうか。

　刀火は純鉄を、彩遊の預かりにする段取りをした。それは、純鉄を彩遊の預かりにすることで、罪人である賢夕の弟子という汚お名めいを消すためだ。

　一いつ旦たん、彩遊の弟子という建前にし、その後、絵師として独立させる。そして選定に参加させて、常宮で召めし抱えるという段取りができているのだろう。純鉄は子供っぽい言動のわりには、なかなか腕うでのいい絵師として、常宮内では認められているからこその措そ置ちだろう。

「邪道の絵師は足りているし、常宮に仕える者としては相応しからず。正道の絵師が、常宮には必要。わたしが曉宮に描けと命じた絵も、ひと筆も進んでいないようだ。それもいずれ描いてもらわねばならない」

　純鉄にはまだ、絵師として生きる道が残されている。そのことが嬉うれしくて千樹は笑え顔がおで純鉄を見やったが、彼は、ひどく困ったような表情をしていた。

「曉宮様。俺は……」

　しかし刀火はその様子を意に介かいすことなく、

「あと幻繕から、曉宮の門前で渡わたすものがある。それを受け取り、わたしの宮から去れ」

　素そっ気なくそれだけ言うと、几き帳ちようの向こう側へ姿を消した。

　刀火の後ろ姿に、純鉄は深く頭をさげた。若々しい野の狐ぎつねのようだった彼の上に、何が通り過ぎていったのか。少年らしさが削そぎ落とされて、肩かたの辺りに寂さびしさを漂ただよわせながら静かに叩こう頭とうする様は、清せい廉れんだった。

　純鉄が黙だまって室を出ようとしたとき、廂に控えていた綾峰が、純鉄に向かって声をかけた。

「純鉄」

　純鉄が足を止めると、綾峰は、その真っ直すぐで綺き麗れいな瞳ひとみに怯ひるんだように目をそらした。

「賢夕を任せろと言ったが……どうにもできなかった。許して欲しい」

　と、綾峰は細い声で詫わびた。

　その言葉が意外だったらしく、純鉄は目を見開いたが、すこしだけ口元で笑った。

「いいえ。いいのです」

　短くそれだけ答えると、頭をさげ、純鉄は出て行った。

　──なんて声をかけるべきなの？

　なにか声をかけたい。しかしどんな慰なぐさめの言葉が必要なのか、見当がつかない。

　迷いの中で、千樹は膝ひざの布地を握にぎりしめる。そして去って行く純鉄の後ろ姿を、再び顔をあげて見つめる。

　その後ろ姿を見ていると我が慢まんできず、千樹は立ちあがった。どんな言葉をかけていいかもわからなかったが、黙って見送ることだけはしたくなかった。

　純鉄が曉宮の門を出ると、千樹は慌あわてて彼の後を追った。




　　　　○




「おや、宮は何ど処こじゃ？　太だ政じよう大だい臣じんの嫡ちやく子しのみか？」

　曉宮に顔を出した幻繕は、寝しん殿でんの室にいるのが雅近だけなのを見て、不思議そうに首を傾げた。雅近はくつろいだ様子で、琵び琶わを手て慰なぐさみに弾ひいていたが、桴ばちを止め、肩をすくめる。

「千樹姫ひめは、純鉄を追いかけて出て行きました。綾峰様は、宮裏にお帰りになって、曉宮様は、いきなりふいっと姿を消されて、俺もお姿が見えないなぁと、思っていたところです。ところで純鉄に、例のものはお渡しになりましたか？」

「おお、渡したぞ。なんとも複雑な顔をしておったがな」

「まあ、そうでしょうねぇ」

　再び琵琶をつま弾きはじめた雅近に、幻繕は何気ない調子で問いかけた。

「時に、宮は千樹姫を正式に仮かり妻づまになされたようじゃの。七夜は無事に終わったと、上主様へ報告が上がった模様じゃが」

「なにかご不満でも？」

　雅近が、優ゆう雅がな音とはそぐわない鋭するどい目で、幻繕を上うわ目め遣づかいに見やる。

　幻繕もまた、同様の視線を返す。

「千樹姫は、なんとも恐おそろしい魔ま性しようを操あやつるではないか？　そうは思わぬか、太政大臣の嫡子。高月雅近殿どの。鬼おにに取り憑かれた魔性を絵で具現化し、人の目に見える形にした。それのみか、絵から出現したものが、現実の賢夕に影えい響きようし、絵を害すれば、現実の賢夕も同様となった。わしはそれを目まの当たりにして……恐ろしいと思うた」

「恐ろしいが、役に立つ。でしょう？」

「じゃが、よく考えてみるのじゃ。もし千樹姫が神話の鬼を描えがき、魅入られ点てん睛せいさせてしまったとき、何が起こるか？　昨夜、千樹姫は鬼と溶とけあった賢夕を描いたが、あれがまことに、鬼その者の絵であったならば、どうなるのか」

　琵琶の音が、止やんだ。雅近は息を吞のみ、幻繕を見やっている。

「なにが起こると、御法はお考えだ」

「桜の成る絵の屛風びようぶ絵えが、人界と鬼界の境に穴を開けた。となれば、もし姫君が神話の鬼を描き点睛させれば、その鬼は成る絵から具現し、この人界に出現するのではないか？」

　雅近は、驚おどろきの表情のまま動かない。幻繕は淡たん々たんと続ける。

「成る絵をものする絵師が、邪道と呼ばれる理由の根本は、もしやそのことを恐れてではないかと、わしは思う。成る絵をものする絵師は、魔性の者。それはもしやすると、我々にとっては、放置出来ぬ魔性であるかもしれぬて。魔性は、魔性じゃ。そういうこと」

　廂ひさしに洩もれ入ってくる光は、ほんのりと暖かく板目を温める。だが室の中に満ちる空気は、張りつめていた。




　　　　○




　雪ゆき沓ぐつの底が硬かたい雪を踏ふみ、何度か転びそうになりながらも駆かけ、御渡橋へ続くゆるい坂道の途と中ちゆうで、やっと青い狩かり衣ぎぬの背中を見つけた。

「純鉄！」

　呼び止めると、彼はふり返った。不格好に駆け降りてくる千樹を見て、彼は複雑な顔をした。そして千樹が正面に立つと開口一番、

「七夜が終わった姫君には思えないな。あの麗うるわしい曉宮様がなぜ七夜を再開する気になったのが、謎なぞだ。とんだじゃじゃ馬だよな」

　と、ぼそりと、失礼なことを言ってくれた。

「余計なお世話よ」

　と、嚙かみつこうとしたが、純鉄が両りよう腕うでに抱かかえている黒くろ塗ぬりの箱を目にして、次の言葉が喉のどの奥で引っかかる。その箱には、雪の中で見つかり、誰だれのものか不明だった人間の右腕が入っている。真冬のことで、腕はいまだに綺麗な形を保っているらしい。

　曉宮に侵しん入にゆうした罪人である賢夕の骸むくろは、相応の処分をされると決まっているので、親しい人の元に戻もどることはない。だがこの右腕だけは、だれのものとも断定出来ない故ゆえに、刀火の配はい慮りよで、純鉄に渡された。

「純鉄、ごめん。わたしは、賢夕先生を助けられなかった」

　俯うつむくと、純鉄は、

「顔、あげろよ。おまえのせいじゃない。俺が一番悪いのかもしれない。わかっていたのに、確かめようとしなかった。怖こわかったから」

　顔をあげると、純鉄は抱えた箱の表面を、そろりと指で撫なでていた。

「先生が妙みような様子になったのは、わかっていたんだ。俺も、夢を見たんだ。優やさしい声が、囁ささやくんだ。綾峰様が鬼の腕を持っている。それを手に入れたら、思うがままに、自在に、素す晴ばらしい絵が描けるぞって。それで本当に自分が賢夕先生のような素晴らしい絵を描いて、得意になって満足して、有う頂ちよう天てんになった夢だった。夢の中で俺は、成った絵だって描いた。けれど賢夕先生から成る絵をものする者は邪道だと聞いていたから、その夢は、魔性の見せた夢だと思った。その翌日から、先生の様子がおかしくなった。まさかと思ったけど……先生の室で、綾峰様に宛あてて書いたらしい手紙を盗ぬすみ見して、驚いた」

　鬼の腕そのものには、ほとんど力がなかった。弱々しく蠢うごめく程度で、そしておそらく、人の心の隙すき間まに声を送り込むことくらいしかできなかったのだろう。

　だがそれでも、鬼には充じゆう分ぶんだったのだ。

　絵師に「素晴らしい絵が描ける」と吹ふきこめば、心が揺ゆれて当然だ。

　賢夕のような、正道の、常宮お抱え絵師の心さえ揺れた。

　逆に純鉄の心の方が揺れなかったのは、奇き跡せきだ。それは賢夕を慕したい、師し匠しようの言葉を守り抜ぬこうとする思いから、信念が強固だったからだろう。

「先生は多分、羨うらやましかったんだ。彩遊や、おまえが。先生はいつも、彩遊は凄すごいと言っていた。邪じや道どうであれ、成る絵を描けるということは、絵師の技術の極きよく致ちだろうって。だから描けない自分が悔くやしかったんだと思う。賢夕先生は、彩遊みたいな絵師になりたかったんだ、たぶん。邪道と知っていながら、それでも。でも俺は、正道の絵師である先生を、尊敬して……だから、俺は、彩遊が嫌きらいだ」

　賢夕は彩遊と違ちがって、絵に取り憑つかれていた。描きたい、誰よりも優すぐれた技わざを身につけたいと、そんな思いが強かったのだ。そんな師匠の危あやうさを知っていたからこそ、純鉄は彩遊が嫌いだったのだろう。揺れる賢夕の心を、彩遊の存在は乱してしまうから。

　箱の表面を撫でていた指が止まり、純鉄は、その中にいる人に語りかけるように告げた。

「俺は、どうすればいい？」

「曉宮のあの人も、言っていたじゃない。正道の絵師が、賢夕先生の代わりに一人必要だって。あなたに沙さ汰たがあるから、彩遊先生の屋や敷しきで待てって」

　すると純鉄は、激しく首を振ふった。

「彩遊の屋敷になんか行かない！　常宮絵師になんか、なるもんか！　俺は先生の弔とむらいをするんだ。先生を助けられなかった自分が、のうのうと先生の代わりになんかなれるかよ！」

　助けられなかった。その言葉が、千樹の胸にも突つき刺ささった。千樹こそ、賢夕を助けられなかった。哀かなしさとやるせなさがこみあげて、

「馬ば鹿か！」

　思わず、千樹は純鉄の頭をぽかっと殴なぐっていた。

「なにするんだ!?」

「わたしも賢夕先生を助けられなかったのよ！」

　八つ当たりのように、怒ど鳴なっていた。

「けれどだからって、もう金輪際、常宮とも曉宮とも縁えんを切って反省しながら鬱うつ々うつと一生過ごしたって、誰のためにもならないし、誰の助けにもならないし、誰も褒ほめてくれないのよ！　だからわたしは、助けられなかったからこそ、絵の魔ま力りよくを突き詰つめて、もしもう一度、同じようなことが起こったら、今度こそ失敗したくないの！」

　うっすらと、涙なみだがにじむ。自分のふがいなさに対する、怒いかりの涙だった。

「あなただって、もし悔くやんでるなら、誰かのためになれることくらいしたらいい！　賢夕先生があなたに教えたものを、役に立てなさいよ！　あなたは賢夕先生に教えてもらって、信じて、尊敬してたんでしょう!?　先生があなたに教えたことは全部、噓うそじゃないはずよ！」

　目を瞬またたき、純鉄は泣き笑いのように、顔を歪ゆがませた。

「尊敬していた。だから……先生のような絵師に、正道の絵師になりたかった……」

　影かげが光をうらやみ、乞こう気持ちは千樹にはよく分かる。真っ当で賑にぎやかで明るいものは、否いや応おうなく人を惹ひきつける。

　だが逆に光も、自らの背後に伸のびる影を見つめて、魅み了りようされるのかもしれない。

　互たがいにないものを欲ほつし、焦こがれるのは、人の性さがか。

「俺は、なりたかった……」

　千樹は、押し黙だまった。

　──なれるよ、純鉄なら。

　そう言うことは容た易やすいが、そんな言葉で、今の純鉄の気持ちが慰なぐさめられるとは思えない。

　ただもし、賢夕ならば、純鉄こそ本物の正道の絵師となってほしいと願う気がする。

　千樹はさっきは殴った純鉄の頭を、今度は撫でた。純鉄は嫌いやそうな上うわ目め遣づかいを返してきたが、なぜか、こくりと頷うなずく。なにかに応こたえるような仕草だった。

　ふと視界の隅すみに動くものを捉とらえたので、千樹がそちらに目をやる。

　すると寒そうに三み毛け猫ねこのぷくを抱だいた彩遊が、衛え士じに案内されて危なっかしい足取りで、こちらに向かって来る姿が見えた。純鉄を迎むかえに来たのだろう。

　二人の姿を認めると、彩遊はへにょりと笑った。

「ああ、良かった。もっと坂の上まで歩かされたらどうしようかと思っていた。純鉄君。わたしの預かりでは不満かもしれないが、君のためだから、一いつ緒しよに来てくれるね？」

　暫しばし、純鉄は黙っていた。しかしゆっくりと、何かを決意し吞みこむように、頭をさげた。

「暫しばらく、ご厄やつ介かいになります」

　静かな言葉に、なにかしらの覚かく悟ごが感じられた。彩遊は笑って、ぷくを純鉄に突きつける。

「抱くかい？　温かいよ」

「いえ、俺は先生を」

「わたしが抱くよ。わたしの兄弟で子しだ」

　ぷくを無む理り矢や理り純鉄の胸の方に押しつけ、ぷくが純鉄の狩かり衣ぎぬの袷あわせに爪つめを引っかけてぶら下がると、彩遊は箱を純鉄から奪うばった。それを小こ脇わきに抱えると、千樹に向かって、微笑んだ。

「千樹、浮かない顔だね」

「だってわたしは、先生を騙だましました。賢夕先生は大だい丈じよう夫ぶかと訊きかれたときに」

「なにを言ってるんだい、千樹。君は噓をついていないよ。君は『賢夕先生は、純鉄の犯おかした罪で、罰ばつせられることはありません』と、言ったんだから。確かに賢夕さんは純鉄君の犯した罪で、罰せられることはなかった。けれど己おのれの犯した罪で罰せられた。それだけだよ」

　彩遊は箱を優しく抱えなおし、寂さびしそうに微笑む。

「賢夕さんは、こうなって……でもね。でも、すこし、ほっとしたかもしれないよ。わたしが目を患わずらって、ほっとしたように」

　突き動かされるように何かにのめり込む者の業ごうは、喜びと苦痛が表ひよう裏り一体だ。

　彩遊と賢夕は、光と影のように正反対に思えた。だが根本的なところで、二人は似ていた。

　共に幼い頃ころから絵師として修しゆ業ぎようし、絵に取り憑かれた。二人とも業を抱えた者だ。だから彩遊は、賢夕の気持ちも、思いも、推おし量れるのかもしれなかった。

　彩遊は微笑んだまま、純鉄に向き直った。

「じゃ、行こうか。純鉄君。ぷくを逃にがさないでおくれよ」

　歩み去る純鉄と彩遊の背を見送り、千樹は己の無力を痛感する。

　鬼おにに魅み入いられた賢夕を救う力が千樹にあれば、彼らの背中は、これほどしぼんで、寂しげに見えなかっただろう。

　はらはらと、雪が降り出した。しかし真っ暗な雪雲が空を覆おおうことはなく、明るい日ひ射ざしと青い空の中で、雪がはらはらと散る。この雪は降り積もることはないだろう。

　こんな雪が降り始めると、春は近いのだ。

　明るい日射しのまま降る雪の中に、千樹はずっと佇たたずんでいた。

　──わたしは、選びたい。自分が力を得る道を。

　頭に肩かたに降り、瞬く間に溶とける雪の冷たさと湿しつ気けを肌はだに感じながら、決心は確固とした形になる。

　──一花を成す。それが魔ま性しように近づくことになろうとも。

「我妻」

　ふいに背後から呼ばれ、ふり返った。

　日射しと、ちらちらと降る雪を纏まとうように、刀火がこちらに向かって来る。

　千樹は思い切り顔をしかめる。

「わたしの気の迷いを当てこすってるの？　申し訳ないけど、いくら気が迷っていたって、そんなふうに、馬鹿にしたように妻だなんて呼ばれて、わたしは喜んだりしないから」

　逆に、わざとらしく呼ばれるのが胸に痛いくらいだ。

「当てこすりでもなければ、嫌いや味みでもない。事実、七夜が終わったのだから、今朝からおまえはわたしの仮かり妻づまだ。正式に常宮内で認められた」

　嬉うれしいような、悔しいような、複雑な気分で千樹は呻うめく。

「ああ、……そうか。……じゃあ、わたしはこんなふうにのこのこと、曉宮から出歩いてはいけない身分になったわけね」

「そのとおり。千樹姫ひめは仮妻らしく、曉宮から出てはならない。しかしそのかわり、綾峰の元から柚葉を、おまえ付きの侍じ女じよとして曉宮に入れることになった。千樹姫として出歩くことは不可能だが、出歩きたければ、柚葉が出歩いてくれる」

　意味がわからず、千樹は目を何度か瞬いた。刀火は続けた。

「出歩きたければ、柚葉として出歩けということだ。柚葉は承知している」

　そこまで言われて、千樹は目を輝かがやかせる。

「要するに、時々柚葉と入れ替かわって、自由にして良いの!?　そんなこと通るの!?」

「目立つ真ま似ねをしなければ、可能だろう。その程度の自由を用意しておかなければ、もしもの時、おまえの身が危あやうい」

「危うい？　なぜ、わたしの身が？」

　すると刀火の目に、一いつ瞬しゆん鋭するどいものが光る。

「分かってないか？　春鬼を完かん璧ぺきに封ふうじ、わたしの魔ま王おうの種を封じた今、今度はおまえの存在こそが火種になる。おまえは、その片へん鱗りんを見せてしまった」

「……それは……どういう意味なの」

　不ふ吉きつな言葉に千樹の声が細くなると、刀火は突とつ然ぜん、表情を和やわらげ微び笑しようした。そして、

「不安な顔をするな、可愛かわいく見える」

　と言うと、千樹の頰ほおに軽く唇くちびるを触ふれた。

　途と端たんに千樹は、耳まで真っ赤になった。飛んで逃げることすら出来ず、頭に血が上るような恥はずかしさに硬こう直ちよくした。

「まだ、気が迷っているか？　わたしの姫君。それならばこの無礼は許せ」

　刀火は囁ささやくと唇を離はなし、背を向けて歩き出す。そして、

「来い、千樹」

　と、臣下に命じる主人の声で、背中越ごしに厳しく命じた。

　その声ではっとして、千樹は赤面しながら力の限りに怒鳴り散らした。

「なにするのよ、馬ば鹿か馬鹿馬鹿！　これは嫌がらせじゃない!?　ひどいと思わないの、わたしの気の迷いにつけ込むような真似を許せなんて！　ただの……ただの気の迷いなのに！」

　すると刀火はふり返り、緑を秘ひめた瞳ひとみが艶つやっぽく笑う。

「言ったはず。わたしに仕えるのならば、おまえの全すべてをもらい受けると」

「……！」

　もはや、反はん撃げきするのすら恥ずかしい。自分の粗そ忽こつな告白のおかげて、完璧に立場が不利になっている。それが悔くやしい。

　──ああ、本当に。こんな人に仕えるなんて、大変。

　火ほ照てる頰を両手で包みながら、千樹は刀火の背中を追った。

　──でも、わたしが火種って。どういうことだろうか？

　正体はわからない。だが千樹の中にも、ぼんやりとした不安が存在するのは確かだ。

　ぼんやりと感じるものの正体は、ほんの小さな落とし穴か。それとも、千樹に食らいつこうとする猛もう獣じゆうが、うずくまり、こちらを凝ぎよう視ししている影かげか。

　明るい日射しの中、雪が散る。溶け始めた雪の表面は、砕くだいた玻は璃りのようにきらきらして、杉すぎの根元は落ちくぼみ、春を待つ草花の緑が、ほんのすこしだけ顔を覗のぞかせていた。

　春は、近い。
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　あとがき




　こんにちは。三川みりです。

　前巻、ヒロインに衣ころもをはぎ取られるという、少女小説ヒーロー的にはぎりぎりセーフ（アウト？）な体験を、刀火がいたしました。そして今巻はヒロイン千樹が、大変な恥はじをかくことになりました。破は廉れん恥ちな方向で恥をかくのではないので、その点はセーフかと思っています。けれど千樹にしてみれば、セーフどころの話ではないかと。

　そして今巻のカバーには、綾峰が初登場です。

　前巻で急激に株が上がった感のある彼ですが、今巻も、そこそこの活かつ躍やくをしてくれています。綾峰もこれからどんな立場になっていくのか。刀火の立場、千樹の立場と共に、彼等の先行きに頭を悩なやませているところです。

　ところで。この本の出る一ヶ月前（二〇一四年五月）に発売になっています別シリーズ「シュガーアップル・フェアリーテイル」の最新刊と、こちらの「封鬼花伝」の最新刊とあわせて、キャンペーンがあるようです。もし興味がありましたら、確かく認にんしてみてください。

　新担当様。

　初っぱなから「データが開けません」とか「実はゲラ、持ってません」とか、物語を作る以前の段階で、あれこれとご迷めい惑わくをおかけし、申し訳ありませんでした。これから物語を作るにあたっても、迷いが多く、ご面めん倒どうをおかけするとは思いますが、努力いたしますので、よろしくお願いいたします。

　イラストを描かいてくださる由羅カイリ様。

　カバーの綾峰で、彼の株もまた上がることと思います！　刀火も髪かみを下ろした姿で、カバー初登場。千樹は相変わらず可愛かわいい。本当に毎回、ありがとうございます。描いてもらえることで、登場人物達がよりくっきりと、わたしの中でも形になっていくような気がします。絵の力というのは凄すごいです。有あり難がたいことだと、感謝の意がつきません。

　読者の皆みな様さま。

　気に入ってもらえなければ幾いく重えにも反省、精しよう進じんいたします。もし面おも白しろかったと言ってもらえれば一安心ですが、そう言ってもらえるようにまた一層、精進します。皆様が読書にかけて下さった時間と労力と、お金の分は満足してもらえるよう、がんばります。

　では。もし気が向いて、また千樹たちの物語につきあっても良いと思ってもらえる読者の方々がいてくださったら、お目にかかりたいです。





三川　みり　　









※電子版はキャンペーンに対応しておりませんので、あらかじめご了承くだい。
















カバー・口絵・本文イラスト／由羅カイリ

デザイン／西村弘美
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